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幕間劇　祭りの準備







　テーブルいっぱいに並べられたスイーツの数々。

　ケーキ、プリン、カステラ、あんみつ、タルト、アイスクリーム、シャーベット、パイ、スコーン、ゼリー、ヨーグルト……。甘あまったるい匂においが新築の店内いっぱいに広がる。

「どれもこれも美味おいしいですわ！　さすがアエルさん、お見事です！」

「ありがとうございます」

　ルーの賛辞の言葉にアエルさんが小さく頭を下げる。テーブルではそれぞれみんな好みのスイーツを口にして至福の笑えみをこぼしていた。

　僕ぼくもケーキをいただいたが、そこまで甘あま党とうではないので、二つも食べたらもうさすがに食べられない。そんな僕を置き去りにして、みんなは次々とテーブルのスイーツを食べ進めている。女の子ってスイーツだとなぜこんなに食べられるんだろうか……。

　しかし個人個人、それぞれ好みが分かれるもんなんだなぁ。ユミナはパフェ、エルゼはカステラ、リンゼはアイスクリーム、八や重えはあんみつ、スゥはケーキ、ルーはプリン、ヒルダはシュークリーム、リーンはチョコレート、桜はタルト系を重点的に食べている気がする。……気がするだけで、他にもいろいろ手を出だしているが。

　アエルさんが経営する喫きつ茶さ『パレント』が、このたびブリュンヒルドに支店を出すことになった。本店であるリフレットの方は結けつ婚こんした妹さん夫ふう婦ふに任せることにし、こちらで二号店を開くことになったのだ。今日はそのメニューの試食会なのである。

　お代は向こう持ちという話だったが、僕も半分出すことにしている。や、こっちには八重がいるからさ……。

　メニューの大半は僕が検けん索さくして教えたものだが、ここまで再現するアエルさんの実力は本当にすごいと思う。使っている食材がいろいろと違ちがうので完かん璧ぺきに地球のものと同じではないと思うけど、美う味まいことに変わりはない。

　まあそもそも僕自身、それほどスイーツを食べないので元の味自体あんまり知らないのだけれど。

　甘ったるくなった舌を渋しぶいお茶で癒いやす。はぁ……お茶も美味しいなぁ。

「一通り食べましたが、どこにも問題はないと思いますけど……」

「食べ過ぎちゃうのが問題かしらね」

　ユミナの言葉をエルゼが笑いながらまぜっ返す。君ら明日、体重測ったら笑えないかもしれないぞ……。そう思っても口には出さないのが平和を維い持じする秘ひ訣けつだ。

　確かに僕にもアエルさんが悩なやむ問題点というのはわからなかったな。エルゼの言う通り美味すぎて困る、ってんじゃないだろうし。

「……ははあ。ひょっとしたら、外で食べられないってことでござるか？」

「え？　この店にはテラス席がありますけど……」

　八重の言葉に隣となりのヒルダが不思議そうな顔で答える。

　ブリュンヒルドでも人通りの多い一角に建てられたこのパレント二号店は横手の庭に面したテラス席がいくつかある。天気のいい日ならさぞかし気持ちのいいことだろう。八重の言う『外で食べられない』ってのはどういうことだ？

「あっと、そういうことではなくてでござるな……。こう、手に持って食べ歩けない、ということでござる」

　八重がクレープを持つような手をしてみせると、みんなが一いつ斉せいに、ああ、と納なつ得とくした。そういうことか。

「そうなんです。今度お祭りがあるじゃないですか。うちも開店の宣伝がてら出店するつもりなんですけど、どうしても歩きながら手軽に食べられるものって限られてしまって……」

「あれ？　前にワッフルコーンのレシピは渡わたしましたよね？」

　ワッフルの生き地じでコーンを作り、手で持って食べられるようにしたアイスクリームは、リフレットの町では女の子たちに喜ばれ、飛ぶように売れている。てっきりブリュンヒルドでも売り出すものと思っていたのだが。

「ええ。あれはうちの主力商品です。それの他にももっとできないかと思って……」

「ほら冬とう夜や、出番よ。調べて調べて」

「あのなあ……」

　エルゼがせっついてくる。異世界出身だと身バレしてからこういうとこ遠えん慮りよなくなってきたなぁ。まあ調べてみますけども。

　持って歩ける……スイーツ、と。ワンハンドスイーツ。へえ。自撮りとかのしやすさで若い女性を中心に人気が広がっているのか。向こうは人気が広まるのホント速いな……。

「これとこれとこれ……あとここらへんか」

　画像検索で引っかかったものを見み繕つくろって、空中へといくつか投とう影えいさせる。

「すごい……！　こんなにたくさん……！　これって全部冬夜さんの故郷のお菓か子しなんですか？」

「えーっと、全部ではないですが。僕の故郷というか、いろんなところのお菓子ですね。レシピまではわかりませんけど」

　アエルさんの質問に曖あい昧まいに返す。幸い、風景とかは映ってないのでこっちの世界のお菓子だと思っているようだ。ま、別世界のお菓子だなんて思いもしないだろうけど。

　浮うかび上あがったスイーツをアエルさんが食い入るように眺ながめる。ルーを始め、他のみんなも興きよう味み津しん々しんらしい。

「クレープ系が多いですね」

「これ、ワッフルに棒が付いてます、よ？」

「この細いのはロールケーキかの？　一本まるまるとは豪ごう勢せいじゃのう！」

「棒状のアップルパイ……！　絶対に美味しい。断言する」

「なるほど、いろいろな工く夫ふうがされているようですね」

　僕には作り方はさっぱりだが、アエルさんやルーは見ただけでどうやって作るかだいたいの見当はついたらしい。

「なぜこの焼き菓子は魚の形をしているのかしら……？」

　リーンさん、それはたい焼きと申しまして……。たい焼きってワンハンドスイーツだったのか……。確かに片手で持てるけどさ。

　リーンがたい焼きの中身を気にしていたので、説明をしてあげた。これくらいなら僕でも食べたことあるし。

「なるほど、中には餡あんが入っているのね」

「美味そうでござるなあ……」

　八重がたい焼きを眺めながらつぶやく。その間も手元のケーキを食べる手は止まらない。美味いことは美味いよ。なかなかズッシリとくるけど。

「これって中に他のものを入れてもいいんでしょう、か？」

「いいんじゃないかな。クリームとか、チョコレートとかが入ったのを見たことあるし」

「それは美味そうじゃのう」

　たい焼きには様々なバリエーションがあったはずだ。変わり種だとチーズやベーコン、カレーを挟はさんだものもあるらしい。

「この魚の形は金型ですか？」

「ですね。別に魚の形じゃなくてもいいと思いますよ。確か元々はえっと……ああ、これこれ。こんな丸いやつだったらしいですし」

　アエルさんに検索した今川焼きを投影して見せる。僕はこっちの方がシンプルで好きだけどね。

「なんなら金型を作りますけど。そんなに複雑なものじゃないので」

「いいわね！　餡子もあるし、今すぐ食べられるってことよね!?」

「おお！　楽しみじゃ！」

　エルゼたちのテンションがさらに上がる。え、これから食べるの!?

　みんなの期待に満ちたキラキラした目を裏切れるはずもなく、僕は【ストレージ】から鉄のインゴットを出して、検索した画像を頼たよりにたい焼きの金型を造り始めた。

　このパレント二号店には魔ま法ほう王国フェルゼン製の魔ま導どう火か炉ろが取り付けられている。簡単に言うと火魔法が付ふ与よされた魔石で火力を増減できるコンロのようなものだ。けっこうな値段のするものだが、アエルさんはリフレットの一号店で儲もうけたお金を使ってドンと買ったらしい。

　もちろん売ったのはオルバさんのストランド商会である。相変わらず抜ぬけ目めがないな……。

　その魔導火炉に合わせていっぺんに五つ作れるように量産型の金型を造る。女性が使うにはさすがに重いので【グラビティ】で軽量化しておいたが。

　完成した金型を持っていそいそとアエルさんが厨ちゆう房ぼうに消えていく。興味があるのかルーもそのあとについていった。やれやれ。

「楽しいお祭りになりそうですね」

　そう言って微笑ほほえむユミナ。突とつ然ぜんのイベントだったが、町のみんなも楽しそうにいろんな準備をしている。パルーフの少年王に自信をつけさせてやりたいがための口から出まかせだったが、今はよかったと思えるよ。

「拙せつ者しやは武術大会が楽しみでござるなあ。兄上の活かつ躍やくが見られるといいのでござるが」

「私も久々に兄上の剣けん技ぎを見るのが楽しみです」

　一応彼かの女じよたちは会場の警備という仕事があるが、何試合か観みるぐらいなら時間を取れるだろう。別に警備は二人だけってわけじゃないし。

　だけど思いつきで騎き士し団だんのみんなには苦労させるなあ。なんとか労ねぎらってあげたいけど……。やっぱりここは臨時ボーナスか？

　とはいえ増員したばかりで全員にボーナスは地味にキツい。騎士団にかかるお金は僕のポケットマネーなので、けっこうカツカツなのだ。高坂さんの方から国としての援えん助じよ金きんも出ているけどねえ。

　現在製作中の新型機やフレイズとの戦いで破損した機体の修理費用（他国に貸した場合の修理費用はもらってるが）などに加え、最近は魔ま力りよくタンクや次元転移門なども造ってるからなぁ……。そっちをおろそかにするわけにもいかんし。

　この間の巨きよ獣じゆう化トレントが適正価格で売れたらなぁ～……。手持ちのドラゴンの素材は値ね崩くずれするからあんまり市場に流せないし、魔石を発はつ掘くつしようにもブリュンヒルドにはもう目ぼしいものはない。

　来てくれる冒ぼう険けん者しやを差し置いてダンジョン島のお宝を狙ねらうわけにもいかない。うちの国の大切な収入源だからな。

　海水浴場のお金も僕のじゃなくこの国のお金だしな……。またミスリルゴーレムとかで稼かせぎたいが、あまり他の国で狩かりすぎるのもよくない。アレらも他の冒険者たちの飯の種だし。指名依い頼らいならまだしも、横から掻かっ攫さらうのはマナー的にどうかと思うし。

　金ランクの冒険者じゃなくちゃ対処できないやつなら遠慮なく狩るんだけど。オリハルコンゴーレムとか巨獣化せんかな……。いやいや、どこかに被ひ害がいが出るかもしれないんだ、そんなことを願っちゃいかんな。

　金ランクになるといろいろと気を使うよね……。同じ金ランクのヒルダのじいさん……ギャレンさんがほとんど依頼を受けないのもそこらへんが理由らしいし。

　なんとかお金以外でみんなが喜んでもらえる方法があればいいんだが。

「できました！」

　アエルさんとルーがお皿にてんこ盛りにしたたい焼きを持ってきた。形は少々生地がはみ出したりしてるし、焦こげ付ついているのがいくつかあるけど、充じゆう分ぶんに美味そうだ。

「こっちが餡子でこっちがカスタードです。いくつかちょっと焦げてしまいましたけど」

「いや、ちょっと焦げたのもカリッとして美味しいんですよ。僕はそっちをもらいますね」

　僕は少し焦げ付いたたい焼きに手を伸のばす。おっとっと、熱々だ。

　ぱくりとかじりつくとカリッとした食感とともに、中から熱いカスタードクリームが溢あふれ出す。美味い。これは売れるだろ。お手軽だし、見た目も楽しいし。

　ケーキでお腹なかいっぱいだったはずなのに、不思議と食べられてしまうもんだなあ。

「美味しい。これはクセになる。いろんな味のも食べたい。うっ……ッ!?」

「さ、桜ちゃん!?　ほら、お茶！」

　がっついてた桜がたい焼きを喉のどに詰つまらせたらしく、リンゼが自分のお茶を差し出していた。両手に持って食べるから……。餡子とカスタード、どっちも食べたかったのか？

「確かに中身を変えればいろんな種類を売り出せますわね。生地との相あい性しようはあるでしょうけど」

「もう少し綺き麗れいに焼けるように練習が必要です。中身が片寄っているのもありますし」

　ルーとアエルさんはすでに改良点を話し合っている。いつからルーはこの店の従業員になったのかね？

「ごめーん、遅おくれたーっ！　……ッ!?　私のぶんまだあるよね!?」
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　店の入口から駆かけ込んできた女性が、開口一番に僕らを……正確には僕らのテーブルを見て言い放った。

　アエルさんと同じリフレットからの移住組、宿屋『銀月』のミカさんである。

「大だい丈じよう夫ぶ、まだたくさんあるわよ。いま用意するわね」

　アエルさんが微笑んで厨房へ戻もどろうとすると、ミカさんの後ろからぞろぞろと店内へと入ってくる者たちがいた。え？

「うわ、美味おいしそうなものがいっぱいなのよ！　お姉ちゃんレーダー絶好調なのよ！」

「これはこれは。花か恋れん姉さんに付いてきて正解だったね」

「まったくだね。今回ばかりは役に立ったさ」

「くんくん。この匂いはお酒を使ったお菓子もあるねぇ。ひゃっふー！」

　げ。花恋姉さんに諸もろ刃は姉さん、狩奈姉さんに酔すい花か……地上に滞たい在ざいする女め神がみたちが勢せい揃ぞろいだった。

　みんな当然とばかりに僕らの隣の席に腰こし掛かけるが、この店はまだオープン前で看板さえも取り付けてないんだが、なぜ僕らがここにいるってわかったんだろう……。あ、いや。神々に疑問を持つと馬ば鹿かを見る。基本的にこの人らなんでもありだし。

「ルーちゃん！　とりあえずそのお魚のお菓子ちょうだい！　それとお紅茶も頼たのむのよ！　お代は冬夜君持ちで！」

「はっ、はい！　ただいまお持ちしますわ！」

　うぉい!?　ルーが銀ぎん盆ぼんを持って厨房へと戻っていく。だから従業員じゃないでしょ、君は!?

　いやまあ未来の義姉あね、つまりは小こ姑じゆうとめからの言葉につい従ってしまうのは仕方がない……のか？

　というか代金僕持ちってなんだよ!?　お金ないのに！

　花恋姉さんの手がテーブルに置いてあったメニュー表に伸びる。

「あ、これがメニューなのね。うほぅ。どれもこれも美味しそうな名前なのよ」

「ちょっと待てい！　たい焼きだけじゃなく、そっちも頼むのか!?」

「ケチケチしないのよ。そのかわり、いいこと教えてあげるのよ？」

「いいこと？」

　花恋姉さんの発言に思わず片かた眉まゆを上げてしまう。怪あやしい。花恋姉さんの『いいこと』なんてのはトラブルの種でしかないだろ。

　僕が訝いぶかしんでいると、クスリと笑った諸刃姉さんが話を続けた。

「ダンジョン島の方にね、『カーバンクル』が出たらしいんだよ。狩奈が見たって。そうだよね？」

「ああ。ダンジョン内じゃなくて地上にね。かなり遠かったけど確かに見たさ。ありゃあいい金になるよ」

　金になる？　カーバンクルってなんだっけ？　僕がみんなの方を窺うかがうと、咥くわえていたたい焼きをんぐんぐと飲み込んでリンゼが教えてくれた。

「『カーバンクル』、は、額に魔石を宿した魔ま獣じゆうの総そう称しよう、です。その魔石はとても純度が高く、高額で取引されています。最高級の魔ま杖じように付いている魔石などは、ほとんどカーバンクルの魔石なんです、よ」

　あー、そういやなんかギルドの図書館で見た記き憶おくがあるな。僕が見た本のイラストではリスのような魔獣の額に火の魔石が付いていたっけ。

　確かに高く売れるかもしれんが、あんな小さい魔石じゃなあ。まあ、姉さんたちの食べているたい焼きのお金くらいは充分に払はらえるだろうけど。

「んでも、カーバンクルはカーバンクルでもヒドラのカーバンクルってのは珍めずらしいと思うけどにゃ～。頭全部に魔石があるらしいし、けっこうなお金になるんでない？」

「は!?　ヒドラ!?」

　続く酔花の言葉に思わず振ふり向むいてしまう。ヒドラってアレか、ヤマタノオロチとかアレ系のでっかい多た頭とう蛇へびの魔ま物ものか。それの頭全部に魔石が付いてるの？

「かなり大きなヒドラだったから、魔石もでかかったさ。仕留めればかなりの金になると思うよ」

「ブリュンヒルドの土地なんだから、冬夜君が倒たおしてもなんの問題もないよね。それどころか、ダンジョン島の危険を減らすのは国王としての義務じゃないかな？」

「でも～、早くしないと他の冒険者が倒しちゃうかもしれないのよ」

「……ちょっと行ってくる」

　そんな美味しい話を見み逃のがせるか。ちょうどいいタイミングで鴨かもがネギを背せ負おってきたようなもんだ。サクッといただいてしまおう。

「いってら～。あ、アエルちん。あちし、この苺いちごの赤ワインタルトとラムレーズンサンド！」

「私はこのフルーツシャーベットが欲ほしいのよ！」

「あたしはこのシンゲンモチってのをもらうさ」

「じゃあ、私はこのオペラってケーキを」

　背中で女神たちの注文を聞きながら、僕はダンジョン島への【ゲート】を開いた。頼むからほどほどにしといてほしい。八重ほどじゃないが、あの人らも食うんだよ……。

　こりゃちゃんと稼がんと……。待ってろよ、カーバンクルヒドラ！













「いやー、まいったまいった……」

　なんとかヒドラを倒すことはできた。なんだよあの蛇。再生能力持ちとか、聞いてないっての……。

　首を刎はね飛ばしても、にゅるん、とまた同じ首がすぐ生えてくるんだよ。九つある首それぞれが属性の違うブレスを吐はきやがるし……。

　九つ同時に斬きり落としたら倒せたけど。よく考えたら魔石のついたカーバンクルの頭は最初の九つだけだったんだから、九つ斬り落としてそれを回収したら逃にげてもよかったんじゃないだろうか。

　いや、ダンジョン島のためにはやっぱり討とう伐ばつしといて正解だよね。ヒドラの血って猛もう毒どくなんだよ……。危険極きわまりないわ。

　ま、おかげでサッカーボールほどもある魔石を九つも手に入れることができた。さっそくギルドで換かん金きんし、大金を手に入れた。これで騎士団のみんなにもボーナスを出せそうだ。

　ホクホクしながらギルドを出て、パレントへと戻る。城下町は近づくお祭りの日に向けて、いろいろと準備が進められていた。そこらで屋台の組み立てが行われてたり、店の飾かざり付けが進められていたりする。

　お祭りって、準備を含ふくめてお祭りだよなあ。いつもとは違う雰ふん囲い気きというか賑にぎわいがなんかいいよね。

　賑わう通りを横目に、まだ看板も出ていないパレントのドアを開けると、チリリン、とドアベルが小さく鳴った。

「……うわあ」

　テーブルの上にはありとあらゆる皿やカップ、グラスといった食器類が山積みになっていた。これ全部食べたの……？

　ユミナたちのテーブルではもう食べている者は八重以外おらず、みんな脱だつ力りよくしたようにお茶を飲んでいた。

　花恋姉さんの方のテーブルでは、おしゃべりをしながらまだなにかを頬ほお張ばっている。いくらなんでも食べすぎだろ……。

「あ、冬夜お兄ちゃんお帰りー。どう、お金になった？」

「なったけど……何割かすぐに消えそうだよ……」

　酔花が団子を、もぎゅもぎゅと食べながら手を挙げる。神ってのは確か、食べなくても平気なんだよな。逆に言うとお腹いっぱいになるっていう制限もないのか？　一人当たりの量を見ても、八重より食ってないか、これ。

　城での食事は普ふ通つうの量しか食べないくせに……。スイーツだとストッパー外れんの？

「どれもこれも初めて食べるものだったからね。つい我を忘れてしまったよ」

「味見してみないと美味いか不味まずいかわからないさね。全部美味かったけどね」

　全部って、メニュー全制覇したのかよ!?　なにに挑ちよう戦せんしてんの!?　全部食い切ったってタダになったりしないよ!?

「あのう……冬夜さん、申し訳ないんですけれど……」

「ああ、はい！　ちゃんと姉さんたちの料金は追加で払いますんで……！」

　おずおずと話しかけてくるアエルさん。試食会のお金を半分払うという約束だったが、さすがに花恋姉さんたち乱入者の分は全額払うさ。ミカさんはアエルさんの招待客だから無料だろうけど。

「いえ、それもなんですけど、材料がちょっと心こころ許もと無なくなってしまいまして……。お祭りまでにフルーツとか砂糖とか、補ほ充じゆうできるか難しいんです。それで……」

「あー……。はい、買ってきます……」

　祭りに用意した分まで姉さんたちの胃い袋ぶくろに入ってしまったわけか。そりゃ全制覇すればなあ……。

　祭りの用意でブリュンヒルドの店はどこもかしこも食材などが不足しがちだ。ここぞとばかりに商人たちが次々と商品を持ち込んで卸おろしちゃいるが、まだ日の浅いアエルさんには懇こん意いにしている商会などはないのだろう。

　だけど僕が【ゲート】を使えば、他国の都まですぐに買い出しに行ける。【ストレージ】に収納すれば際限もないしな。

　戻ったばかりでまた別のところに行くのか……はあ。

「仕方ない、行くかあ……」

「あ、冬夜様！　私わたくしも付いて行きますわ！」

【ゲート】を開こうとすると、ルーがエプロンを外しながら声をかけてきた。お、助かる。僕じゃ食材の良よし悪あしはわからないからな。

　いそいそと楽しげにアエルさんからメモを受け取るルーを、スゥと桜がむむむ、と睨にらむ。

「うむう。ルーにやられたのじゃ」

「私も王様に付いて行きたいけれど、さすがにお腹が苦しい……」

　桜が椅い子すに背もたれながらお腹をさする。そんなまで食べんでいいでしょうが。八重につられたか？

　八重にしてもさすがに食べ過ぎたのか、お茶をすすりながら、ほぉ……とまったりしている。

　ルーはアエルさんの手伝いに回っていたんであまり食べてなかったんだな。

　後で『錬金棟』のフローラから胃薬をもらってくるか……。

「お待たせしました、冬夜様。さ、行きましょう！」

「はいはい。じゃ、ちょっと行ってくる」

「いってらっしゃい」

　リーンの言葉に合わせて彼女の足あし下もとにいたポーラが手を振る。みんなも手を振って見送ってくれた。

　ルーがついてきてくれるなら、やっぱりレグルスかな。あ、ついでにコーヒー豆も買ってこよう。

　僕はレグルス帝てい国こくの帝てい都と、ガラリアへと【ゲート】を開いた。
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　その後も祭りの準備は着々と進んでいった。

　初めは二日間という予定だったのだが、これが四日間に延びた。というのも全部を同時開かい催さいではなく、他の大会もゆっくり見たいという要望があったからである。

　確かに一日目は予選、二日目は決勝として、将しよう棋ぎ大会と武術大会の決勝戦を違う会場で同日同時刻に行うのはいろんな意味でもったいない。

　なので日程としては、




　■一日目

　開会式

　野球大会（初戦）




　■二日目

　野球大会（決勝まで）

　将棋大会（予選）




　■三日目

　将棋大会（本選）

　武術大会（予選）




　■四日目

　武術大会（決勝まで）

　閉会式




　ということになった。

　もちろん各大会参加者は勝ち残れば他の大会を見るのが難しくなってしまうが。

　それとさらにいくつかの国が追加で参加することになった。

　当初は東西同盟の参加国だけを招待するつもりだったのだが、この祭りの発ほつ端たんであるパルーフ王国はまだ同盟国ではない。となると、他の国を無視するのもいかがなものか、となり、とりあえず顔を合わせたことのある国の国王には招待状を送ることになったのだ。

　つまり、ハノック、フェルゼン、ライル、ゼノアス、エルフラウである。

　イーシェンについては、国王（つまりは帝みかどだが）に会ったことはないので、一応、徳川の家いえ泰やすさんには招待状を送っといた。実質上、家泰さんが統治しているような状態だしなあ。

　本音を言うと、『誘さそっとかないと後で面めん倒どうかも。どうせ来ないだろ』という気持ちで送っといただけだったのだが……全すべての国が招待に応じるというとんでもない状態になってしまった。

「招待に応じないと陛下の機き嫌げんを損そこねて、フレームギアで攻せめ込まれるとでも思ったんじゃないでしょうか」

　とは、ウチの副団長、ニコラさんの弁。そんなことしないよ!?

　当然のごとく、その各国からも騎き士しや武ぶ闘とう家かなどが武術大会に出場する。もちろんそれぞれの国王推すい薦せん者しやだが、フェルゼンに至っては、国王自ら参加するつもりらしい。

　そういやあの人、武器コレクターだったなあ……。脳筋だし。フェルゼンって魔法王国って呼ばれてるんだけどな。いいのか、それで。

　しかしとんでもないことになってきたな……。世界中のＶＩＰが勢ぞろいかよ。

　警備とかに関してはあまり心配してないんだが、個人同士の諍いさかいまではどうしようもできないからなあ。

　例えばミスミド獣じゆう王おうとフェルゼン国王が武術大会でぶつかった場合。負けた方が勝った方に恨うらみを持つ、というのもあり得なくはない。本人、もしくは臣下問わずだ。

　まあ、あの二人ならそうなる可能性はほぼないと思うけど。

　身分を隠かくしての参加だから、負けたところで名めい誉よに傷がつく、というのもないし。逆に優勝しても名誉にならないってのもあるけど、そこは織り込み済みだ。

　優勝した者と諸刃姉さんに戦ってもらうってのも面おも白しろいかもしれないな。いや、喜びに水を差すことはないか？

　なるべくトラブル無しでいきたいねえ……。







第一章　祭りの始まり







「魔ま王おう来るの……？」

「や、そんな嫌いやな顔せんでも」

　食後のデザートを食べながら、みんなに祭りの日程と参加国を伝えると桜が渋じゆう面めんを作った。これ、魔王陛下が知ったら泣くぞ……。相変わらず父親との関係は一方通行らしい。

「お母さんに避ひ難なんするように言っとかないと……」

「いやいやいや、それはさすがにかわいそうだろ。会わせてあげて」

「むう……」

　桜が拗すねながら紅茶を啜すする。ま、確かにあの魔王陛下は面倒くさいと思うけど。僕も絡からまれないようにしないとな。例の事件で親バカ（娘むすめ限定）になってるからなあ。

「ウチは兄上はいいんですけど、お祖じ父い様さままで来るのが悩みの種です……」

　ため息をついているのはヒルダである。そうか、あのジイさんも来るのか。僕と同じ金ランクの元冒険者。

　まあ、あのエロ大将はグラビア写真集でも見せておけば大人しいんじゃないか？　ある意味、親バカより扱あつかいやすい。

「拙者も兄上が家泰様に付き従って来るでござる。久しぶりなので楽しみでござるよ」

　反対にニコニコしているのが八や重えだ。八重の兄の重じゆう太た郎ろうさんは、家泰さんのボディガードというわけではなく、武術大会に出場するためにやってくるのだ。その他にも数名イーシェンから参加者がいるようだが。

「予想外にでかい祭りになっちゃったなあ」

「いいんじゃない、楽しければ。ああ、うちのラナ叔母おばさんやエマ姉さんたちも来るって」

「あの叔父おじさんは？」

　エルゼの発言に、あの過か剰じようなほど貴族とかにビビりまくっていた叔父さんを思い出す。

「叔父さんは来ません、よ？　お城になんか呼んだら、魂たましいが抜けて戻ってこないかもしれません」

　リンゼの言葉に納得してしまう。確かに。下手すりゃ自分の国の王様である、リーフリース皇王にばったり会ってしまうかもしれないわけだし。

　っていうか、当日お出で迎むかえが大変だなあ。特に僕が。何回【ゲート】を開かなきゃならないのかね？

　まあ、あらかじめ集合さえしてもらっていれば、一国一分もかからないからいいんだけどさ。




　東西同盟加入国が、




　■ベルファスト王国

　■レグルス帝国

　■リーフリース皇国

　■ミスミド王国

　■ラミッシュ教国

　■ロードメア連れん邦ぽう

　■レスティア騎士王国

　■リーニエ王国




　これに我わがブリュンヒルド公国を加えて九つ。

　非加入国ではあるが、付き合いがあったり、国の代表と面識があるのが、




　■神国イーシェン

　■魔王国ゼノアス

　■パルーフ王国

　■フェルゼン魔法王国

　■エルフラウ王国

　■ライル王国

　■ハノック王国




　の、七つ。そんで、まったくウチと付き合いがないのが、




　■イグレット王国

　■ホルン王国

　■ノキア王国




　の三つだ。

　現在のところ、世界はこの十九ヶか国こくで成り立っている。

　最近見つかったパレリウス島、そして多数の部族がいる大樹海などもあるが、あれらは国のようであって国ではない。崩ほう壊かいしたユーロンやサンドラにも人は住んでるけど、国としてはもう機能してないしな。

　なんにしろ、この世界におけるほとんどの国の代表が、この国に集まるわけだ。…………あらためて考えてみると、けっこう大おお事ごとだよな。今さらだけど。

　とにかく楽しんでもらえればいいなあ。

　それじゃ、ひとつ気合い入れていきますか。
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　そして祭り当日。




　朝から様々な国を転移し、ゲストを御ご招しよう待たいする。

　王おう侯こう貴族の方々には、城内にあるそれぞれの個室と大広間を解放し、すでにそこでは歓かん談だんをしている者や、知ち己きを得ようと挨あい拶さつに回っている人たちもいた。

　すでに彼かれらは変装の着き替がえを終えていて、見たところ普通の市民にしか見えない。しかし、質素な服を着ていてもどこか違ちがって見えるのは、生まれつきの育ちの良さなんだろうか。立たち振ふる舞まいなどがいちいち様になるんだよな。

「公王陛下、これは持っているだけで発動するのですか？」

　パルーフの少年王が先ほど渡わたした小さな星形のバッジを胸に留めながら質問してくる。着き飾かざった王侯貴族の服ではなく、普通の服を着ているせいで、見た目はそこらの子供と変わらないみたいに見えるな。この子地味だし……。

「その星に自分の魔力を少しだけ流して下さい。そうすることによって星の中心の宝石が『赤』から『黄色』に変わるでしょう？　その状態になれば、パルーフ王の姿が別人に見えるようになります」

「でも公王陛下。私にはエルネストがなにか変わったようには見えませんけど……」

　横に立つ姉のリュシエンヌ王女が、星を『黄色』にした弟を眺めながら首を捻ひねる。彼女の胸にも同じ星形のバッジが光っていた。色は『赤』のままだが。

「発動に関係なく、同じ星を持っている者には効かないのですよ。でないと誰だれが誰だかわからなくなりますからね。試ためしにその星を外して、パルーフ王を見てみればわかりますよ」

　言われた通り、バッジをテーブルに置いた王女が、弟を見て驚おどろいていた。全く見たこともない少年が見えたのだろう。

　ちなみに僕ぼくもバッジを付けているので、みんなはいつもと変わらないように見える。

「この星は護まもりの力も備えていて、さらに魔力を加えると宝石が『青』になります。この状態になると、魔法だろうが剣だろうが、装備者に危害が加えられそうになったとき、自動的にこの部屋に転移されるようになっています。祭りの間は『青』にして、絶対に外さないで下さいね」

　もちろん各国が連れてきた護衛の人たちにも同じ星を渡している。護衛たちも『青』の状態にしてしまうと、もし襲しゆう撃げき者しやがいた場合、攻こう撃げきを受けた時点で転移してしまうため、『黄色』の状態だが。王様を守れないんじゃ意味ないからな。

　ミスミド獣王のように武術大会に出る人たちも、試合の時以外は『青』にしてもらっている。ま、今日は武術大会は無いので関係ないけどさ。リオンさんや重太郎さんみたいに身分がそれほど高くなく、隠すことのない人には必要ないのだが、一応、他の人を判別できないと不便なので渡しておいた。

「それとこいつを連れて行って下さい」

　僕は召しよう喚かん陣じんから一匹ぴきの白い仔犬を呼び出だした。スマホを渡してない、つまり東西同盟参加国以外の国家代表の人たちには、召しよう喚かん獣じゆうを一匹従者として付けてある。

「何かあったら、こいつに触ふれて話せば僕に連れん絡らくがとれます。それなりに強いので護衛にもなりますよ」

「ありがとうございます！　わあ、かわいいなあ」

　パルーフ王がしゃがみ込み、仔犬の頭を撫なでてやると、そいつも嬉うれしそうに目を細め、尻尾しつぽをブンブンと振っていた。犬とは言ったが、正確には狼おおかみだ。雪原に住むスノラウルフの子供である。

　その狼の子を見て、さっきから部屋の端はしでちらっちらっとこちらを気にしているのは、レンブラント公こう爵しやく令れい嬢じようのレイチェルだ。パルーフ王と同じように仔犬をかまいたいようだが、僕がいるので来にくいらしい。やれやれ、完全に苦手意識を植え付けてしまったようだな。

　僕が一礼してパルーフ陣じんから離はなれると、すぐさま少年王の元へ行き、同じように仔犬を撫で始めた。やっぱりか。

　さて、これで王様たちの方は全部説明を終えた。個室に戻っている人たちもいるが、みんなそれなりに話が弾はずんでいるようだ。滅めつ多たに会わない国の相手ってのもいるしな。

　ユミナやルーたちにこの場は任せて、僕はもう一方のゲストが集まっている、城下の宿屋『銀月』へと転移する。

　宿の大食堂へ行くと、すでに朝食を食べている人たちが何人かいて、その中にエルゼとリンゼの姿が見えた。

　周りには二人の叔母さんであるラナさんと、その子供達たちがいる。僕らより歳とし上うえの、長女であるエマさんを入れて七人。すでに独り立ちしたっていう長男以外の全員が朝食を取っていた。

「あ、冬とう夜や。お城の方は終わったの？」

「とりあえず一通りはね。こっちの方は？」

「まあ、特には。あっちと違ってお忍しのびってわけでもないし」

　軽くエルゼと言葉を交かわし、ラナ叔母さんやエマさんにも挨拶をする。

　食堂には他にも、リフレットから招待した武器屋のバラルさんや道具屋のシモンさんがいた。軽く手を上げてあちらにも挨拶をする。

　彼らを含めて、招待した人たちの宿代食事代はこちら持ちだ。『銀月』でも、特にいい部屋を割り当ててもらっている。

「そういえばドランさんの姿が見えないけど、どうかしたのかな？」

「ドランさんなら厨ちゆう房ぼうでミカさんの手伝いをしてました、よ。お祭りのためにお客さんが満員で、人手が足りないらしくて」

　リンゼが僕にそう教えてくれる。おっと、こんなところでも迷めい惑わくをかけてたか。ってことは二号店の方も忙いそがしそうだな。

「お祭り開始って何時からだっけ？」

「八時からだね。あと一時間くらい。軽い挨拶を放送したあと、北の大訓練場で模も擬ぎ戦せんを何戦かやる。最初くらいは派手に始めようかと」

「大訓練場って、フレームギアでってこと？」

　城内にある騎き士し達たちの訓練場とは違い、北の大訓練場とは、城下町から少し離れたフレームギア用の広大な訓練場のことだ。一応関係者以外立ち入り禁止となってはいるが、なにか秘密があるというわけではなく、単純に危険だからである。

　訓練場内は強力な結界が施ほどこされており、外部にその被害を決して及およぼさないように造られている。なにせ、魔ま法ほうや銃じゆう弾だんが飛とび交う実験も含むので、そこまでしないと安全が保てないのだ。

　だいたいフレームギア自体が大きいから、訓練の様子は外から丸見えだし、秘密にしようもない。

　訓練の時には訓練場の外に人だかりができて、その戦いぶりを観戦するのが町の人たちのひとつの娯ご楽らくになっているようだ。今回はそれをちゃんとしたイベントにしようってことなんだけれども。

「そのあと最初の野球大会の第一回戦に入る。第一野球場と第二野球場、午前と午後で一試合ずつ。今日だけで四試合だね。これで明日の試合に進む四チームを決める」

「対戦相手はもう決まっているんですか？」

「まだ。あとで公平にクジ引きで決めるよ」

　全部で八チームしかないから、時間もかからないし、それもイベントの一つにしてしまえ、ということで。

　うちのブリュンヒルドチームは騎き士し団だんのローガンさんがキャプテンとなって率いるチームだが、正直微び妙みような強さだ。ものすごく強くもないし、弱くもない。当たる相手によっては、充じゆう分ぶんに優勝を狙ねらえるチームとも言えるんだが……ま、そこそこ頑がん張ばって、試合を楽しんでくれればいいけど。

　それからラナ叔母さんと子供たちに、ブリュンヒルドの露ろ店てんに限り、半額になる割引き券を数枚プレゼントして、次に城下町の学校へと転移した。

「うおっ！　なんだこりゃ!?」

　校庭にずらりと揃そろった大勢の猫ねこたちにちょっとたじろぐ。三毛、ブチ、黒、白、虎とら縞じまと様々な毛並みを持った猫たちの視線の先には、みかん箱に乗って剣けんを天に翳かざすニャンタローの姿があった。

「諸君！　今日は我らの晴れ舞ぶ台たいニャ！　今現在、この町の平和は我らにかかっていると言っても過言ではニャい！　各おの々おの、気合いを入れてパトロールをするニャ！」

『ニャー！』

「怪しい奴やつは片かたっ端ぱしから監かん視しニャ！　何かあったらすぐさま騎き士し団だん詰つめ所しよに駆け込み、先導するニャ！」

『ニャー！』

「猫は人のために！　人は猫のために！　我が精せい鋭えいたちよ、任務の果てには栄光が待っているニャ！　具体的に言うと鰹かつお節ぶし一本ニャ！　そら行くニャー！」

『ニャーッ！』

　猫たちが一いつ斉せいに町の方へと駆けていく。相変わらずすごい統とう率そつ力りよくだな……。猫にしておくのは惜おしいくらいだ。若じやつ干かん、鰹節の力も加わっているようだが。

「おお、これは王様ではニャいですか。視察ですかニャ？」

「まあ、そんなとこだけど。どうやら心配いらないみたいだな」

「いかにも！　祭りの間、町の平和と姫ひめの母上様の安全は、このニャンタロ……もとい！　ダルタニャンがお守りするニャ！」

　いま自分で本名間ま違ちがえたろ。まあ、どっちでもいいが……そういや、ひとつ注意しておかんとな。

「フィアナさんを訪ねてゼノアスの魔王が来ると思うんだけど……」

「姫から聞いておりますニャ。母上様に不ふ埒らちニャ真ま似ねをしたら斬っても構わニャいと……」

「物ぶつ騒そうだな!?」

　斬っちゃダメ！　確実に国際問題になるから！

　桜も父親に容よう赦しやないな！　魔王じゃなくても、実の娘にこんな仕打ちを受けたらダメージでかいわ。かわいそうに。

　とりあえず斬りつけるのだけはやめてもらって、警護にとどめてもらうことにする。

　と、懐ふところのスマホにバビロン博士からメールが届いたので、そろそろ城の方へと戻もどることにした。どうやら準備が整ったようだ。

　城へ戻ると、琥こ珀はく、紅玉、珊さん瑚ご、黒曜、瑠る璃りの召喚獣チームが勢ぞろいしていた。

『主あるじ。これから我らの眷けん属ぞくも街で警備と監視に当たります』

「うん。何かあったら知らせてくれ」

　琥珀は犬やネズミなどの動物、紅玉は小鳥たち、珊瑚と黒曜は小さい蛇などの目を通して町を警備する。瑠璃はさすがに眷属である竜りゆうを呼ぶわけにもいかないので、姿を消して町の上空に待機してもらうことにした。なにか騒さわぎがあったらすぐわかるだろうからな。

　城門前に来ると、ちょうどラミッシュ教皇猊げい下かの一団が、町へと下りて行くところだった。すでに何人かの他国グループは町へと繰くり出したらしい。

　教皇猊下は僕に気がつくと、一人の司祭を連れて僕の方へやって来た。あれ？　誰かと思ったらフィリスさんだ。

　あれから枢すう機き卿きようになったんだよな、確か。彼かの女じよは僕以外で初めて神様に会った人だ。って言っても、あとは教皇猊下しかいないけど。

　二人とも胸に例の星形のバッジを付けていた。うん、ちゃんと『青』になっている。

「こ、公王陛下。『あの方』はいつ来られるのでしょうか？」

　教皇猊下の言う『あの方』とは神様……世界神様のことだ。地上に降りて来ると教皇猊下に伝えた時は、かなりパニックになっていたけど、幾いく分ぶんかは落ち着いたらしい。それでもまだ落ち着きがないが。まあ、仕方ないか。

「少なくとも今日は来ないと思いますよ。前日に連絡を寄よ越こすと言っていたので明日以降でしょう。ちゃんと連絡しますから安心して下さい」

「わ、私のこと覚えてて下さってるでしょうか……？」

　心配そうに今度はフィリスさんが口を開く。こっちもテンパってるなあ。

「大だい丈じよう夫ぶなのよ。世界神様はまだボケちゃいないのよ？」

「わっ、びっくりした！　いきなり現れるなって言ってるだろ!?」

　フィリスさんの質問に、僕の背後に急に現れた花か恋れん姉さんが答えた。その登場いいかげんにやめい。絶対に僕を驚かせて楽しんでいるだろ。今回は教皇猊下たちも驚いていたが。

「私も今日は教会で恋れん愛あい相談所を開くのよ。片っ端から解決してやるのよ。腕うでが鳴るのよ！」

　む、う。いいことのはずなんだが、そこはかとなく不安を感じるのはなぜなんだろう。変な騒そう動どうは起こさないでもらいたいのだが。

「さあ、二人とも出しゆつ陣じんなのよ！　迷える子羊が待っているのよー！」

「あ、ま、待って下さい、花恋様！」

「す、すいません、公王陛下！　ではこれで！」

　二人の手を引きながら、花恋姉さんが町の方へと歩いていく。それに伴ともない、護衛の聖騎士たちも慌あわてて三人を追いかけて行った。一国の代表をあんな扱いして大丈夫だろうか……。まあ一応、花恋姉さんもブリュンヒルドの王族、ということになっているけれども。

　なんとも申し訳ない気がするが、花恋姉さんが付いている限り、あの一団は心配ないかな。

　それから何組かのグループが城下へと向かい、ついに開催の時間を迎むかえた。

　町の中央にある時と計けい塔とうが八時を示し、決めてあったバビロンからの花火がいくつも空で弾はじけ飛ぶ。

　それと共に奏そう助すけ兄さんの奏かなでるバイオリンの曲が時計塔から大音量で流れてきた。

　エドワード・エルガー作曲、行進曲『威い風ふう堂どう々どう』。

　日本で『威風堂々』と言われているこの旋せん律りつは、イギリスでは『希望と栄光の国』と呼ばれているらしい。『第二のイギリス国歌』と称しようされるほど愛されているこの曲が、異世界で流れるというのも奇き妙みような話だ。

　僕はブリュンヒルドも『希望と栄光の国』となるように願いを込めて、時計塔のスピーカーに直結しているマイクへと向かい、祭りの開催を宣言した。
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　祭りの一日目。

　フレームギア同士の模擬戦という、派手なオープニングセレモニーも滞とどこおりなく終わり、町中へと繰り出した人たちで城下町はいつも以上に賑わっていた。

　通りには様々な露店が並び、旨うまそうな匂においがそこかしこから漂ただよってくる。あとでなにか僕も買ってみるかな。

　祭りを楽しむために来た他の国の人たち（ほとんどがベルファストとレグルスからだが）に交じって、警備の騎士たちが町を巡じゆん回かいしている。それだけではなく、路地裏や塀へいの上にはニャンタロー配下の猫たちが、屋根の上や木々の梢こずえには紅玉配下の小鳥たちが監視カメラのように目を光らせて、なにか非常事態があればすぐさま近くの騎士を呼んでくるように手配されているのだ。

　なもんで、僕がパトロールする必要はないといえばないんだけど。

「まあ、僕も少しは楽しみたいしねえ」

「いいんじゃない？　少しくらいは。他の王様たちも護衛の騎士が付いてるし、例のバッジがあれば安全なんでしょう？」

　いつもと同じ黒のゴスロリ服と日ひ傘がさを差して横を歩くリーンがそう答える。

　他のみんなはそれぞれやって来た家族に付き合っていて出で払はらっていた。もっとも桜は、話しかけてくる魔王をうっとうしそうにしていたが。母親であるフィアナさんのところへ連れて行くのが嫌なんだろう。事実、逃にげたみたいだし。

　リーンもミスミドの獣王に案内を申し出たのだが、獣王が気き遣づかい無用と勝手に回ることにしたみたいで、僕について来たのだ。

　リーンはリーンでミスミドの友達や知り合いを呼んでいるようだったが、今日はまだ来ないらしい。

　当然、ポーラもトコトコと僕らの後ろをついてくる。時折、子供たちに絡まれそうになったりして必死で抵てい抗こうしているけど。

「あれ？」

　ふと、視線の先、時計塔前に作られたステージ上に目が留まる。そこではピアノを奏でる奏助兄さんにうっとりと聴きき入いる女性たちが群がっていた。コンサート？　なにやってんだか……。

「すごいわね……。こんな美しい旋律、人生で初めて聴いたわ……」

　リーンも心を奪うばわれたように聴き惚ほれていた。神が奏でる曲は神曲とでも言うのだろうか。着ている衣装もまるで宮きゆう廷てい音楽家のような……。いや実際、あの人がうちの宮廷音楽家なのか……？　他にいないしな……。

　弾ひいているのは『ピアノの貴公子』と呼ばれたフランス人ピアニストの代表曲だ。

　当たり前といえば当たり前だが、奏助兄さんのピアノの腕うで前まえは僕を遥はるかに凌りよう駕がする。だってあの人リストの超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうを簡単に弾きこなすんだぜ……。神か。神だった。

　ずっと奏助兄さんの演奏を聴いていたいところだけどそうもいかないので、時計塔前を通とおり抜ぬけ、僕らは第一球場へと向かうことにした。

　今日は第一球場と第二球場でそれぞれ午前と午後に一試合ずつ、計四試合行われる。

　対戦の組み合わせは、




　第一球場

　午前　■ブリュンヒルド対レスティア

　午後　■ミスミド対リーフリース




　第二球場

　午前　■ベルファスト対ロードメア

　午後　■レグルス対リーニエ




　と、なっている。

　これは先ほどフレームギアの模擬戦が終わったあとに、それぞれのチームのキャプテンにクジ引きで引いてもらった結果だ。

　我がブリュンヒルドの相手は騎士王国レスティア。チームの特とく徴ちようとしては、攻撃の方に重点を置いたチームである。強打者が多いというわけではないが、出しゆつ塁るい率りつに優すぐれている、着実に一点を取っていくチームだ。

　選手のほとんどが選球眼に優れ、下手な揺ゆさぶりには乗ってこない、とはうちのチームのキャプテン、ローガンさんの言葉である。

　第一球場ではすでに試合が始まっていた。まだ二回表で０対０、レスティアの攻撃が終わったところだ。

　僕が観客席に向かうと、ミスミドの獣王陛下と選手たち、リーフリースの皇王とこれまた選手たちが、試合の行方ゆくえを見守っていた。

　この試合が終われば、午後からはミスミドとリーフリースの試合だ。この試合に勝ったチームと明日戦うかもしれないのだから、観戦していて当然か。

　僕が一いち塁るい側がわの観客席に向かうと、反対側、三塁側の観客席にレスティア騎士王の姿が見えた。右みぎ隣どなりにはヒルダが、左隣には先々代のレスティア国王である、ギャレン爺じいさんが座すわっている。

　ブリュンヒルド側には四天王の一人、内ない藤とうのおっさんが部下数名を引き連れて、ビール片手に試合を観戦していた。

　騎士団や城内勤めの人たちには、今回の祭りで四日間のうち、一日は休みを与あたえている。彼らにも楽しんでもらいたいからな。なるべく希望日を与えたかったが、偏かたよると困るのでそこらへんはこちらで決めさせてもらった。

　初日の今日は野球の予選しかないので、この日に休みが当たった者は、ハズレといえばハズレである。それでもそれなりに楽しんでもらえているようなので安心したけど。

「おや、陛下。巡回ですか？」

「ちょっと様子見にね。みんな楽しんでる？」

「そりゃもう。自分たちが作り上げた町での祭りです。最高ですな」

　普ふ段だんは昼ひる行あん灯どんのようなおっさんだが、今日は酒のせいか陽気さが増している気がするな。

　内藤組はこの国の建設、農地開発などを担当しているから、その喜びもひとしおなのだろう。

　この球場も基き礎そは僕が造ったが、そこから手を加えて大きくしたのは彼らだ。この人なくしてここまでの町の発展はなかったかもしれない。

　とりあえず僕らも少し観戦することにして、売り子のお姉さんからポップコーンと飲み物を買うことにした。
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「惜しかったわね」

「そうだなー。あそこで一発が出ていればなあ」

　レスティアとの試合は２対３でレスティアの勝ちとなり、残念ながら我がブリュンヒルドは敗退となった。決して相手より劣おとっていたわけではないが、まあこればっかりは仕方ない。勝負は時の運とも言うし。

　あとで選手たちによく頑張ったと、差し入れでもしとこう。

　第二球場での午前中の試合、ベルファスト対ロードメア戦はベルファストの方に軍配が上がったようだ。

　このあと午後からはミスミド対リーフリース、レグルス対リーニエの対戦が始まる。勝ち残った四チームで明日の優勝決定戦に臨のぞむのだ。

　それはそうとそろそろどこかでお昼でも、と町中をブラブラしていたら、角のオープンカフェで食事をとっているパルーフ勢を見かけた。パルーフの少年王とその姉、叔父おじである公こう爵しやくとその令れい嬢じよう、そして護衛の方々が軽い食事を取っている。

　試しにバッジを外してみると、どこかの仲のいい家族連れにしか見えない。ちゃんと機能しているようだな。ちなみに隣となりのリーンもバッジを持っている。僕らはバレてもどうってことはないので、完全に隠いん蔽ぺい機能をオフにしているが。

「やあ、お食事ですか」

「あ、公王陛下！　はい、西側の方は回ったので……」

　僕が声をかけると少年王が隣の席を勧すすめてきたので、遠えん慮りよなく座る。少年王の向かいに座っていた公爵令嬢のレイチェルが、僕の預けたスノラウルフの子を抱だきしめたまま、目を逸そらしていた。ううむ、やはり嫌きらわれたかな。

「みなさんは午後からはどうするんです？」

「リーニエの試合を観みに行いくつもりです。まだ私たちはちゃんとした野球を観たことが無いので……」

　姉のリュシエンヌ王女が楽しそうに答える。リーニエ国王に誘さそわれたのかな。どうやらこちらも楽しんでもらえているようでなによりだ。

「いや、物もの珍めずらしいものばかりで、あっという間に午前中が終わってしまいました。我が国くににも取り入れたいものがいろいろあります。実に素す晴ばらしい町ですな」

　摂せつ政しようであるレンブラント公爵がカフェから見える景色を眺ながめながらこの町の感想を述べる。他国の人に褒ほめられるとやはり嬉しいものがあるな。

「ただひとつ、ちょっとお金を使いすぎてしまうところが悪いところですかね」

「あう……」

　小さく笑った公爵にしょぼんとする少年王。んん？　なにがあった？

「エルったら商店街の店先にあったカプセルを何回も何回も回しちゃったのよ。別にお金はいいんだけど、他の欲ほしい人たちに迷惑だって、さっきお父様に怒おこられたの」

「なかなか白騎士シヤインカウントが出なくて、つい……」

　説明してくれたレイチェルの視線の先を見ると、椅い子すに置いてある紙かみ袋ぶくろの中がカプセルトイの筒つつ型がたカプセルでいっぱいになっていた。こりゃまた、回したなあ。

　あれ？　今、レイチェルって僕に話しかけたのか？　そんなに嫌われてないのかな？

　目線をちらりと向けると、やはり気まずそうに目を逸らされる。んん？　よくわからん。

「それで、全部揃ったんですか？」

「ええと、このグリムゲルデってのがまだ……」

「あら、私の？」

「え？」

　カプセルの中に入っている小紙片ラインナツプを見ていた少年王が、リーンの声に顔を上げる。

　そのグリムゲルデという機体の操縦者がリーンであることを説明すると、他のみんなも含ふくめて驚いていた。

　目の前の少女が（実際には六一二歳だが）、オープニングセレモニーで激しい戦せん闘とうを見せた、あのフレームギアに乗り込むとはイメージが湧わかなかったのだろう。

　リーンの立ち位置がブリュンヒルドの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しであり、妖よう精せい族の元族長、そして公王である僕の婚こん約やく者しやの一人ということは世間に知られている。が、フレームギアの操縦者ということまでは他国では知らない者も多いからな。

　そんな多くの肩かた書がきを持つリーンが肘ひじで僕をつつく。

「ダーリン、ひとつくらい持ってないの？」

「いや、あるけど……。まあ、いいか」

　本来ならきちんと当てて欲しいところだが、これだけ買ってもらったんだし、サービスしとくか。

【ストレージ】から、黒い重火力武装フレームギア、グリムゲルデのフィギュアを取り出す。それを僕から受け取ったリーンがパルーフ王へと手て渡わたした。

「どうぞ。大切にしてね」

「ありがとうございます！　うわあ、これで全部揃った！」

「おっと、来月にはルーの『ヴァルトラウテ』と桜の『ロスヴァイセ』が加わるから、全部はまだまだだね」

「ええー……」

　僕の発言を受けて、少年王の漏もらした情けない声に、みんな笑っていた。

　ちなみにルーのヴァルトラウテは換かん装そう型のため、Ａアタツカー、Ｂブースター、Ｃキヤスター、Ｄデイフエンダーと四タイプがある。揃えるのは難しいぞ。

　今度オルバさんのストランド商会もパルーフに店を出すらしい。向こうでも手に入れることはできると思うから、根気良く集めて欲しいね。

　フレームギアだけじゃなく、魔ま獣じゆう種もヘビィコング、グランドボア、パワーバイソン、ニードルラットと加入されるけどさ。

　しかしあれだな、ここまでホビー系も売れるとなれば、巨きよ獣じゆうのソフビ人形とか、フレームギアのプラモデルとかもアリか……？

　接せつ着ちやく剤ざいなしで組み立てられる商品を作るには、それなりの技術力がいる気がするが……ううむ。プラスチック自体がまずないからなあ。似た感じの魔獣の骨はあるけれど。

　うまくいったらアニメみたいに、プラモを簡易的に動かせるようなシステムを魔法で……。

　そんなことを考え込んでいたらリーンにまた肘でつつかれた。いかんいかん、商売のことは後で考えよう。

　みんなで食事を取ったあと、リーニエの試合を観に行くというパルーフ勢と別れた。

　僕らも今度はどこへ行こうかと足を踏ふみ出そうとしたとき、

「あっ、あのっ！」

　呼び止められた声に僕が振ふり向むくと、そこにはレイチェルの姿があった。相変わらずスノラウルフの子を抱きしめている。なんだ？

「こっ、この間は、ごめんなさい……。自分がどれだけ弱いんだってことがわかっ、わかりました……」

　驚いた。あの傲ごう慢まんだったお嬢じよう様さまが謝あやまるとは。さすがに思うところがあったか。ってことは、さっきの態度は僕を嫌っているというより、ただ気まずかっただけか。安心した。

「……そうだね。自分が一番強いって思ったら、そこで終わりだ。世の中にはもっともっと強い人がいる。ちなみに僕も全く勝てない人がいるよ。毎日負けてる」

「ええっ!?　そ、そんな人がいるの!?」

　人というか神だけどな。いつか勝てるんだろうか……。千年ぐらいじゃすまない気がするけど。

「私、エルを守ってあげないといけないから……。誰にも負けられないって……でも公王陛下に負けて、私の力ってなんだろうって思って……」

　だんだんと声のトーンが沈しずんでいき、レイチェルが俯うつむいていく。ありゃ、今度はこっちが自信を無くしちゃったわけか。どうしたもんかな……。

　相手が悪かっただけだ、気にすんな……って、叩たたきのめした僕が言っても嫌いや味みにしか聞こえないだろうし。

　なんて声をかけようかと悩なやんでいると、先に隣のリーンが口を開いた。

「貴女あなたが強くなれば外敵からパルーフ王を守れるのは確かでしょう。でもそれは騎士や護衛兵でもできるわ。だけど貴女あなたにしかできないこともあるのよ？」

「私にしか……？」

　リーンの言葉に俯いていたレイチェルが顔を上げる。

「王という立場上、彼にはたくさんの重圧や苦難が待ち受けているわ。それに立ち向かうことはとても大変なことよ。誰かが支えてあげなければ。政務面や軍事面を支えるのは臣下でもできる。なら、貴女は彼の心の支えにならなくてはならない。大切な人のそばにいて、一いつ緒しよに悩んで、考えて、笑って、喜んで……。それがその人の支えになり、力になるのって素す敵てきだと思わない？　それは彼の伴はん侶りよとなる貴女にしかできないこと。大切な人の心を守る盾たてとなりなさい。私のように」

　そう言ってリーンが僕の腕を取る。ちょ、なんか照れくさい。足あし下もとのポーラが、きゃーっという感じで顔を隠かくしてうずくまる。だから無む駄だに演技力高いんだよ、お前は。

「なれるかな……私。エルの盾に……」

「いい女ってのは男を立てるものよ。誰にも代わることのできない、その人の心の拠より所どころになりなさい。貴女にはその素質が充分ある。私が保証するわ。王の心を支え、共に歩けるのは貴女だけなのよ？　しっかりなさいな」

「……っ、はい！」

　嬉しそうに僕らに頭をひとつ下げると、レイチェルは勢い良くパルーフのみんなの方へと走っていった。

　っていうか立ち直りが早すぎるだろ。あ、少年の腕に抱き付ついた。

「……なかなかに面おも白しろいアドバイスで」

「ま、受け売りだけどね。貴方あなたのお姉さんの」

　花恋姉さんか……。どうりで。しかし、他にもいろいろ吹ふき込まれてそうだなあ。なんか怖こわいんですけど。

「さ、これからどこに行きましょうか」

「いやあの、腕……」

　さっきからずっと取られているんですけど。ちょい、恥はずかしいんですが。

「なに？　私とは組みたくない？　他の子たちのように普段からベタベタするのは苦手だから、これでも勇気を振り絞しぼってるんだけど？」

「あー……悪かった。……じゃあ、歌劇の公演がやってるみたいだから、それを観にいく？」

「仰おおせのままに、我わが君」

　おどけた感じに返す彼女と笑いながら、僕らは歩き始めた。
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　祭り二日目。

　今日は野球の決勝と将しよう棋ぎの予選がある。

　野球は朝から、第一球場でレスティア対ミスミド、第二球場でベルファスト対レグルスがそれぞれ行われる。

　そして勝ち残ったチームが午後に雌し雄ゆうを決し、優勝チームが決まるのだ。

　その前にお昼あたりに三位決定戦も行う。チームによっては連戦になってしまうけど、そこらへんは『錬金棟』が誇ほこるフローラ特製の体力回復ポーションでちょちょいのちょいだ。

　一方将棋の方はと言うと、これも朝から夕方まで予選が続く。これは参加者が意外と多かったのと、時間的な問題からだ。

　将棋には普ふ通つう、持ち時間というものがある。だがこの大会に限っては一手二分以内で、ということにした。

　特とく殊しゆな駒こまを使い、相手が指してから一分経たつと灰色になり、二分経つと自分の駒が黒くなる。それで負けだ。

　黒になる前に差せば、色は普通に戻る。

　一応ギリギリまで考えられるように、対戦台に個人個人で二分の砂時計も用意したが。

　なにぶん野球や武術大会と違ちがい、年ねん齢れいや性別に左右されないゲームということもあって、参加者がけっこう多い。こうでもしないと予選が終わらないからな……。負けたくないばかりにずっと考えてるフリをして時間を引き延ばす、なんてヤツもいるらしいし。

　ともかく今日は数名の予選通過者を決定し、明日はシード招待者と本戦を勝かち抜いて貰もらうわけだ。

　すでに会場は参加者と見学者で賑にぎわっていた。シード招待者である『銀月』のドランさんや、例のバッジで偽ぎ装そうしたパルーフの少年王が、予選参加者の対局を覗のぞき込み、これは、と思った対局を観戦している。

　僕ぼくの方はといえば、そこまで将棋に熱意を持っているわけではないので、軽く見回っているだけに過ぎない。

　先ほども参加者の一人が、負けそうになったらしく、盤ばんをわざとひっくり返した。しかしウチ特製の将しよう棋ぎ盤ばんは、ひっくり返す直前までの駒の位置を記録しておけるので、無駄な足あ掻がきとなっただけである。もちろんそいつは失格になったが。まだまだここらへん、マナーがなってないヤツらも多いよな……。

　ちなみにこの予選大会の審しん判ぱんには、昨日非番だった内藤のおっさんが駆かり出だされている。少し二日ふつか酔よいのようだけど。

「うーん、イマイチ地味なのはやっぱり否いなめないよなあ」

「でもみんな楽しんでいるようでござるよ。ほら、あの席などおじいさんと子供が仲良く対局してるでござる」

　八重が指差している席には、確かに老人とその孫という感じの二人が対局していた。表情から察するに、子供の方が押おしているようだったけど。

「ところで八重は重じゆう太た郎ろうさんに付いてなくていいのかい？」

　八重とヒルダは何かあったときには警備の手伝いをしてもらうことになっているが、それ以外は自由にしてくれて構わないと言っている。せっかく家族が来ているんだからヒルダみたいに一緒に祭りを回ってもよかったのに。

「兄上は明日からの武術大会に集中するため、今日も朝から騎士団の訓練場で特訓してるでござるよ。邪じや魔まするのもなんなので、その……今日は冬夜殿どのと一緒にいようと思ってでござるな……」

　頬ほおを赤らめながら、八重はもじもじと両手の指をせわしなく絡からませる。もちろん僕の方に断る理由なんかない。

「じゃあ、野球の方を観に行こうか。そろそろ決勝に進むチームが決まる頃ころだし」

「あ、だ、だったら拙せつ者しや、ちょっと着き替がえてくるので、その、『銀月』で少し待っててほしいのでござるが……」

「？　構わないけど……」

　そう言うと、八重は大急ぎで城の方へと駆けて行った。なにも着替えることはないと思うが……朝練などで汗あせをかいたんだろうか。

　とりあえず『銀月』へ行こうと町中を歩いていると、急にコートの裾すそを掴つかまれ、危あやうく転びそうになった。

　一体何がと思って振り向くと、そこにはウチの小さな酒神様、酔花がしがみ付いていた。ちょっと待て、コラ。

「おい、なにをしているんだ……？」

「冬夜お兄ちゃん、一生のお願い。酒代だい貸してぇ。さっき狩奈ちゃんに取り上げられたのぉ。お祭りだってのに、あちしにお酒なしは酷ひどいー！」

　そう言って泣きながらさらにしがみつく。やめろ、鼻水がつくだろ！　んもー、本当にこいつ神様か？

　酒神なら酒もポンと出せるだろと思ったら大おお間ま違ちがい、それは神の力になってしまうので、地上ではダメなんだそうだ。こいつにできることといえば、酒の知識、分ぶん析せきによる利きき酒ざけ、いくら飲んでも酔よい潰つぶれないことくらいか？　こいつの場合は酒の楽しみとして、わざわざ酔ってるみたいだけど。

　よく考えてみるとタチが悪いな……。あ、酔すい拳けんも使えるんだっけ？　……余計タチが悪いな……。

「なんか酒が湧いてくる杯さかずきとか、そんな神器持ってないのかよ」

「持ってるけどー！　それって神酒ネクタルだけが湧き出でる杯だから、飽あきたのー！　もう飽きたのー！　あちしはこのお祭りで、いろんなところから持ち込まれる地方の珍めずらしいお酒をいろいろ飲みたいのだー！」

　とうとうダダをこね出した。わからなくもないが、もうちょっとシャンとしてほしい。神様なんだからさあ……。神のプライドってものはないのか……。

　よく『酔っ払ぱらいと子供には勝てない』と言うが、まさかダブルで来るとは。

　まずい、僕らを見ている周りの視線が痛くなってきた。

　僕はため息をひとつついて、酔花の視線に合わせるようにしゃがみ込む。

「祭りが終わったあとでいい。シラフで城のメイドさんたちのお手伝いをするなら手を打とう。約束するか？」

「お安い御ご用ようなのだ！　この祭りを飲めれば、あとはしばらく休きゆう肝かん日びにしてもいいぞー！」

　見た目子供が休肝日とかいろいろとおかしいが、まあいい。これ以上絡まれるのも御ご免めんだしな。

「ほら、これでいいか？　あとこれも持ってけ。変なのに絡まれても怪け我がさせるなよ？」

【ストレージ】から金貨一枚と、竜の肉で作っておいたビーフ……もとい、ドラゴンジャーキーの入った袋ふくろを手渡す。

　飲み代に金貨一枚は多すぎるが、とにかくこいつは飲むからな。高い酒、安い酒、関係無しに。

　ちなみに美う味まい酒、不味まずい酒もあまり関係無いらしい。マズきゃマズいで、それはそれなりに味があるとのこと。とにかく地上のいろんな酒が飲めりゃいいってことなんだろうか。舌馬ば鹿かなんじゃないのか？

　まあなんにしろ、これだけあれば残り三日もつだろ。あとあとになって、またしがみつかれるよりはマシだ。

「いやっふうー！　ありがとー！　冬夜お兄ちゃん愛してるぅー！」

　金貨とジャーキーの袋を貰った酔花は、僕の頬に軽くキスをすると、一目散に酒屋台を目指して走り去っていった。まったくずいぶんと安い神の愛だ。

　酔花と別れ『銀月』に着くと、やっぱりいつもより賑わっていた。

　食堂は昼前だというのに食事を楽しむ人たちでごった返している。昨日よりずいぶんと客が待たされているようだが……ああそうか。今日はドランさんが将棋の観戦に行っちゃったから、人手が足りないのか。

　普段ならここまでの混雑にはならないし、数名の店員だけで人手も充じゆう分ぶんなんだけど。

　厨ちゆう房ぼうの方へ顔を出すと、やはりミカさんが慌ただしく料理を次々と仕上げていた。戦場もかくやという迫はく力りよくだな。

「ちわー。手伝いいります？」

「いるいる！　もう猫ねこの手も借りたい！　とりあえずこれ三番テーブルへ持ってって！」

　冗じよう談だん半分で言ったのに、肉野菜炒いためとスープの載ったトレイを押し付けられた。え？　マジで？

　今さら断ることもできず、仕方なしに料理をテーブルへと運んでいく。とりあえず三番テーブルの客の前に運んだ料理を並べていると、その隣のテーブルの客が僕を見てその手を上げた。

「兄ちゃん、ポロ魚の塩焼きと芋いも煮に込み、それと豆サラダくれ」

「え？　ああ、はいはいポロ魚の塩焼き、芋煮込み、豆サラダね」

　注文されてしまった。ちょっと待て。僕はここの店員じゃないぞ。

　しかし注文を受けてしまったので、とりあえず厨房へと戻もどり、注文されたメニューをミカさんに伝える。すると、すかさず次の料理が載ったトレイを手渡されてしまった。

　だからちょっと待てって！

　さすがにこれ以上はと思い、口を開こうとしたが、早くいけ！　と言わんばかりのミカさんの眼力に、言葉を呑のみ込んだ。修しゆ羅らだ。修羅がいてはる。

　立ってる者は親でも使えとか言うけど、王様も使われるんだなあ……。

　指示されたテーブルへと料理を運び、また注文を受ける。まずい、抜け出せない！

「陛下!?　なにをなさってるんです!?」

『銀月』の入口で、僕の方を見ながら固まっているのは、ウチの騎き士し団だんの新人、ランツ君だった。

　昼飯を食いにきたのか？　ミカさん目当てだろうが、彼女はいまは修羅だぞ。っていうか助かった！

「ランツ君！　君に勅ちよく命めいを下す！」

「え!?　あ、はっ！」

「今日一日、『銀月』店長の指揮下に入れ！　騎士団の方には僕から伝えておく。基本は注文取りと料理運びだ。さっそく任務に当たれ！」

「はっ？　いえ、はっ！」

　ランツは直立不動の状態で僕の言葉を受け、急いで厨房へと駆け込む。さすが騎士王国レスティアの出身、任務に忠実、素晴らしいね。

　エプロンをしたランツはすぐさま料理を指示されたテーブルへと持っていき、さっきの僕と同じく新たに客から注文を受けていた。

　悪く思うなよ。これもミカさん攻こう略りやくの一手と思ってくれ。

　これ以上使われてはたまらない、生いけ贄にえを置き去りにして、僕は『銀月』から飛び出した。

　そのまま入口付近で八重を待つことにし、スマホで騎士団長のレインさんにランツ君のことを伝える。一人ぐらいならなんとか補ほ充じゆうできるみたいで助かった。

　アレだな、今日のうちに冒ぼう険けん者しやギルドの方へ日ひ雇やといのバイト募ぼ集しゆうをかけておいた方がいいな。明日もドランさんはいないんだし。

「お、お待たせしたでござる」

「あ……」

　不意に後ろからかけられた声に振り向くと、そこには浴衣ゆかた姿すがたに、髪かみをアップにまとめた八重が立っていた。

　藤ふじ色いろの生き地じに朝顔が描えがかれた浴衣、水色の帯、そして小さな下げ駄たと、まさに日本の浴衣美人というべき装いだった。これは……いいな。

「お祭りだと言うので、母上が兄上に持たせてくれたのでござるよ。ど、どうでござる……？」

「いや、似合ってるよ。似合いすぎて、うまく言葉が出ないくらいだ」

「そ、そうでござるか」

　実のところ、浴衣姿の人はちらほらと町中で見られた。と、いうのもブリュンヒルドはイーシェンからの移民が多いので、お祭りにそういった衣装を着ていてもおかしくないのだ。

　だけど八重ほど浴衣がマッチした美人は見たことがない。これは惚れた僕の贔屓ひいき目めだろうか？

「流石さすがに刀は置いてきてしまったのでござるが……」

「いや、そりゃあなあ……」

　浴衣に刀って。ちょっと間ま違ちがえりゃ、着流し姿の素す浪ろう人にんだぞ。八重が女の子のおしゃれ部分を取ってくれてよかった。

「懐ふところに匕あい首くちは忍しのばせてござるが」
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　そうでもなかった。

「ま、とりあえず球場の方へ行こう。もう決勝進出チームは決まっているかもしれないけど、三位決定戦が始まってるかもしれない」

「そうでござるな。……あ、あの、その、冬夜殿。て、手をつないでもいいでござるか……？」

　おずおずと差し出される八重の手をしっかりと握にぎり、僕らは歩き出した。

　はにかみつつも嬉うれしそうな八重を伴ともなって、屋台の並ぶ街中を進む。

　そう言えば昨日報告を受けたが、やっぱり宿に泊とまることができずに、町の外で野宿したり、テントを張っていた者もいたようだ。ここまで人が集まるとは思わなかったからなあ。

　もう何なん軒けんか宿しゆく泊はく施し設せつを造るべきだろうか。だけど祭りの時以外は別に問題ないわけだし、このままでもいいか。

　そんなことを考えながら第三位決定戦が行われる第二球場の方へやって来ると、さっそく入口の看板に試合結果が張り出されていた。

「第一球場はミスミド、第二球場はベルファストの勝ちか」

「ということは、負けたレスティアとレグルスで三位決定戦でござるな」

　その通り。観客席へ入るとすでに試合は始まっていて、三回裏、０対０でレグルスの攻こう撃げきだった。

　僕らが椅子に座ったと同時に、バッターボックスから快音が響ひびき、見上げると白球が青い大空を舞まっていた。あ、これいくんじゃないか？　いくな、これ。……ほら入った。

　途と端たんに湧き上あがる歓かん声せい。見事なホームランだった。

　打った選手が拳こぶしを突つき上げて、ベースを回る。レグルスは強打者が多いからなー。それだけが全すべてじゃないけれど、やはり華はながある。

　ランナーが二塁るいにいたので、これで０対２。まだまだ試合は序じよ盤ばん、この点差なら充分逆転もありうる。しばし僕らは試合の行方を見守ることにした。










　結果から言えば、あのままレグルスは二点のリードを守り切り、レスティアを下した。

　これで第三位が決定したわけである。

　そしてこのあと、第一球場でミスミド対ベルファストの決勝戦が行われる。

「どっちが勝つでござるかな」

「身体能力ではミスミドの方が上だけど、それだけじゃ勝てないからねえ。ベルファストも攻こう、守、走、バランスよくなってきたチームだし」

　第二球場からぞろぞろと出てきた観客たちが、今度は第一球場へと向かう。大半の客はこのまま決勝戦を観に行くつもりらしい。

　僕らもその流れに乗っていたが、途と中ちゆう、ベルファストの一行に出くわした。もちろん例のバッジをしているので、普通の見物客のようにしか周りには見えないだろう。

　ユミナが付き添そっているベルファスト国王陛下に僕は声をかけた。さっきまでは将棋会場にいたはずだ。

「さすがに決勝戦は観にきましたか」

「将棋の方も気になるんだがなあ。冬夜殿、次にやるときは日程をズラしてくれ。忙せわしくていかん」

　ベルファスト国王の言葉に苦く笑しようする。もともと急な大会だったからなあ。なんとも申し訳ない。

　ベルファストの王様は明日の将棋大会に出るため、今日の予選をできるだけ観ておきたかったようだ。

　代わりと言ってはなんだが、弟のオルトリンデ公爵が将棋会場に残っているらしい。公爵も明日の大会に出るので、敵情視察だろう。こりゃ、ついて行ったスゥがそのうち飽きてこっちに来るな。

　そんな話を八重や、ベルファスト組についていたユミナとしていると、

「あ、じい！　冬夜じゃ！　ユミナ姉様たちも！」

　オルトリンデ家執しつ事じのレイムさんに付き添われて、後ろからやってきたスゥが僕の背中に勢いよく飛びつく。

　まだまだこういうところは子供っぽいよなあ。そこがかわいいとも言えるけど。

「やっぱりきたか。将棋は飽きたかい？」

「パチパチはもうたくさんじゃ。父上は盤を見て一人でぶつぶつ言っておるし、わらわをかまってくれぬ。つまらんのじゃ」

　ぷう、とスゥは頬を膨ふくらませる。スゥは短気だからな。わかりやすい勝負の方が好きなんだろう。まあ、いいや。なら一緒に野球を観にいくことにしよう。

　僕の背中から下りたスゥが、その隣にいた八重に目を向ける。

「八重のその服、綺き麗れいじゃのう。キモノ、じゃったか？」

「これは浴衣でござる。イーシェンではお祭りはこういうのを着るんでござるよ」

「確かに素敵ですね。次のお祭りにはみなさんでこの服を作って、お揃そろいで着ましょうか？」

「いいのう。わらわも着てみたい！」

「では拙者の母上に習うといいでござるよ。これも母上の作であるからして。リンゼ殿ならすぐ作れるのではないでござろうか」

　いつの間にか始まったガールズトークに微笑ほほえましい視線を向けながら、僕らは決勝戦が行われる第一球場へと向かっていく。

　決戦の火ひ蓋ぶたは今まさに切られようとしていた。
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　走る。二塁を蹴けり、三塁を蹴り、無む謀ぼうとも言える勢いでホームへと突き進すすむ。

　センターの強きよう肩けんから放たれる、レーザービームのような送球が、キャッチャーへと伸のびていく。

　滑すべり込んだミスミドのランナーと、ボールを受け取ったベルファストのキャッチャーとのクロスプレー。

　土つち煙けむりが巻き上がり、倒たおれた二人の姿が一いつ瞬しゆん見えなくなった。固かた唾ずを呑んで見守っていた観客席は静まり返り、そして審判の大きな声がその静せい寂じやくを打ち破る。

「セェェェェェェフ！」

　途端に津つ波なみのような歓声が、観客席から響き渡わたる。ミスミドのベンチから選手たちが駆け出し、ホームに滑り込んだランナーを胴どう上あげしていた。

　決勝戦は１対１の同点で迎むかえた９回裏、今の１点が決勝点となり、１対２でミスミドのサヨナラ勝ちとなった。

　第一回野球世界大会は、ミスミド王国が優勝。準優勝はベルファスト王国、第三位はレグルス帝てい国こくとなった。

　球場に銀のテープが打ち出され、選手たちの頭上には紙かみ吹雪ふぶきが舞う。

　いや、緊きん迫ぱくしたいい試合だった。どちらも力の限り、正々堂々と戦っていた。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが両国の選手たちに送られた。そしてそのまま、授賞式へと移行する。

　僕は開かい催さい国代表として、記念のトロフィーと盾をチームのキャプテンに、それぞれ順位ごとのメダルを選手全員に授じゆ与よした。

　オリンピックと同じように、順位ごとにメダルを渡そうと前から考えていたのだ。三位にはヒヒイロカネ、二位にはミスリル、一位にはオリハルコン製のメダルだ。

　本当のオリンピックなら国ごとに報ほう奨しよう金きんとかあるんだろうけど、それはそれぞれの国に任せよう。

　トロフィーやメダルには第一回世界大会と刻まれている。参加していない国もあるが、第一回だし、世界大会には変わりあるまい。

　願わくば第二回、第三回と続いてもらいたいところだが。

　今だ興奮冷めやらぬ観客席からは、拍手の雨が降ふり注ぎ、戦い抜ぬいた選手たちを包つつんでいた。

　副賞、というわけでもないのだが、城の一室を祝勝会の場所として使うことを許可し、僕からポケットマネーで数個の酒さか樽だると祝いの料理をプレゼントした。部屋が大変なことになるので、ビールかけだけは勘かん弁べんしてもらいたいが。ま、こっちにそんな文化はないと思うけど。

　野球大会の方はこれでつつがなく幕を下ろした。

　時間はもうすぐ午後四時になろうとしている。将棋大会の予選は問題なく進行しているだろうか。

　八重やユミナ、スゥらを伴って、将棋予選会場へと向かう。

　会場は朝よりも人が少なくなってはいた。すでに勝ち抜きを決めた者や、敗退が決定した者が抜けたからだろう。

「あ、父上じゃ！」

　会場の見学者の中に、スゥがオルトリンデ公こう爵しやくを見つけ、駆け寄よっていく。

「やあ、野球の方はミスミドの優勝で決まったそうだね。こっちまで話が伝わってきたよ」

「ベルファストは残念でしたね」

「まあ、勝負事に絶対という言葉はないからね。しかし、たとえ二位でも充分に胸を張っていいことだと私は思うよ」

　確かにあの試合はどっちに傾かたむいてもおかしくなかった。それはあの試合を観みた人たちなら、全員がわかっていることだと思う。

「こっちの予選の方はどうです？」

「なかなかだね。数人、油断のならない相手もいたよ。正直言って当たりたくはないね」

　おや、弱気な。今日の予選通過者とあらかじめ招待しておいた推すい薦せん者しや、合わせて三十二名で明日の早朝から対局してもらう。

　うまく行けば夕方ごろには優勝者が決まるが、連続で対局というプレッシャーがどう勝負を左右するかだよなあ。もうちょっと余よ裕ゆうある行程にしとけばよかったけど、こんなに出場するとは思わなかったからさあ。長引いたら最終日に持ち込すかもしれんな。

　明日の対局はスクリーンで投とう影えいして、より多くの人たちに観戦してもらうつもりである。その設置はこの後、モニカやロゼッタにやってもらうが、いろいろと大変なので僕も手伝う予定だ。

　やることいっぱいあるなあ。……っと、懐のスマホに着信の振しん動どうがあったので、取り出して確かく認にんする。

「おっと、こっちも大変だぞ、と」

　僕はユミナたちにこの場を任せて、町外れの丘おかに立つ教会へと【テレポート】した。










「あっ、明日ですか!?　じ、時間は!?」

「正午ごろになるそうです。多少ズレるかもしれませんが」

　教会で神様の教えを説いていた教皇猊げい下かに、先ほどの電話の相手の来訪予定を伝えると、興奮したのか息が荒あらくなってきた。大だい丈じよう夫ぶかいな。お歳としがお歳なだけにちょっと心配になる。六十過ぎてるんだっけか。女性に歳のことは聞けないけれどさ。

「ど、どうしましょう、教皇猊下」

「落ち着きなさい、フィリス。今さら慌あわてても仕方ありません」

　話の内容がわからないラミッシュの聖せい騎き士したちは、皆みなキョトンとしているが、唯ゆい一いつの理解者である枢すう機き卿きようのフィリスさんだけが同じように慌てていた。まあ、慣れろっていう方が無理か。

　その様子をうかがいながら花か恋れん姉さんが一人小さくつぶやく。

「それにしても珍しいのよ。世界神様が下界に降りてくるなんて、何億年に一回あるかどうかなのよ」

　いや、すでに二回ほど降りてきてますけどね。まあ、あとになって聞いた話によると、前の二回はいわゆるアバターというか、分身のようなものだったんだそうだ。それでもとんでもない存在なんだそうだが。

　今回もそのアバターで降りてくるのか、はたまた姉さんたちと同じく、人化して降りてくるのかはわからないけど。

「な、なにか失礼があったなら、そこで世界が終わったり……」

「するわけない。もともと不ふ干かん渉しようを是ぜとしてるんだから。そんなに気負わなくてもいいと思うけど」

　フィリスさんが妙みようなことを口走り始めたので、落ち着かせる。大丈夫か、この人。とても次期教皇候補とは思えないんだが。

「とりあえずその時には僕も立ち会うし。姉さんもいるから大だい丈じよう夫ぶですよ」

「うーん、従属神あれのこともあるから、私はちょっと顔を合わせ辛づらいのよ……」

　姉さんが難しそうな顔をして腕うでを組む。

　そりゃそうか。本来ならあのニート神を捕ほ縛ばく、もしくは討とう伐ばつするのが姉さんたちの役目だった。ところがそのニート神は邪じや神しんへと吸収され、神としては手を出せなくなってしまったのである。

　確か、もう一歩というところで間に合わなかったんだよな。花恋姉さんが昼ひる寝ねしてたせいで。

　あれからなんの動きも見せないが、逆にそれが不気味だな。相変わらず下級フレイズはちらほらと各地に現れているが、今のところ上位ランクの冒険者たちに倒されている。

　やはり世界の結界を修復する方法を見つけ出さないといけないなと思う。

　可能性がないわけじゃない。僕は五千年前にパレリウス翁おうが出会った、裏世界からの来訪者がその鍵かぎであると考えている。

　おそらくだが裏世界における特殊な能力を持ったゴレム、もしくはその使い手がパレリウス翁の実験か……あるいは事故でこちらへ呼び出されたのではないだろうか。

　そしてそのゴレムが独自の能力で表世界の結界を修復してくれたのではないか……と。やはり鍵は裏世界あちら側にある気がする。

　僕が考え込んでいると、教会の向こうからなにやら騒さわがしい声、というか鳴き声が聞こえてきた。猫の鳴き声？

　ふと見ると、教会へと続く丘の坂道を数十もの猫が駆け上がってくる。うえっ!?

　そのまま猫たちは僕へ飛びかかり、にゃあにゃあと鳴き声を上げる。襲おそいかかるというよりは、なにかを訴うつたえかけているようだ。なんだなんだ!?

　とりあえず【ゲート】で城にいた琥こ珀はくを呼び出す。琥珀なら猫の言葉もわかるからな。

　神しん獣じゆう白びやつ虎この登場に、すっかりおとなしくなった猫たちから琥珀がなにやら聞き出している。

「で、なんだって？」

『はあ、その……ニャンタローめが決けつ闘とうしているとか。止めてほしくて主あるじの元へ来たようです』

「決闘!?　誰だれと!?」

『魔ま王おうだそうで』

　頭痛い……。










　サーベルとレイピアが火花を散らす。手数の多いニャンタローの突きが魔王へと向けて放たれる。そのレイピアの先せん端たんを魔王がサーベルで弾はじき飛とばし、返す刃はで横薙なぎにするが、猫の敏びん捷しようさでニャンタローはそれを素す早ばやく躱かわして体勢を整える。

「やるな、猫ねこ騎き士し！」

「この程度も捌さばけニャいようでは母上様の護衛は務まらんニャ！」

　ニヤリと笑った魔王にニャンタローが目を細めて言い放つ。

　互たがいにジリジリと足を運び、学校の校庭に浮うかぶ夕焼けをバックにして対たい峙じする。

　二人とも同時に大地を蹴り、相手へ向けて距きよ離りを詰つめ、必殺の一いち撃げきを交かわさんと――――。

「【スリップ】」

「がふっ!?」

「ブニャン!?」

　したところで、僕の魔ま法ほうで足を滑らせて、勢いよく転倒した。アホか、こいつらは。

　転倒し、倒れこんだ二人（一人と一匹ぴき？）に向けてため息をつく。

「なにをやってるんですかねえ、魔王陛下？」

「ぶ、ブリュンヒルド公王!?　これはだな！　フィアナの護衛だというこの猫めの実力をみようとしたのであって、他意はない！」

　桜の母親であるフィアナさんはこの学校の校長を務めている。その護衛が桜の召しよう喚かん獣じゆうであるニャンタローだ。

　実力を見るとか言ってたが、なんか怪あやしい。娘むすめと元奥おくさん（結けつ婚こんはしていないが）二人に、そっけなくされたやっかみが入っていたような気もするが。

　まあ、まだ理性は残っていたのだろう。魔法は使ってなかったしな。

　他のみんなと同じく、眷けん属ぞく化の影えい響きようを受けてか、桜の魔ま力りよくも強くなってきている。私見だが、すでに魔王よりも上かもしれない。と、いうことは、その桜の召喚獣であるニャンタローも、それなりに強くなっている可能性があるわけだ。

　とはいえ。仮にも一国の王と決闘とかアホか。

　っていうか、魔王も護衛の人たちを置き去りにして、一人でこんなところに来るなっての。

「お前もなにをやってるんだ」

「ニャッ!?　姫ひめ様さまから魔王が来たら遠えん慮りよは無用と言われてますニャ！　できるニャら祭りの間、足あし腰こし立たニャくしてしまってもかまわニャいと！」

「ぐふうっ!?」

　魔王が胸を押さえて倒れ込む。オイ……今のが一番こたえただろ……。

　娘からの容よう赦しやない仕打ちに打ちひしがれる魔王。

　なんだろうなあ……。この人見てると娘を持つのがすっごく怖こわくなるんだけど。

　アレだな、将来僕と桜の間に子供ができたとしたら、その子はこの人の孫になるわけだ。孫にまで『ウザい』とか言われたら、ポックリ逝いくんじゃなかろうか、この人……。

「……ニャンタロー、終わった？」

　教室の窓を開けて桜が顔を覗かせる。実の父親を叩たたきのめせと命じておいて、しれっとしているところがまた、魔王の血筋を感じさせるな。

　途端に魔王が跳はね起おきて、一目散に桜の下へ駆け寄っていった。

「ファルネーゼ！　せっかくここまで来たのだから、一目だけでもフィアナに会わせてくれ！」

「お母さんは忙いそがしい。魔王邪じや魔ま」

　ピシャッ！　と窓が閉められる。もっと言い方ってもんがあるだろうに……。見ろ、魔王が真っ白になってるぞ。

「ブリュンヒルド公王……やはり余は娘に嫌きらわれているんだろうか？」

「いや……一いち概がいにそうとも言えないんじゃないかと。本当に嫌いならもっとキツいと思いますし」

「あれでキツくないのか!?　余の胸は張はり裂さけんばかりに痛んでいるぞ!?」

　桜の場合、嫌っているとか憎にくんでいるのとは、また違う感じなんだよな。

　正直に言ってしまうと、めんどくさいとか、どうでもいいとか、そんな感じ。とにかく興味がないんだろう。父娘おやことして触ふれ合あったことが皆かい無むなのだから、わからなくもないのだが。そういった親子の情がなければ、ただのうっとうしいおっさんだし。

　距離感が掴めてないというか……。まずはそこを埋うめていくことからだろうなあ。

「これでも余は陰かげながらフィアナとファルネーゼが幸せに暮らせるように心を砕くだいてきたつもりだったのだがなあ……。あの子は王角が無く生まれて来た。魔王の血筋を引いていながら角が無い……そんな娘をほとんどの貴族どもは受け入れないだろう。蔑さげすまれ、忌いみ子の姫ひめよと陰かげ口ぐちを叩かれるくらいなら、手元から離はなし、普ふ通つうの庶しよ民みんとして生きて欲ほしいと願ったのだが……ままならぬものだ」

　まあ、事情が事情なだけに、やむを得ない部分もあったのだと、桜も理解はしていると思うんだけど。

　ただ、桜が魔王を避さけてるのって、そういった事情とか過去の出来事が理由なんじゃなくて、ただ単にうっとうしいからだと思うんだが。

　それが真実だとしても、僕ぼくにはそれを口に出す勇気はない。さすがにさらに追い打ちをかけるのは気が引ける。

　どうしたもんかと考えあぐねていると、学校からフィアナさんと桜が連れ立って出てきた。

「お……おお！　フィアナ！　久しぶりだな！」

「お久しぶりです。魔王陛下。ようこそブリュンヒルドへ」

　にこやかに答えるフィアナさんに対して、桜は明らかに憮ぶ然ぜんとしていた。おいおい、への字口になってるぞ。

「この子がなにか迷めい惑わくをかけたみたいで申し訳ありません。どうかお許し下さい」

「あ、いや、いいのだ。いきなり会いに来た余が悪かった。昨日も来たのだが、ファルネーゼに追い返されてな」

「まあ」

　フィアナさんが軽く睨にらむと、桜はバツが悪そうに目を逸そらす。どうやらフィアナさんにはなにも伝わっていなかったらしい。

「……だって絶対お母さんの邪じや魔まになる。ただでさえ子供会の準備で忙しいのに」

「子供会？」

　桜が口にした言葉に魔王が反応する。ああ、そういやそうか。

「明日、明後日と、学校や町の子供たちを招いて、物語の朗読会をしようと思ってるんです。これなら文字を読めない子たちも楽しめると思いまして」

「ほう」

　この世界では本自体がそう安いものではないし、ストーリーのある物語の本を読めるほど識字率が高くなかったりもする。なので、そういった物語は吟ぎん遊ゆう詩人や語かたり部べから聞くしかない。演劇というものもあるのだが、安い観劇料でも子供の出だせる額ではない。

　さらにそれらは定番のものが多く、誰でも知っているお話がほとんどだったりするのだ。

　そこで僕が電子書しよ籍せきから子供の喜びそうな話をピックアップし、桜とリンゼに『翻ほん訳やく』してもらって、新たな物語の本にした。

『自動車』とか『信号』といった、こちらにない言葉を変へん換かんしなきゃいけなかったからな。昔話とか童話はさほど変換しないですんだけどさ。

　本当はまた人形劇をやりたかったんだけど、今回は人手がなくて難しいんだよな。リンゼたちにも用事があるし、二日拘こう束そくするのもさ。

　僕がそんなことを思い出していると、

「よし、ならばその子供会とやら、余も手伝おう！」

　急に魔王陛下がそんなことを言い出し、胸をひとつ叩いた。

　またなんか面めん倒どうなこと言い出したな、この人。そういうところがウザいって言われてるんじゃ……。

「いえ、そんなわけには……」

　さすがに一国の王を手伝わせるわけにはいかないと、やんわりと断ろうとするフィアナさんを遮さえぎって、魔王が言葉を続ける。

「気にするな。忙しいのであろう？　猫の手よりは役に立つぞ？」

「おっとそれは聞き捨てニャらニャいニャ……。我わが輩はいの方がずっと役に立つニャ」

　バチバチと見えない火花を散らす一人と一匹。またやらかすつもりか？　もう一回滑っとくか？

　まあそれはそれとして、これはアレか。父娘の仲を修復するチャンスかもしれない。

　確かに一国の国王にやらせることじゃないが、手伝う相手は実の娘だし、バッジも付けている以上、一いつ般ぱん人じんと変わらないわけだし。あくまで表面上は問題無い。これで少しは桜も態度を軟なん化かしてくれるかもしれないしな。

　仕方ない、一ひと肌はだ脱ぬぐか。僕はフィアナさんに話しかける。

「手伝ってくれるというなら、いいんじゃないですかね。実際、人手が足りなかったんですし」

「ですが……」

「それにこの学校の在り方や教育方針など、ゼノアスでも活用できることは多いと思います。これも文化交流の一つと見れば、悪い話ではないかと」

「うむ！　確かに！」

　我わが意を得たりと魔王陛下が頷うなずく。どこまで本気かわからないが、あえてツッコミを入れるのはよしとこう。

　しかしそんな僕の配はい慮りよを無視して、桜が憮然として反論してきた。

「手伝いならニャンタローにさせる。ニャンタローなら本だって読める」

「だけどニャンタローは発音がはっきりできないだろう？」

「そんニャことニャいニャ！　どんニャ言葉もペラペラニャ！」

　心外とばかりにニャンタローが声を上げる。果たしてそうかな？

「じゃあ『なた豆七粒つぶ生米七粒七粒なた豆七粒生米』って言ってみな？」

「ニャたまめニャニャつぶ、ニャまごめ、ニャニャつぶ、ニャニャニャつぶニャたまめニャニャニャごめ……ニャァ――――――ッ!?」

　ほらみろ。

　膝ひざからくずおれるニャンタロー。桜がぐむむ、と唸うなる。

「まあ手伝ってくれるっていうものを、無下に断ることもないと思うよ。桜だって子供会を成功させたいだろう？」

「……わかった。手伝ってもいい」

　しぶしぶといった感じで桜が了りよう承しようし、それを聞いた魔王が嬉しそうに笑え顔がおを浮かべる。

「でもお母さんの邪魔はしないこと。あと子供たちに変なこと吹ふき込むのもダメ」

「うむ、約束しよう」

　二人の会話を聞きながら、フィアナさんがにこやかに微笑んでそれを見ていた。微び妙みようだけど、これも親子のひとつの形なのかな。あ、そうだ。

「ちょっとフィアナさん、こっちに立ってもらえます？」

「え？　ここですか？」

「魔王陛下はこっちに。間に桜が立って。そうそう、そのままそのまま」

「なんだ？」

　桜を中心に三人を立たせて、僕は少し下がり、スマホのカメラを構える。

「はい、笑って～」

　カシャッ！　と、シャッター音がして撮さつ影えいが完かん了りようする。

　あとは【ストレージ】からプリント用の紙を取り出し、【ドローイング】で転写して出来上がり、と。

　写真を撮とらなくても【ドローイング】で転写はできるが、静止画面を見た方が正確に写せる。誰でもプリントができるという魔道具アーテイフアクトをそのうち博士が作るって言ってたけど、今は次元門の方にかかりきりだしなあ。

　出来上がった用紙をそれぞれ三人に手て渡わたす。

「まあ……」

「おおお、これはっ！」

「むう……」

　三者三様の表情を見せて、渡された写真（正確には写真ではないが）を凝ぎよう視しする親子三人。

「こ、これはもらってもいいんだな!?　ブリュンヒルド公王！」

「ええ、どうぞ。今日の記念に差し上げます」

「感謝するっ！」

　喜び叫さけんでいる魔王陛下と対照的に、難しい顔で写真を見ている桜。まさか魔王の写ってる部分だけ、折るとか切るとかしないだろうな？　頼たのむからこの場でだけはやめてくれよ。

　さすがに桜もそこまではしなかったが、いい歳して写真を持ってはしゃぐ自分の親父おやじにはウザそうな顔をしていた。まあ、それは僕にもわかる。このおっさん絶対に百歳はこえてるはずだよな。見た目は二十代ってのがややこしいが。

　フィアナさんの方は、感心しながら写真を眺ながめていた。

　おっと、そうだ。

【ストレージ】から、量産型の白スマホを取り出し、フィアナさんに手渡す。うちの国における、学校という教育機関の最高責任者なんだから、渡しておこう。使い方は桜から聞いてもらえれば。

　それを見た魔王が自分もほしいと言い出したが、他国では東西同盟加入国の元首、及および重臣にしか渡していないと言うと、なんと『じゃあゼノアスも加入する』と言い出した。おいおい、いいのかそれで……。

　ずっと鎖さ国こく状態だったゼノアスが、開国されるのは大だい歓かん迎げいだが、理由がこんなんでいいのか？

　魔王が言うには、ゼノアスとしてはユーロンが崩ほう壊かいしたときから、そういった方向性も考えていて、これはきっかけに過ぎないということだが……。本当かどうか非常に怪しいんですけど。

　まあ、僕だけで決定できることでもないので、その話は祭りが終わった後ということで落ち着いた。

　こうなると他の招待国、ハノック、フェルゼン、ライル、エルフラウ、イーシェンについても考えておかないといけないかもしれない。ああ、パレリウス島もか。

　もう東西同盟というよりは世界同盟だな。まだ他の国が加入してくれるかどうかもわからないが。

　なんにしろまた忙しくなりそうで、ちょっとため息が出た。







◇　◇　◇







　祭り三日目。朝も早くから将しよう棋ぎ大会の決勝戦は始められていた。

　会場に設置された四つの大型モニターにはさらに四分ぶん割かつされて十六の対局が映し出されている。

　それを遠目で観ながら、僕らは早朝から並ぶ屋台の椅い子すに座すわり、朝ごはん代わりに豚とん汁じる風の芋いも煮にを食べていた。これがまた美う味まい。ねっとりとした里さと芋いもと、歯ごたえのいい大根がたまらない。やはりイーシェン料理は僕の好みに合っている。

「今日は将棋大会の決勝戦と武術大会の予選が行われるんですよね？」

　芋煮を食べる手を止めて、隣となりに座るユミナが話しかけてくる。

「うん、ベルファスト、レグルス、リーフリース、パルーフ、ロードメアはそれぞれ王様たちが出場してるから将棋大会の方に、ミスミドやレスティア、イーシェン、フェルゼンなんかは武術大会の方に行ってるよ」

　武術大会の方にはウチから馬場の爺じいさんと山県のおっさんが出てるけど、どうかな。

　優勝候補としてはやはりレスティアの騎士王か。魔法も使ってＯＫだったら、【アクセル】を持つミスミドの獣じゆう王おうってのもありなんだけどな。

　もちろん他にも隠かくれた強者が出場しているだろう。タダでさえこの町は冒ぼう険けん者しやが多いんだ。腕うで試ためしに出場しようという者もいると思う。

「冬夜様は今日はどうなされますの？」

　自分でも作れるようにと、芋煮の味を確かめていたルーが僕の予定を聞いてきた。

「どうせ将棋大会は夕方にならないと決着がつかないだろうし、武術大会も予選だからね。今日は他のところを見て回るよ。教会にも用があるしね」

　武術大会の審しん判ぱんは諸もろ刃は姉さんと狩奈姉さんが引き受けてくれたし、心配ないだろ。将棋大会の方もウチの副団長のニコラさんが仕切ってくれているし。

「ユミナとルーはどうするの？　ベルファストとレグルスは将棋の方に行ってるけど」

　武術大会の方にもレグルスの騎き士し団だん長ちよう・ガスパルさんが出てるけどな。もちろん身分と姿は変えて、だが。

　騎士団長がこういう大会に出るってのもどうなのかと思うけど、ベルファストからもレオン将軍とか出てるし。ま、バレなきゃいいか。

「お父様たちは将棋の方に出場していますけど、今日は気き遣づかい無用とのことですので、特に予定はないです」

「ですから私わたくしたち、今日は冬夜様とずっと一いつ緒しよにいようと思いまして」

　それで朝早くから誘さそわれたのか。まあ、断る理由はないよね。

　料金を払はらって、空になった芋煮の器うつわを屋台の店主に返し、僕らは歩き出した。

　右手にルーが、左手にユミナがピタッと寄り添うように腕を取ってくる。正直かなり歩きづらいんだが、嬉うれしそうに微笑む彼かの女じよたちを見て、僕に振ふりほどくことなどできようか。否いや、できるわけがない。

　二人とも出会ったときよりは背も伸び、それなりに成長していたが、どちらかというと二人とも小こ柄がらで、未いまだに実際の年ねん齢れいより低く見える。

　腕に当たる感かん触しよくから、そっちの方の成長もあまり順調ではないようで……。

　まだまだ傍はたから見たら、二人の妹を連れたお兄ちゃんにしか見えないんだろうなあ。

「冬夜さん？」

「ん？　や、なんでもない」

　勘かんの鋭するどい彼女たちに気付かれまいと、ことさら平然とした返事をする。

「お？」

　あ、今日も時と計けい塔とうのステージでは奏そう助すけ兄さんのピアノ演奏が行われているな。あの曲は……洋楽か。

　僕の洋楽の好みはじいちゃんの影響もあって、オールディーズに偏かたよっているものが多い。いわゆる一九五〇年代から一九六〇年代の音楽だ。つまり奏助兄さんに教えたのもそういった曲なわけで。

　今、奏助兄さんの弾ひいているあの曲も、一九五〇年代を代表とするロックンロールのスタンダードナンバーだ。そのオリジナル演奏は地球外知的生命体へ向けて、ボイジャー一号二号にレコードとして積まれたというのだから凄すごい。

　そういや、自動車型のタイムマシンに乗った主人公が、過去の世界のダンスパーティーでこの曲をギターで弾き鳴らす、なんて映画もあったな。あれは面おも白しろい映画だった。

　なんにしてもノリのいい曲なので、聞いているみんなも身体を揺ゆらしてリズムに乗っている。

　あれ？　よく見ると奏助兄さんの他にもギターのような弦げん楽がつ器きや太たい鼓このような打楽器を演奏している人たちがいる。

「あれは……」

「旅の楽団らしいですよ。たまたまこの国を通りかかったそうで。昨日も奏助君と一緒にここで演奏してました」

　僕のつぶやきに答えてくれたのは、時計塔の片かた隅すみで椅子を並べて屋台を開いている店主だった。誰かと思いきや、うちの農耕神、耕こう助すけ叔父おじだ。ちょ、なにやってんの!?

「見ての通り食べ物を売っているんですよ。私も自分で育てた野菜を使ってお祭りに参加したくなりましてね」

　糸目で笑う耕助叔父の屋台にはカレーの入った深ふか鍋なべと炊たきたてご飯、横に置かれた木箱には、様々な野菜が山のように積まれていた。そしてそのジャガイモやらニンジンやらの皮を、一心不乱に小さいナイフで剥むいている少年がいることに気付く。

「あれ!?　えっと君……カロンだったっけ？」

「はい？　確かに僕はカロンですが……どちら様でしたか？」

　イモを剥いていた少年がキョトンとした目で僕の方を見る。あれ？　ああ、バッジの効果か。耕助叔父さんには通じてなかったから気付かなかったけど、オンになってたらしい。中心部が黄色になってるバッジを解除の青にする。

「あっ、あれっ、陛下!?」

　カロンが目をパチクリさせながら僕にやっと気付く。

　カロン少年は今日も宿屋『銀月』で働かされているランツ君と同期入団の騎士の一人だ。

　農作物に詳くわしく、薬師の家系ということから、内ない藤とうのおっさん配下に配属され、農地開発任務を任されていたはずだが。

「彼かれはなかなか見どころがあるのでね。手伝いを頼んだのですよ」

　なるほど。わからんでもない。入団テストのサバイバル訓練で、森の中から様々な食材を調達していたからな。

　にしても、農耕神に気に入られるってすごいことなんじゃ……？　神の加護がもらえるんじゃなかろうか。

「二人でこの屋台をやっているんですか？」

「いえ、ラクシェさんにも手伝ってもらってますよ。今は調味料を取りに行ってもらってます。もっともラクシェさんは火に弱いので、調理は任せられませんけどね」

　アルラウネのラクシェか。あの子は植物系魔族だからなあ、そりゃ火は苦手だろう。確かあの子も農地開発部門だったから、耕助叔父が気に入るのもわからなくもないけど。

　農耕神のカレー屋か。興味はあるけどさっき芋煮食べちゃったからなー。

　おっと、そうだ。こそっと耕助叔父に耳打ちする。

「ところでお昼ごろ、教会に世界神様が……」

「花恋さんから聞いてます。ですが、僕たちにはお構いなく」

「いいんですか？　久しぶりに会わなくて」

「神の感覚だと昨日も数千年前もあまり気にならないので。会おうと思えば一瞬で会えますしね」

　ここらの感覚は神のままなんだろう。ま、僕が気にしても仕方ないし、本人がそういうなら大丈夫か。

　僕らは時計塔から離れ、露ろ店てんの商品を覗のぞき込んだりしながら、祭りを見て回った。

「これは……」

「それはレグルス北部の方で作られている名産品の置物ですわ」

　怪かい魚ぎよを咥くわえた雷かみなり熊ぐま。露店で売られていたその木き彫ぼりの置物を見て、ルーが説明してくれる。

　どこにでもこういうのってあるんだなあ。もっとも僕らの世界では、もうそれを作る職人の数も減ってきてるとか聞いたけど……。

「こっちのは……」

「子々孫々、幸福が続くようにと願いをかけるお守りの人形です」

　筒つつのような人形。卒業証書を入れるアレのように上下にスポンと分ぶん離りさせると、中からひと回り小さい同じような人形が出てくる。その人形を開けるとさっきのよりひと回り小さい人形が、さらにその人形を開けると、またさらに小さい人形が……。

　これってあれだよなあ。ロシアの有名なお土産みやげの。こっちの方がシンプルな作りだが。

　露店を見て回るのも別の意味で面白いな。元いた世界と似たようなものもあれば、見たことのないようなものもある。僕らはブラブラと露店を回りながら、時折り目についた物を買い求めたりして午前中を過ごした。

　そろそろお昼になるかというところで、僕らは教会の方へと向かう。

　小高い丘の上に建てられたこの教会は、普ふ段だんはラミッシュ教国から派は遣けんされた司祭一人と神官が二人いるだけだ。しかし今はさらに二人の司祭がやってきている。

　僕の渡わたしたバッジで司祭に姿を変えてはいるが、ラミッシュ教国教皇、エリアス・オルトラ猊下と、次期教皇と噂うわさされる枢機卿、フィリス・ルギットその人だ。

　周りにはそれとなく冒険者を装よそおった者たちがいるが、あれも二人を警護するラミッシュの聖騎士たちだろう。

　ラミッシュ教国の信しん奉ぽうする光の神の信者はうちの国にも少数いる。『光の神』が世界神様であるのなら、僕も信者と言ってもいいのかもしれない。

　だけど神の眷属という立ち位置からすれば、家族に当たる人の信者ってのもどうなのかと、特に公おおやけにはしていないが。教会にもほとんど足を運ばないしね。

　僕らが聖堂に入ると、厳おごそかな空気の中で司祭の一人となった教皇猊下が、ラミッシュで起きた奇き跡せきの話を語っていた。

　いわゆる『イスラの奇跡』である。

　一年前、光の御み使つかいと共にラミッシュの首都イスラに降臨した『光の神』が、ラミッシュを覆おおわんとしていた闇やみの邪神から都を救ったという事件の話だ。

　この奇跡は目もく撃げき者しやも多く、信者ではない者たちや、ラミッシュ国外の商人なども目にしているため、瞬またたく間まに世界に広がった。

　大たい抵ていの国では信じようとはしなかったが、それでも多くの目撃者の話から、何かが起きたことだけは確かだと言われている。

　実際は僕が起こした集団幻げん覚かくの詐さ欺ぎなんですけれども。

　あれ以来、ラミッシュは『神の名のもとに』などという免めん罪ざい符ふを掲かかげ、横暴を働くような輩やからはいなくなったっていうし、アレはアレで少しはいい方向に転がったと思いたい。

　教皇猊下の話が終わり、聖堂にいた人たちが表へと退出して行く。

　僕らが話し終わった教皇猊下とフィリスさんの方へ向かおうとすると、逆に向こうから二人が足早に駆かけてきた。

「こっ、公王陛下！　ひょっとしてもうあの方がこちらに!?」

「あー……まだです」

　僕の言葉を受けて、がっくりとしている二人にあらためて声をかける。

「まあまあ、そんなに焦あせらないでもそのうちに来ますから……」

「もう来とるよ」

「わあっ!?」

　真横から聞こえた声に思わず大声を上げてしまう。

　僕の真横には、地味な服をまとい、いつもと同じ飄ひよう々ひようとした笑顔を浮かべた世界神様が立っていた。ああ、驚おどろいた！　神々このひとらはいつも登場が唐とう突とつすぎる！

「ちょっ、驚かさないで下さいよ！　いつの間に来たんですか!?」

「ほっほっほ、さっき転移魔法を使ってパッとな。おお、お二人さん、久しぶりじゃのう」

　世界神様が教皇猊げい下かとフィリスさんに声をかける。すぐさま二人とも慌ててその場に跪ひざまずこうとしたが、やんわりとそれを世界神様が止めた。

「お二人さんの立場というものもあるじゃろ。ここではそんな気遣いはいらんよ。誰も気にせんしな」

「は、はいっ……！」

　バッジの力で身分はわからないと思うけど、いかんな。二人ともガチガチじゃないか。花恋姉さんや諸刃姉さんで免めん疫えき力りよくがついたかと思ってたんだが。

　しかし転移魔法で来たってことは、今回は分身体アバターじゃないのかな。姉さんたちと同じく、人化して降臨したってことだろうか。

「あのう……冬夜さん、こちらの方は？」

　後ろから僕らを見ていたユミナが尋たずねてくる。その横でルーも不思議そうな顔をしてこちらを見ていた。

　あー、どう説明したものやら……。

「こんにちは、お嬢じようさん方。ワシは望もち月づき神しん之の助すけ。ここにいる望月冬夜君の祖父に当たる者じゃよ」

　神之助って。ストレートだな、おい。孫に君付けするってのもどうなのか。

　引きつり気味な笑顔を浮かべた僕とは対照的に、ユミナとルーの表情が驚きに変わる。

「冬夜さんのお祖じ父い様さま？　え、でも冬夜さんは他の世界から……」

　ユミナの言葉に世界神様はしーっ、と人差し指を口元に立てた。それだけで二人は察したらしい。花か恋れん姉さんや諸刃姉さんの同類と思い当たったのだろう。

「こ、これは失礼致いたしました。冬夜さんと婚こん約やくさせていただきました、ユミナ・エルネア・ベルファストと申します」

「お、同じく婚約させていただきました、ルーシア・レア・レグルスですわ。ご挨あい拶さつが遅おくれまして申し訳ありません」

「気にせんでいいよ。おうおう、二人とも間近で見るとやっぱり別べつ嬪ぴんさんじゃな。冬夜君はこんなお嫁よめさんをもらえて幸せ者じゃのう」
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　深々と頭を下げた二人に、神様が笑いながら答える。別嬪さんと言われたのが嬉しかったのか、二人とも顔を赤くして照れていた。くそう、かわいいな。

「えと、お祖父様も転移魔法をお使いになられるのですね」

「大抵の魔法なら使えるよ。加減がちょと難しいがの」

「さすが冬夜様のお祖父様ですわ……」

　多分、僕と同じように全属性持ちで魔力も多いんだろうなあ。いや、際限なんて無いかもしれない。

「あー、世界し……いや、じいちゃん？　花恋姉さんとは会った？」

「じいちゃん？　おお、じいちゃんか。いい響ひびきじゃの。花恋というと恋れん愛あいし……と、あー、あの子のことか。そうかそうか、あの子らも孫になるんじゃの。まだ会っとらんが、そのうちあっちから来るじゃろ」

　ぎこちない僕らの会話にユミナとルーが顔を見合わせる。即そく席せきの孫と祖父なんだから仕方ないよ、これは。

　ユミナとルーは僕が異世界から来たということを知っているが、まさかこの人が最高神とは思いもしないだろうなあ。

「今日はここで少しお話をさせてもらって、それから町を見て回ろうかと思っての。いいかな？」

「教会のこの後の予定ってどうなってます？」

「あ、は、は、はい！　大だい丈じよう夫ぶです！　午後からの時間を空けますから！」

　フィリスさんがまだ緊きん張ちようから解放されてない声で答えてくれた。その横で教皇猊下もこくこくと頷いている。本当に大丈夫か、この二人。

　しかし、お話ってなにを話す気だろ？
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　世界がまだその形を定めていないころ、すでに精せい霊れいたちは魔力と共にそこに存在していた。

　精霊たちは神様の手足となって、世界を形作り、様々なものを生み出していったという。

　水の精霊が世界を海で満たし、地の精霊が大地を作った。火の精霊が火山を爆ばく発はつさせ、風の精霊が暖かな空気を運んだ。

　大樹の精霊が森を育はぐくみ、光の精霊が世界を照らし、闇の精霊が夜の安らぎを与あたえた。

　そうして様々な精霊がいろいろなものを生み出していく中で、この世界に精霊の眷属が生まれた。

　神しん獣じゆうや聖獣、妖よう精せい、霊れい鳥ちよう、神樹など、様々な眷属が生まれていき、最後に獣人やエルフ、ドワーフなどの亜あ人じんや人間といった生命が生まれたという。

　神様はこの世界の全すべてを新たに生まれた者たちに与え、自らは天へと帰っていった。

　この世界をより良い世界にするためには、自分がいない方がいいと思ったからである。










「どうして神様は天へと帰っちゃったの？」

　最前列にいた男の子が世界創生のお話をしていた世界神様に尋ねる。

「自分たちでできることは、自分たちでやるべきだと思ったからじゃな。なにかあれば神様が助けてくれると頼たよりきりになってしまっては、その先はない。親おや離ばなれせんと一人前にはなれんからの」

　基本的に神様たちはその世界に干かん渉しようしない。だからこそ、僕の世界では僕は生き返らなかった。あの世界では一度死んだ人間は蘇よみがえることはない。まさにそれは神の奇跡だからだ。

　もしも死んだのがこの世界だったなら、僕は蘇ったのかもしれない。この世界にはハイリスクだが、蘇そ生せい魔ま法ほうが存在しているからな。

「君たちは神様からこの世界を任されたのじゃ。より良い世界にするために一人一人が努力すること、それが一番神様が喜ぶことなんじゃないかのう」

　教皇猊下から司祭のローブを借りた世界神様が、聖堂に集まった人たちを見み渡わたす。みんな真しん剣けんに神様の話に聞き入っていた。

「小さくてもいい、誰だれかのために自分がやれることをやりなさい。それだけでいい。それがこの世界を支える柱となる。そこに区別はない。子供も大人も、男も女も、王様も物もの乞ごいも、金持ちも貧びん乏ぼう人にんも、みんな同じじゃ。みんな世界を支える柱になれるのじゃ。まっすぐに、一いつ生しよう懸けん命めい生きていきなさい」

　世界神様は聖堂のみんなに一礼して壇だん上じようから降りていった。

　なるほど、精霊は神様がこの世界を創つくるときの手伝いをしたんだな。ふむ、僕は大樹の精霊と闇の精霊にしか会っていないけど、そこまでの力を持っているようには……。

　長い時の中で力を失っていったのか、神様に使し役えきされたからこその世界創生の力だったのか。少なくとも現在は当時ほどの力はないと思う。

　闇の精霊にいたっては僕がぶっ飛ばしちゃったからなあ。ま、精霊は不ふ滅めつらしいからどこかで復活しているかもしれないけどさ。

「お疲つかれ様さまでした。面白かったですよ」

「いや、たまにはこういうのもいいのう。普段は他の神々の愚ぐ痴ちとか聞くばかりで、こっちが話すことなんかないからの」

　それってばどうなのかと首をひねっていると、教皇猊下とフィリスさんが駆け寄よってきた。

「大変素す晴ばらしいお話を本当にありがとうございます！　このお話は我が国くにで子々孫々語り継つがれていくことでしょう！」

「そんな大層なもんじゃないんじゃが……ま、好きにしなさい」

　世界神様が教皇猊下の言葉に苦く笑しよう気味に笑う。こういうのも神しん託たくって言うんだろうか。少なくとも世界創生のお話は取り入れられそうだ。

「このあとはどうします？　できればみんなに紹しよう介かいさせて欲しいんですが」

「そうじゃの。今日は一泊ぱくさせてもらうつもりじゃから、それはそのときでいいよ。それより町を歩いてみたいんじゃが、案内を頼めるかの？」

「それは私がしてあげるのよ」

　どこからかやってきて僕らの会話に割り込んできたのは、花恋姉さんだった。神様たちはなんでこう突とつ然ぜん現れるのか……神しん出しゆつ鬼き没ぼつはもうわかったから、普ふ通つうに現れてください。

　突然出現した花恋姉さんに動じることもなく、笑顔を浮うかべた世界神様が嬉しそうに声をかける。

「おお、久しぶりじゃのう。元気じゃったか？」

「おかげさまで毎日楽しく過ごしてるのよ。それより案内は私がしてあげるから、おじいちゃんは冬夜君のデートを邪魔しちゃダメなのよ？」

「む？　おお、そうか。これは気がつかなんだ。ごめんよ、お嬢さん方」

「い、いえ、私たちはそんな」

　冗じよう談だん半分に笑う世界神様にユミナとルーの二人が顔を赤くし、慌あわてて手を横に振る。

　どうやら世界神様の案内は花恋姉さんがしてくれるようなので、任せることにした。なにかあってもこの二人なら大丈夫だろう。

　なぜか花恋姉さんたちに、教皇猊下とフィリスさん、果ては護衛のラミッシュの方々まで付いていくことになってるようだが……まあいいか。

　とりあえず僕らは教会を離はなれ、三人で将棋大会の会場へと向かう。もうそろそろ勝ち抜いた人たちが何人か出てるころなんじゃなかろうか。

　会場に着くと、朝に比べ観戦している人は多くなったようだが、すでに試合を終えている者たちも多く、モニターには勝者と敗者の名が示されていた。

「えーっと、ああ、結構決まっちゃってるなあ」

　知り合いだと、リフレットのバラルさんとシモンさん、リーフリース皇王、ロードメア全州総そう督とくがすでに敗退しているな。リフレットの人たち以外はもちろんみんな偽ぎ名めいだが。

「お父様も敗退していますね」

　レグルス皇こう帝ていの偽名を見つけたルーがそうつぶやく。

　っていうか、皇帝陛下の相手、パルーフ国王じゃん。ホントに凄いな、あの少年。

　会場を見回すと、近くのモニターの前で椅子に座り、画面を食い入るように見つめている集団がいた。あれって、レグルスとリーフリースの集団だな。

　僕ぼくらはその集団の元へ向かい、皇帝と皇王の二人に声をかける。

「こんちわ。残念でしたね」

「おお、冬夜殿どのか。いや、なかなか楽しめたよ。来年は麻雀マージヤン大会も開かい催さいしてほしいな」

「負けたのは残念だったが、自分の欠点もわかったし、次は負けんさ」

　二人ともあまり負けたことを気にしていないようなので、ホッとした。

　モニターに映る画面をふと見ると、パチリと『銀』の駒こまが動いた。それに反応して、両陛下がむう、と難しい声を漏もらす。

「この対局って……」

「パルーフ国王とベルファスト国王だ。いや、なかなか面白い対局だぞ」

　あの二人か。レグルスの皇帝陛下を負かす腕うで前まえだ。ベルファスト国王も苦戦してるんじゃないか？

　今の『銀』が少年王の手で、こうきて、こうだろ……。

「……『飛車』で『銀』を取ればいいんじゃ？」

「いや、それは『誘い』かもしれん。均きん衡こうを崩くずされる一手となるかもしれないからな。迂う闊かつには手を出ださん方が賢けん明めいだろう」

　レグルス皇帝の言葉に、もう一度モニターを凝視する。そうなのか？　ううむ、正直に言ってもうついていけない……。

　野球もそうだけど、この世界の人たちって一度のめり込むと上達のスピードが半はん端ぱないんだよ。まあ娯ご楽らくの少ない世界だから、ハマるとトコトンまでいってしまうんだろうけど。

　こういった熱意というものは、見習うべきものがある。もはや将しよう棋ぎ素人しろうとの僕は置いていかれたようだ。

　とりあえず将棋大会はまだ少しかかりそうなので、武術大会予選の方をのぞいてみるか。冒険者の知り合いたちもそっちに出場してるかもしれないしな。







◇　◇　◇







　やってきた闘とう技ぎ場じようの上では六人の出場者が鎬しのぎを削けずっていた。

　攻せめ、守り、躱かわし、受け、突つき、斬きりかかる。やがて一人、また一人と倒たおれていく。

　その場に倒れ、気絶した者はすぐさま場外へと転移され、控ひかえていた看護師たちに回復魔ま法ほうを施ほどこされていた。

　あの闘技場は出場者の命を守るため、様々な仕し掛かけが施されている。あの場外転送もそのうちのひとつだ。

　最後に残った二人が切り結ぶ。大たい剣けん使いの冒険者と、刀を構えた青年だ。

　青年の方は誰あろう、八重の兄である九重ここのえ重じゆう太た郎ろうさんだ。

　出場者の武器類はこちらから貸し出されていた。しかしお互たがい刃は引びきしてあるとはいえ、あんな大剣を食くらったら、良くて骨折、悪きゃ死ぬ可能性もある。

　即そく死しじゃなけりゃ回復させることは可能だし、本当に危険だと判断したら、審判である諸刃姉さんが瞬しゆん時じに止めると思う。

　振り回まわされる大剣をひらりひらりと躱し、重太郎さんが後退していく。

　見た目には大剣使いの方が押おしているように見えるが、あれはタイミングを窺うかがっているんじゃないかな……と、僕が思った瞬しゆん間かん、重太郎さんが突とつ如じよ前へと踏ふみ出した。

　稲いな妻ずまのような踏み込みから放たれた刀は、相手の胴どうを正確に捉とらえる。

　ドンッ！　と衝しよう撃げき音おんがしたと同時に、大剣使いが前のめりに倒れ、場外へと転移した。

「そこまで！　Ｇブロック勝者、九重重太郎！」

　審判である諸刃姉さんの声を受けて、観客席から歓かん声せいと拍はく手しゆが送られる。

　重太郎さんはその場で一礼すると、一メートルほど高くなっている闘技場から降り、出場者控え室しつの方へと去っていった。

「危なげなく勝ちましたね」

「兄上ならあれぐらい余よ裕ゆうでござる」

　ユミナが漏らした言葉に、八重がうんうんと誇ほこらしげに頷うなずいている。

　武術大会の予選を見に来た僕とユミナ、ルーの三人は、すでに会場の観客席にいた八重とヒルダたちに合流した。

　予選大会は順調に進んでいるようで、半数近く本戦の出場者が決まっていた。出場者数が多いため、予選はバトルロイヤルになってしまったが、これはこれで盛り上がる。

「レスティアの騎き士し王……ラインハルトさんは予選を抜ぬけたんだよな？」

「兄上ならＡブロックだったので、早々に。今いま頃ごろ下で試合を見ているんじゃないでしょうか」

　ヒルダがコロッセオ型の闘技場である試合会場の一階、控え室のある方を指差す。

　あ、そうか。組み合わせ次し第だいでは八重とヒルダの兄上同士が戦うこともありうるのか。……僕はどっちを応おう援えんすりゃいいんだ？　どっちも未来のお義兄にいさんだし……月並みだがどっちも頑がん張ばれとしか言えないよなあ。

「知り合いの中であとは誰が予選突とつ破ぱしてる？」

「レグルスのガスパル騎士団長と、ベルファストのレオン将軍、あとはうちの馬場殿でござるな」

　馬場の爺さんも勝ち残ってるのかよ……。歳としも歳なんだから無理しない方がいいのになあ。

　老いてもさすがは武田四天王の一人ってことか。ちなみに山県のおっさんはラインハルト義兄にいさんに負けたらしい。

「あ……冬夜様、あれは……」

「ん？」

　ヒルダの指し示す方向、闘技場に立つ次のＨブロック予選出場者の中に、見知った顔を見つけた。

　尖とがった耳と鱗うろこ模様の浮かぶ赤しやく銅どう色いろの肌はだ。竜りゆう人じん族ぞくであることを示す頭から伸のびた二つの角に太い尻尾しつぽ。

「ソニアさんも出てたのか」

　竜人族の女性武ぶ闘とう士し。冒険者であり、僕らとは大樹海の武術大会である『剪せん定ていの儀ぎ』で知り合い、崩壊後のユーロンでは一緒に偽にせ天てん帝ていを追おい詰つめた仲だ。

　偽天帝を倒したあとは、うちのダンジョンとかで冒険者として活動してるらしいから、この大会に出ていても不思議はない。もともと武術の修しゆ行ぎようをするために世界を渡り歩あるいていたらしいし。

　ってことは相方の蓮れん月げつさんも出場してるな、絶対。スキンヘッドの棒術使いの顔を僕は思おもい浮かべていた。あの人も武む者しや修しゆ行ぎよう中ちゆうだって言ってたし、この大会は強さを確かめるいいチャンスのはずだ。

　そんなことを考えている間に闘技場では試合が始まり、あっという間に乱戦が繰くり広ひろげられていた。

　ソニアさんに襲おそいかかった斧おの使いがガントレットの拳こぶしをまともに受け、試合場ギリギリまで飛ばされる。

　なんとか踏みとどまったかと思いきや、斧使いはさらに正面から見えない衝しよう撃げきを突然受けて、場外へと吹ふっ飛とばされた。むろん、場外に落ちれば失格である。

　ソニアさん御お得とく意いの『発はつ勁けい』か。中ちゆう距きよ離りから飛んでくるアレは厄やつ介かいだよなあ。

　結局Ｈブロックはソニアさんの独どく壇だん場じようで、危なげなく本戦出場を決めた。同じ武闘士としてはベルファストのレオン将軍が出場しているけど、それでも将軍の方がまだ上かな……。

　ま、勝負は時の運だし、その時にならないとわからないけど。

「拙せつ者しやも出場したかったでござるなあ……」

「私わたくしも……」

「おいおい、一応僕らは何か問題が起きた時のための応援要員なんだから、気を抜くなよ？」

　揃そろって残念そうな声を漏らした八重とヒルダに、苦笑しながら注意を促うながす。

　もっともこれは建前のようなもので、この二人、それにエルゼもだが、全員が出場したらえらいことになるのではないかと少々危き惧ぐしていた。

　ただでさえ多くの神の寵ちよう愛あいを受けている身なのだ。下手したら一位から三位までブリュンヒルドが独どく占せんということもあり得る。それはお祭りとしてはつまらないだろう。八や百お長ちようかと思われても嫌いやだしな。

「武術大会の方はとりあえず大丈夫そうだから、他の場所を回ろう。そういえば学校の方で桜たちが……」

　と、みんなに朗読会のことを話そうとした時、町中に放っている召しよう喚かん獣じゆうの一匹ぴきから念話が飛び込んできた。

「……ごめん、ちょっと急用ができた」

「え？」

　みんなを残し、【テレポート】で闘技場のすぐ外へと転移した。

　建物の陰かげに転移したので騒さわぎにはなっていない。そのまますぐ横の、人々で賑にぎわっている町の大通りに出る。

　雑ざつ踏とうを掻かき分わけ、正面からこちらへ歩いてくる黒いバンダナをした男が見えた。その後ろには琥こ珀はく配下のネズミが、チョロチョロと尾び行こうしている。こいつか。

　僕ぼくは無言でバンダナの男の前に立たち塞ふさがる。

「あ？　なんだテメエは？」

「懐ふところの物を返してもらおうか」

「……なんのことかわからねぇな」

「持ってるんだろ？　掏すり取った財さい布ふをさ」

　チッ、とバンダナの男は舌打ちをすると懐から財布ではなくナイフを取り出し、僕目め掛がけて突き出してきた。すぐ逃にげればいいのに、どうやら頭が悪いらしい。

　迫せまり来るナイフを躱して八重に習った通り、その手を取って外側に捻ひねり上げる。関節とは逆方向へと曲げられた腕うでの痛みに男はナイフを取り落とし、地面へと這はいつくばった。

「ぐあっ!?　て、テメエ！　何しやがる！」

　襲っておいて何しやがるもないだろうが。ネズミ君が組くみ伏ふせた男の懐から財布を引っ張り出す。チンピラのこいつには似つかわしくない、高そうな生き地じで作られた財布が出てきた。

　ネズミ君の報告によると、こいつはさっき旅の商人の懐から掏り取った物らしい。たまたま一番近くに僕がいたので、捕つかまえに飛んできたんだけど。

　しばらくすると、騒ぎを聞きつけたウチの騎き士し団だんの連中がやってきて、改めてそいつを逮たい捕ほした。

　初めのうちはそれは自分の財布だの、自分が盗とったという証しよう拠こがあるのかだのわめいていたが、僕の身分を明かした上で、記き憶おく回収魔法【リコール】でネズミ君の記憶を読み取り、犯行の瞬間を映像として映し出してやったら観念しておとなしくなった。

　騎士たちが掏す摸りの男を詰つめ所しよに連行していくのを見届けてから、僕は手にした財布を元の持ち主に返してしまうことにした。中にはけっこうな金額が入っていたので、持ち主はかなり困っているんじゃないかな。

　幸い、ネズミ君の記憶があるので、掏すられたのがどういった人物かはわかる。

　マップ検けん索さくをすると、あっさりと見つかった。少し先の屋台の前にいるようなので、さっさと返しにいくことにする。

　足早に屋台の前まで来ると、商人風の小こ肥ぶとりな男とそば屋台の店主らしきおばさんが言い争いをしている。ネズミ君の記憶映像ではモノクロだったのでわからなかったが、商人の身にまとっている服はやたら赤が多い衣装だった。また派手な商人だな。

「金が無いってのはどういうことだい！　初めから食い逃げするつもりだったのなら……」

「違ちがう！　財布が無くなってたんだ！　落としたか掏すられたかして……」

　おっと、財布がなくて無銭飲食になりかけているようだ。危なかったな。

「すいません。失くした財布ってのはコレですか？」

「え？　あっ、私の財布!?」

　後ろから声をかけ、手にしていた財布を商人に差し出す。どうやら間ま違ちがいないらしい。

　屋台の女主人に事の経けい緯いを伝え、決して悪気があったわけじゃ無いことを説明すると、納なつ得とくして商人から代金を受け取ってくれた。

「ありがとうございます。助かりました」

　商人はそう言って頭を下げる。ひとつ、僕はこの商人を最初に見た時から気になることがあった。

　見た目は黒い髭ひげをたくわえた四十過ぎで恰かつ幅ぷくのいい男性である。頭にターバンのようなものを巻き、いかにもアラブとかの『商人』と言った出いで立ちなのだが、僕の目を引いたのはその格好よりも彼の肌の色である。

　竜人族であるソニアさんの肌よりもさらに赤みの強い肌。赤色人とでも言えばいいのか。ひょっとしてこの人は……。

「あなたはひょっとして、赤き民たみ……アルカナ族では？」

「おや？　我わが一族をご存知で？」

　やっぱりか。赤を神聖な色としたという古代の部族。ベルファストの旧王都地下にフレイズを封ふう印いんし、謎なぞの秘文字を遺のこした。千年ほど前に氷の国エルフラウにも訪おとずれたという謎の一族。この商人はその末まつ裔えいなのだろう。

　エルフラウの女王陛下に彼らの話を聞いたあと、一応検索してみたのだが、その時は引っかからなかった。

　てっきり見た目からではアルカナ族と判断できないからだと思っていたんだけれども。こんな目立つ人たちなら検けん索さく魔ま法ほうで引っかかってもいいと思うが……。

　ふと彼の首からかけられているケルト紋もん様ようのような黄金のアミュレットに気がついた。ははあ、これのせいか。検索魔法【サーチ】は護ご符ふ一つで防げる弱い魔法だ。おそらくこれは一族のお守りみたいなものなのだろう。

「えーっと、あなたがアルカナ族であるのなら、ぜひ見てもらいたいものがあるんですが」

「ほう？」

　僕は【ストレージ】にしまいこんでいた数枚の写真を取り出した。僕らが初めてフレイズに遭そう遇ぐうした、あの時に写した壁かべ一面に描えがかれた秘文字。ひょっとしたらこの人なら読めるかもしれない。

　手て渡わたされた写真を見て、赤き商人が思わす唸うなる。

「これは……アルカナ族に古くから伝わる秘文字です。今や我が一族でも使う者はほぼいませんよ？」

「やっぱり読めませんか」

「いや、私は読めますよ。私の祖母が一族の巫女みこだったので、この文字は教えてもらいました。今じゃ私を含ふくめても読めるのは五人といないでしょうけどね」

　そんなに少ないのか。この文字は古代の文字であると同時に、神聖なものや、重要なものを記す時にしか使わないのだという。日常的に使っていた文字ではないんだな。

「ええと……『我ら赤き民がここに示す。輝かがやく悪あく魔まの群れ、魔ま界かいの穴より来たりて民草を贄にえとす。王都滅ほろびしとき、王に従いし黒と白の小さき二人の騎士、時と空間の果てに悪魔を討うち、魔界の穴塞ぎ、何処いずこかへと去る。長き時の果て、再び魔界の穴開かんとすれば、悪魔討ち滅ぼさんがため、ここに悪魔の骸むくろを残す。断じて命、注ぐべからず』……かな」

　読んでもらったその内容に、僕はあらためて首を捻る。

　輝く悪魔ってのはフレイズのことだろう。魔界の穴ってのはたぶん結界の裂さけ目めのことだと思う。

　だけど、黒と白の騎士ってのは一体なんだ？　命注ぐべからずってのは、魔ま力りよくを与えるな、って事なんだろうけど。与えちゃったけどさ。

「これをどこで？」

「ベルファストの旧王都地下にあった小さな遺い跡せきに遺されてました」

「なるほど……大昔、ベルファストの地に我ら一族から別れた者たちが移り住んだと伝え聞いたことがあります。その者たちが遺したものなのかもしれません」

　千年以上前にベルファストの旧王都を襲ったフレイズの襲しゆう来らい。その時のことを後世に伝えるため、赤き民、アルカナ族の手であの遺跡が造られた。しかし、なんらかの理由でそれは歴史の闇に葬ほうむられ、無かったことにされた……のか？

　それは当時の王の指示だったのかもしれないし、長い年月の間に忘れ去られたのかもしれない。いや、赤き民が単独であの廃はい墟きよの地下を利用して、フレイズを封印したのかも……。しかし問題はそこではない。

　おそらくはここに書かれていることは事実なのだろう。フレイズが王都を襲い、都は未み曾ぞ有うの危機に陥おちいった。

　それを倒したか、追い返した者が確実にいる。

　黒と白の騎士。その二人が鍵かぎだな。『裏世界』から呼び出されたゴレムと使い手だったのか、本当に二人組の騎士だったのか判断に困るが。

　なんだろう。パズルのピースが揃ってはいるが、並べ方がわからないような感覚だな。やはり『裏世界むこう』にまた行ってみなきゃならんか。

「ありがとうございます。助かりました」

「いえ、こちらこそ。この金は今回の買い付けに使う資金でして、大損害になるところでした。あらためてお礼を言わせて下さい」

　赤き民、アルカナ族は流れ流れて、ハノック王国と魔ま王おう国ゼノアスの間に浮かぶ島に安住の地を得たらしい。

　位置的にはゼノアス寄りの島らしく、その島では魔ま族ぞくも一いつ緒しよに住んでいるという。

　商人……ポルンガさんは、若い頃ころにその島を出て商売の道に入り、今では一人前の商人となって世界を巡めぐっているらしい。ブリュンヒルドに来たのもここでしか手に入らない、珍めずらしい商品を仕入れるためだったようだ。

　そういうことならば、と、ポルンガさんにはオルバさんのストランド商会を紹介してあげた。あそこなら珍しい物をたくさん扱あつかっているからな。

　そうしてポルンガさんと別れた僕は、あらためて先さき程ほどの彼かれの言葉を思い出す。

「二人の騎士……ねえ」

　うーん……………………ダメだ、やっぱりよくわからん。とりあえず後回しにしよう。

「ああ、いた。冬夜さん！」

　呼びかけられた声に振ふり向むくと、人波を掻き分けて、ユミナとルーがこちらへ手を振りながらやってくるところだった。

「よくここがわかったね」

　近くとはいえ、【テレポート】した先に二人はすぐにやってきた。そのことを不思議に思ったので尋ねてみると、二人とも顔を見合わせて、首を小さく傾かしげている。

「うーん……なんでかわかりませんが、最近冬夜さんのいるところがだいたいわかるんですよね。ルーさんも同じだそうで……」

「なんとなくですけど、こっちかな、という感じで……他の皆みなさんも同じような感覚があるそうですわ」

　ちょっ、なにそのセンサー！　これも眷けん属ぞく化か影えい響きようのひとつなの!?

　確かに僕とのつながりが強くなればそういったことも可能になるのかもしれない。琥珀たちとかに備わっている力と、同じようなものなのだろう。

　しかし、嫁さんたちに自分の居所を確実に把は握あくされるってのは……マズくないかい？　浮うわ気きのひとつもできやしない！　いや、しませんけどね!?

「八重とヒルダは？」

「武術大会の方を続けて観戦するそうですわ。後でエルゼさんも来るそうなので」

　ま、ウチの武ぶ闘とう派は三人組ならそうなるか。

　言うまでもなく武闘派とはエルゼ、八重、ヒルダのことだ。リンゼ、リーン、桜が魔ま術じゆつ派、残りのユミナ、ルー、スゥが王族派か？ いや、ヒルダも桜も王族なんだけれども。

　それから僕らは桜たちの朗読会を見学したり、旅の大道芸人のスゴ技を楽しんだり、昼間から騒いで暴れる酔よっ払ぱらいを懲こらしめたりした。

　朗読会では魔王が子供たちに鬼き気き迫せまる迫はく力りよくで語っていたのが印象的だったな。なんであんな悪者そうな口調で話すのか。怖こわがって泣いてしまった子もいて、魔王は桜にこっぴどく怒おこられていたけど。

　気が付けば夕方になりつつあったので、将しよう棋ぎ会場へと戻もどることにした。そろそろ決勝が始まっている頃だろう。

　僕らが会場に着くと、設置された四つある大モニターが全て同じ対局を映し出していた。どうやら決勝戦は始まっているらしい。

「えっと……おお、パルーフ王とドランさんか？ こりゃすごいな」

　周りの観客の中にも驚いた声を漏らす者もいた。

　パルーフ王国の若き少年王、エルネスト・ディン・パルーフ。ここでは偽名を使い、エル・パルスと名乗っているようだ。

　僕の渡わたしたバッジの効果で、他のみんなには姿が本人とはまったくの別人に見えているだろうが、年ねん齢れいはそのままのはずだ。

　わずか十歳の少年が大人に交じり、決勝まで勝ち残ったのだ。そりゃ驚おどろくよな。

「間違いなくあの子も天才だな……。イトコのレイチェルといい、末すえ恐おそろしい二人だねえ」

　ふと観客席を見ると、婚こん約やく者しやの少年を見守るレイチェルの姿が見えた。周りにはパルーフ護衛隊の姿も見える。

　レイチェルは固かた唾ずを呑のんで見守り続けている。時折り、横に座すわる父親のレンブラント公こう爵しやくに対局の説明を求めているようだ。やはり心配なのだろう。

　その気持ちを知ってか知らずか、少年王は盤ばん上じようの駒に全神経を集中させていた。

　対戦相手、リフレットの宿屋『銀月』の主、ドランさんも普ふ段だんからの厳いかつい顔をさらに厳いかつくして、盤上の駒を睨にらみつけていた。おっかないわぁ……。普通の子供なら一目散に逃げてんじゃなかろうか。

　駒はすでに灰色になり、制限時間が迫っていた。すると、ドランさんの手が駒に伸び、『銀』が右斜ななめに動く。

　次の瞬間、少年王が眉まゆを顰ひそめ、考え込み始めた。ドランさんが机横の砂時計をひっくり返す。駒の色が元に戻っている。今度は少年王のターンか。

「どっちが勝ってるんですの？」

「うーん、盤ばん面めんを見た限りではドランさんのようにも見えるけど……」

　ルーの質問にそう返すが、正直言って自信はない。これからどう動くかなんて相手次第で変わるし、僕にはそれを判断できる能力もないからだ。

　観客席の空いたスペースでは、二人の対局を手元の駒で再現して、ああだこうだと話している人たちもいる。

　将棋をあまり知らない人たちも、二人が放つ真剣な気き迫はくに呑み込まれているようだった。

　またしても駒が灰色になる。制限時間が迫っていた。

　パルーフ王の手が動く。盤上にあった彼の『馬』が斜めに飛んだ。

　パチリと駒が置かれた瞬間、再び色が戻る。今度は少年王が砂時計をひっくり返した。

　ドランさんの顔が一層険しくなる。おろ？　これは少年王が押しているのか？　よくわからない。

　うーむ、来年からは解説者を観客席サイドに常じよう駐ちゆうさせた方がいいかもしれない。

　ギリギリまで悩なやんだドランさんの駒が再び動く。『頑張れ』と声を発することも躊躇ためらわれる空気の中で、僕らは二人の真剣勝負をただ見守ることしかできなかった。
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「……ありません」

　ドランさんが投とう了りようの声を発すると、観客席にいたパルーフ陣じんが立ち上がり、一気に歓声を上げた。

　いつの間にかその横に、パルーフ王の姉であるリュシエンヌ王女とリーニエ国王も来ていて、パルーフのみんなと共に惜おしみない拍手を送っている。

　レイチェルは涙るい腺せんが決けつ壊かいしたのかわんわんと泣き、父親のレンブラント公爵になだめられていた。あれは婚約者パルーフ王の勝利が嬉うれしくて泣いてるんだよな？

　勝った本人はすっかり脱だつ力りよくして、椅い子すに完全にもたれて惚ほうけている。精神力を使い果たしたって感じだな。子供なんだし仕方ないか。

　ドランさんは腕うで組ぐみをして、大きく息を吐はき、残念そうに目を瞑つぶっている。

　確かに残念だったが、それでも準優勝だ。充じゆう分ぶんすごいと思うけど、やはり思うところがあるのだろう。

「……年初めに」

「え？」

　ドランさんが目を開いて、目の前の少年王に静かに口を開く。それに反応してか、慌ててパルーフ王は椅子に座り直した。

「年初めにリフレットの町で将棋の大会をやるんだ。あんたも参加してみないか？　ここみたいに派手な会場じゃないけどよ。そこでまた勝負しようじゃないか」

「あ……は、はい！　またやりましょう！」

　ドランさんが差し出した手を、エル少年は強く握にぎり返す。

　知らないこととはいえ、一国の王様を自分たちの町のイベントに誘さそっちゃったよ、ドランさん。

　だけど歳や身分が違っても、彼らの間には真剣勝負で生まれた不思議な絆きずながあるように僕には思えた。リフレット大会の時もバッジを貸してあげよう。

　とにかく長い戦いに決着がついた。会場はそのまま授賞式へと移行し、野球の時と同じように、記念のメダルと盾たてをそれぞれに授じゆ与よする。

　優勝はエル・パルスことパルーフ王エルネスト。準優勝はリフレットのドランさん。三位は一いつ般ぱんから勝ち上がってきた男性だった。

　それぞれの首に輝くメダルをかける。パルーフ王はオリハルコンでできたメダルをキラキラした目で手に取って眺ながめていた。

　よほど嬉しいのだろう。誰の力も借りず、自分の力だけで勝ち取った証あかしなのだ。これで少しは自分の力に自信が持てるといいんだが。

「優勝おめでとう」

「あっ、ありがとうございます！　一生の宝物にします！」

　喜んでくれて何よりだ。

　授賞式が終わり、みんなが舞ぶ台たいから降りると、レイチェルが猛もうスピードで突っ込んで来て、エル少年に抱だきついた。うおう。

「やったわねっ！　エルなら勝てるって私、信じてた！」

「ちょ……レ、レイチェル、苦し……」

　ぎゅう～、嬉しそうに抱きしめるレイチェルに反して、顔が青くなっているパルーフ王。うーむ、微笑ほほえましいやら怖いやら。ま、仲良きことは美しきかな。

　これで将棋大会も終しゆう了りよう、あとは明日の武術大会決勝だけか。そのあとで閉会式に後夜祭で祭りも終わりだ。

　慌ただしく始まった割には、ずいぶんすんなりと終わりそう……。

　だな、と思ったそのタイミングを狙ねらったかのように、懐のスマートフォンがマナーモードの唸りを上げる。

　着信はギルドマスターのレリシャさんから。嫌な予感しかしない。

　かといって出ないわけにもいかず、通話アイコンをタッチした。

「……はい、もしもし？」

『公王陛下ですか。レリシャです。感知板タブレツトにフレイズ出現の兆候が見られました。場所はユーロン地方東部、数は中規模、五百から千匹くらいだと思われます。上級種の反応はありません』

　ほらこれだ。フレイズめ、空気読め。

「現場から一番近い村や町は？」

『フェイハンという町が一番近いですが、五十キロは離れています。ですがこの町はユーロン内乱により、ゴーストタウンと化しているので住人はいないかと。いても盗とう賊ぞくの類たぐいでしょう』

「予想出現時間は？」

『今夜です。おそらく今から五時間前後』

　ち。またせっかちな。今から五時間後っていうと……夜の十時前後か。

　五百から千匹で上級種無しならフレームギア三十機も出せば大だい丈じよう夫ぶか？

　今までの経験からすると、千匹出現したとしても、そのうち中級種は全体の一割から二割ってとこだろうし。

　ユミナたちの専用機ヴアルキユリアを含めたメンツで出しゆつ撃げきすればたぶん大丈夫だろう。

　レリシャさんには了りよう解かいした旨むねを伝えて電話を切り、すぐさまバビロンのロゼッタとモニカに出撃準備を整えてもらうために電話をかける。

　そういやなにげに夜間戦せん闘とうは初めてか？　確かバビロンの『蔵くら』の方にこんな時使えそうなアーティファクトがあったような。管理人であるパルシェにも連れん絡らくしとくか。

　長い夜になりそうだ。







第二章　祭りの終わり







『陛下、配置完かん了りよういたしました』

「了解ー。出現兆候の報告があるまでその場で待機お願いします」

　騎士団長のレインさんからよこされた通信にそう返し、僕は夜空を見上げる。月のない満天の星空だ。

　飛行形態で待機しているリンゼのヘルムヴィーゲの上で、僕はその星空を眺めている。あらためて思うが、知ってる星座とか全くないな。

　出現予測地域のここユーロン東部には寒々しい荒こう野やが広がっている。

　一応、今回のことは各国の王たちに伝えてはある。場所が場所だけに僕らが討とう伐ばつに当たることに誰だれも異を唱える者はいなかった。

　ユーロンは先のフレイズ大だい襲しゆう来らい、その後に始まった次代の天てん帝ていたちが争あらそう内乱によって荒こう廃はいの一いつ途とを辿たどった。

　そのため、戦場になった中央地域からは人々が去り、他の国との国境付近に再興のための町や村を造る者たちが続出することになったのだ。

　大半は西のハノック、南のロードメアやフェルゼンといった方角へ流れて行き、北や東に向かう者はあまりいなかった。

　北のゼノアスは魔族が治める地であり、あまり他国との関かかわりを持ちたがらないからわかる。さらに言うなら、この大陸の北方は人が暮らして行くには過か酷こくだ。魔族ほどの強きよう靭じんな身体があれば別だろうが。

　北はわかるが東にはノキア王国がある。なぜユーロンの民はノキア王国へ向かわなかったのか。

　僕ぼくがそんな疑問を口にすると、隣となりに座っていたリンゼが口を開いた。

「ノキア王国と天てん帝てい国こくユーロンは、もともと仲があまり良くない国同士でしたから。その昔、ユーロンの圧政から逃のがれた一部の民が、東部地域に興おこした国がノキアだと言われています」

　ノキアとユーロンの間には険しい山脈が幾いく重えにもそびえ立ち、自然の要よう塞さいともいうべきその地がユーロンから逃れた人々を守ってきたという。

　過去、幾いく度どとなくユーロンはノキアへと攻め込んだそうだが、ことごとくその遠えん征せいは失敗に終わっていたそうだ。

　そんな関係なら、ユーロンの民が救いを求めて行こうとしないのも頷ける。かつて自分たちが侵しん略りやくしようとした国だ。恨うらまれていてもおかしくはない。

　ま、ノキアってのはゼノアスに劣おとらず鎖さ国こく国家だってのがわかった。北の国ってのは閉へい鎖さ的てきになるのかね？　いや、エルフラウ王国は違うか。

「風がだいぶ寒いなあ。ユーロンじゃもう冬になるのかな？」

　この世界は精せい霊れいの干かん渉しようや地ち霊れいの働きによって、その土地土地で気候が全くデタラメだけど、ユーロンにはイーシェンやブリュンヒルドと同じく四季があるらしい。ブリュンヒルドはついこないだまで夏真っ盛りだったけど……。

　寒さに首をすくめていると、リンゼが水すい筒とうに入った温かい飲み物を僕に手渡してくれた。

　用意がいいね。こういう気配りができるところがリンゼの凄すごいところだな。

「今回の戦いでも飛行型はリンゼたちに任せることになると思うけど、大丈夫？」

「はい。拡散晶弾に加え、晶材ブレードも追加装備してもらいましたから、大丈夫、です。変形速度も〇・五秒短縮できたそうです」

　おお。博士もきちんと仕事してるじゃないか。

　祭りの間も次元門にかかりきりで、忘れてるんじゃないかと思っていたが。

「それより、冬とう夜やさんの専用機はまだなんですか？」

「設計はほぼ終わってるみたいなんだけどね。こう言ったらなんだけど、戦力としては今ので充分だし、博士が次元門で手て一いつ杯ぱいになっちゃったし」

　そんなこんなで後回しになっているわけだ。まあ、じっくりといいものを作ってもらえれば言うことはないが、それでもなにかあった時のために準備だけはしておきたい。

「冬夜さんの専用機……。確か名前は……『レギンレイヴ』……でしたか」

「そう。君らの機体と同じ。戦乙女ヴアルキユーレの名前からもらった」

　当初は『オーディン』とか考えていたが、神の名前を名付けるってのもなんかな、と思い変へん更こうした。

『神々を受け継ぐ者レギンレイヴ』という意味もある。このままだと完成はまだ先になりそうだけど。

　そんなことを思いながら、リンゼのくれたコーヒーを啜すすっていると、すぐさまスマホに連絡が入ってきた。

『マスター、フレイズの出現兆候確かく認にんデス。あと五分ほどで空間に亀き裂れつが入るデスよ』

　後方で待機している高速戦せん闘とう艇てい『グングニル』から、パルシェの声が飛んできた。

『蔵』の管理人である彼かの女じよには、今回は情報支し援えん補ほ佐さを手伝ってもらっている。あくまで補佐で、メインは『庭園』の管理人であるシェスカだ。

　ドジっ子に戦せん況きよう分ぶん析せきの手た綱づなを握らせるほど僕は酔すい狂きようではない。エロメイドの方が何倍もマシだ。

「よし、みんなに例のやつを起動するように伝えてくれ」

『了解デス』

　今回は夜間戦闘な上、月もない。星明かりだけの頼たよりない明るさだ。ユミナたち専用機ヴァルキュリアには暗視装置が組み込まれているため、問題はないのだが、旧型の重騎士シユバリエなどにはまだ搭とう載さいされていなかった。

　そこで『蔵』にあった外付けの暗視装置を旧型フレームギアには取り付けることにしたのだ。外見的には騎士にバイザーが下ろされた状態のように見える。これにより暗くら闇やみでも周りが明るくよく見えるはずだ。

　ただ明るくするだけなら、光ひかり魔ま法ほうの【ライト】を使えばいいのだが、闇の中でこちらだけ光っていると、標的にされやすい可能性があるため却きやつ下かした。

　もちろんフレームギアに乗らない僕には、周りは暗闇のままなのだが、神気を軽く目に集中すれば闇の中を見通せる。ますますもって人間離ばなれしてきたなあ。

　星明かりの中をリンゼがヘルムヴィーゲのコクピットへと向かう。あちらこちらでフレームギアの起動音が唸りを上げ始めた。

　ヘルムヴィーゲの機体から降り、暗闇の中、僕が前方の空間を睨むように凝ぎよう視ししていると、軋きしむような大きな亀裂音が辺りに響ひびき渡った。

「来た」

　バキバキンッとあちこちの空間が割れ始め、星明かりに煌きらめくフレイズが虫のようにぞろぞろと現れた。

　やはり下級種と中級種だけだな。

「各自なるべく孤こ立りつすることなく動き、各個撃げき破はしてくれ。飛行型はリンゼとリーン、ユミナに任せる。ルーも状じよう況きように応じて撃破してほしい」

『了解』

　リーンのグリムゲルデ、ユミナのブリュンヒルデ、ルーのヴァルトラウテは射しや撃げき装備がある。ルーのヴァルトラウテの場合は換かん装そうする必要があるが。

「どれ、じゃあセオリー通りにまずは【流星雨メテオレイン】をかまして、数を……」

　減らすか、と夜空に【ゲート】を開こうと思った矢先、妙みようなことに気がついた。

　フレイズたちの動きがおかしい。いつもなら真まっ直すぐこちらへ向かってくるはずなのに。

　あいつらは人間を本能で襲う。正確には心臓の鼓こ動どう音を止めようと向かってくるのだ。だから、こちら側の世界に降り立つと、一番近い場所にいる人間、つまり僕たちを襲ってくるはずなのだ。

　なのに今回に限って、蜘く蛛もの子を散らすように四方八方に散らばっている。こちらへ向かってきている奴やつらもいるが、全く逆へ走り始めている奴もいた。

「なんだ？　僕らの他にここに人間がいるのか？」

　ありえないことではない。実際に以前、『黄金結社ゴルデイアス』にまんまと戦場で破は壊かいされたフレームギアを一機盗ぬすまれたことがある。それを基もとにして、鉄てつ機き兵へいなどというレプリカまで作られたくらいだ。

　あの時は姿を隠かくすステルス機能を有したアーティファクトを使われたからだが、今回もその類たぐいの物を使ってたりするかもしれない。

　だとしたら迂う闊かつに【流星雨メテオレイン】なんて使えないじゃないか。

　だけどどっちにしろ逃がすわけにはいかない。

「リンゼ！　離れていくやつを先回りして仕留めてくれ！　ユミナも後方のやつらから頼たのむ！」

『了解、です』

『わかりました』

　僕の言葉に従って、飛行形態のヘルムヴィーゲが高速で夜空を飛んでいく。

　その真下、反対側へ走り出そうとしていたフレイズが、後ろから核かくを射い貫ぬかれて粉々に砕くだけ散ちった。

　後方陣じん営えいからブリュンヒルデが放った、スナイパーライフルの一いち撃げきだ。ブリュンヒルデから放たれる晶弾は、次から次へと正確にフレイズの核を撃うち抜ぬいていく。

　遠えん距きよ離り狙そ撃げき専用の面めん目もく躍やく如じよってところだな。

「にしてもメチャクチャな動きだな……。もともと統とう率そつが取れてない奴らだったが、さらに輪をかけて酷ひどいぞ」

　そんな混戦の中、空間の亀裂が元に戻っていく。どうやら打ち止めらしい。よし、じゃあ僕も……。

『マスター！　第二波が来るデス！』

「なに!?」

『グングニル』で戦況分析にあたっていたパルシェの声がスマホのスピーカーに届いた。

　と同時に、元に戻った空間に再び亀裂が入り、盛大に割れていく。

　ガラガラと砕け散った闇の中から新たなフレイズたちが這い寄よるように出現する。

「なんだと……!?」

　それは大きさだけなら普ふ通つうの下級フレイズとあまり変わりなかった。

　しかし、その体は水すい晶しようのように透とう明めいではなく、鈍にぶい暗金色の輝きを放っていたのである。変異種、とでも呼べばいいのだろうか。形も歪いびつなフォルムを描いている。

　闇の中でぼんやりと光るその姿から僕は目を離せなかった。

　なぜなら薄うっすらとだが、その変異種は神気の加護をまとっていたからである。

　つまりそれは神の眷属だという証。

「あの邪神やろう……。厄やつ介かいなモノ生み出だしやがって……！」

　明らかにアレは通常のフレイズではなく、従属神を喰くった邪じや神しんが生み出したモノだろう。おそらく神気の加護といっても、貫つらぬけないほど強力な物じゃない。しかし普通のフレイズより段だん違ちがいにレベルが違うと思われる。

　こんなモノが生まれているってことは、邪神はもうすでに繭まゆから出てきたのか？

　僕の思考をぶった切るように、突とつ然ぜん変異種のフレイズが動いた。来るか!?

「な、に!?」

　変異種フレイズの鋭するどく伸のびた触しよく腕わんが、近くにいた下級種フレイズを貫いた。その腕は正確に相手の核を貫つらぬいている。

　にもかかわらず、下級種は砕け散ることがなかった。やがて下級種が奇き妙みような変化を始める。

　それは溶とけていた、と表現すればいいのだろうか。氷が水になるように、ではない。まるで水みず飴あめのように、粘質の状態に変化したのだ。

　やがてそれは変異種に混じり合うように取り込まれていき、貫いた核だけがその場に落ちて砕け散った。相手を取り込んだ変異種は一回り大きくなった気がする。

　喰ってやがる。直感的に僕はそう感じた。

　アレがしているのは『同族喰い』だ。ひょっとして、先に現れたフレイズは、この変異種から逃にげていたのか？　本能的に、決して勝てない相手だと感じていたから？

　そうしている間にも、変異種の触腕は次々と通常種のフレイズを襲おそっていく。僕らを無視し、まるで相手にすることなく。

　フレイズが人間を襲うのは『王』の核を見つけ出すためだ。それが使命であり、刷り込まれた本能である。だが変異種にはそれがないように思える。

　完全に邪神の使徒ってわけか。

『冬夜さん、いったい何が起こっているんですか？』

「わからない。ただ、どちらも僕らの敵には変わりない。ユミナ、そこからあの変異体を狙えるかい？」

『えと……大丈夫です。狙えます』

「頼む」

　ユミナが通信に答えた次の瞬しゆん間かん、通常種を取り込んでいた変異種が晶弾の衝しよう撃げきを受ける。

　暗金色のその体に小さな亀裂が入り、わずかに傾かたむくのが見えた。神気で増ぞう幅ふくされた僕の眼めが間違いなくそれを捉とらえる。なんて硬かたさだ。

　しかしその亀裂もすぐに再生を始める。が、それよりも早く二発目、三発目の晶弾が、変異種を確実に撃ち抜いていた。おいおい、ユミナってばすごいな……。

　暗金色のメタリックカラーで覆おおわれた変異種は、核の位置が見えない。しかし、ユミナは今までの経験から核のある位置を予測して撃っているのだろう。

　通常種が水晶の悪魔だとすれば、変異種はまるで金属の悪魔だ。その金属の悪魔に四発目の晶弾が当たった瞬間、初めて変化が訪れた。

　黒い煙けむりを上げながら、歪いびつな変異種が溶け始める。ゆっくりとアイスクリームが溶けるように、その形が崩くずれていく。その溶ける体の中に、ユミナの晶弾を受けて欠けた核を僕は見た。

　変異種もやはり核を砕くと活動を停止するようだな。砕け散るのではなく、溶よう解かいしてしまうところが不気味だが……。

「倒たおせないことはない……か。みんな、油断せず複数で討伐に当たってくれ。桜、支し援えん魔ま法ほうを頼むよ」

『わかった』

　桜の乗るロスヴァイセから増幅された歌唱魔法が戦場に放たれる。

　この曲は……アレか、イギリスはリバプール出身の四人組ロックバンドの曲か。僕のじいちゃんが一番好きだったバンドだ。僕のストックしている曲の中でも断トツの多さを誇ほこる。

「しかし……この曲のチョイスはどうなのか……」

　いや、桜には英語の歌詞はわからないから、純じゆん粋すいにメロディやリズム重視で選んでいるんだろうけど。

『助けてくれ！』って意味のその曲を受けて、フレイズたちの動きが鈍くなってくる。なるほど、相手の動きを制限する――――言ってみれば、素す早ばやさ低下の支し援えん効果か。

『行くぞ！　ブリュンヒルド騎き士し団だん突とつ撃げき！』

『『『『『応！』』』』

　騎士団長ちようのレインさんが駆かる白騎士シヤインカウントを先頭に、後方支援機を残した全機で突とつ撃げきを開始する。

　それに伴ともない、エルゼたちの専用機ヴアルキユリアも次々とフレイズ同士の乱戦に突入していく。

『粉、砕！』

　エルゼのゲルヒルデが放つパイルバンカーが変異種の体を撃ち抜く。しかし核に当たり損そこねたのか倒しきれず、触腕での反はん撃げきを食くらっていた。

　三撃目でやっと核を砕き、ドロリと溶け出した変異種フレイズから慌あわてて飛とび退のく。

『うええ。気持ち悪い』

　エルゼの感想に僕も概おおむね賛成だ。アレはフレイズであってフレイズではない、別の何かだ。

　しかしこの変異種が邪神の眷属だとして、フレイズを襲っているのは何な故ぜだろう。従属神を喰ったあの邪じや神しん獣じゆうは、ユラとかいう支配種に操あやつられていたんじゃないのか？　言ってみれば味方同士で争っているのだ。なにかおかしい。

「向こうでもなにかが起きてる……のか？」

　同士討ちしてくれるのならこちらとしては大だい歓かん迎げいだが、見たところ一方的な捕ほ食しよく者しやと餌えさの関係でしかなさそうだし、期待はできないだろう。

　変異種がパワーアップしても困るし、とりあえず両方をまとめて片付ける方針で問題はなさそうだ。

『マスター！　また空間が割れるデス！』

「なっ……！」

　パルシェからの報告に驚く暇ひまもなく、三たび割れた空間から飛び出してきたモノ。

　それは身体に水晶のような結けつ晶しようをまとった人型の怪かい物ぶつ。

「最悪だ……！」

　支配種。上級種のさらに上、フレイズの頂点に君臨する生命体。

　しかもあいつには見覚えがある。魔王国ゼノアスの王城で一度戦ったことがあったからだ。確かギラとか言ったか？

　その名の通り真っ赤な眼をギラつかせ、そいつは間ま違ちがいなくこちらを見て好戦的な笑えみを浮うかべた。

　あいつとは以前、ゼノアスの王城で戦っている。好戦的な支配種。残ざん虐ぎやくで傲ごう慢まんな殺さつ戮りく者しや。

　全身を結晶化した皮ひ膚ふで覆われたそいつ――――ギラは間違いなくこちらへと赤い双そう眸ぼうを向けていた。

　そのギラへ向けて、近くにいた変異種の触腕が鋭く伸びる。ガードレールほどの幅はばがあるそれを、ギラは苛いら立だたしげに片手で受け止め、難なく握り潰つぶした。

　バキャリと金属が軋むような音がして、握った部分が歪いびつにひしゃげる。さらにそのままそれを引き寄せ、力任せに変異種を放ほうり投なげた。

　投げられた変異種は荒野の闇の中へと消えていく。とんでもないパワーだな……。

　しかし下級フレイズが支配種に攻こう撃げきするとは……やはりあの変異種はフレイズという軛くびきから外れた存在らしい。そして、幸いにしてギラは邪神側ではないようだ。

　ギラはこちらへ視線を向けると、おもむろに右手の人差し指と中指の二本を伸ばす。暗闇の中に現れた小さな光の玉が、その指先に集まっていく。……マズい！

　ズアッ！　と眩まばゆい閃せん光こうと共に、レーザーのような光の束が、ギラの指先から放たれる。

「【リフレクション】！」

　反射魔法を発動し、正面に角度をつけて展開する。

「ぐっ……！」

　光の奔ほん流りゆうは僕の展開した反はん射しや壁へきにはね返され、夜空の彼方かなたへと消えていく。ビリビリとした振しん動どうが空気中に響き渡った。

　かなりの威い力りよくだったがおそらくアレは全然本気じゃない。前に同じような攻撃を受けたが、あれより威力があったからな。

　僕に対する軽い挨あい拶さつってとこか……。ふざけた奴だ。ならこっちもご挨拶しないとな。

【ストレージ】から晶材でできた大きなハンマーを取り出し、【パワーライズ】で強化した膂りよ力りよくで担かつぎ上あげる。

「【テレポート】」

「!?」

　僕は一いつ瞬しゆんでギラの背後に転移し、振りかぶったハンマーをホームランをかます勢いで思いっきりスイングする。

　ゴッ！　とギラの背中にインパクトする寸前に【グラビティ】を発動し、破は壊かい力りよくを上げた。

　そのまま振り抜くと同時にハンマーを手放す。ギラとハンマーはそれぞれ別々の方向へと吹ふっ飛んでいった。

　荒野の地面をもんどり打って数十メートルも転がる支配種。は、ざまあみろ。

　しかしその勢いが止まると、なんでもないかのように奴は平然と立ち上がった。ち、やっぱりあまり効いていないか。

「よォ、トウヤ。不意打ちたァ、なかなかやってくれるじゃねェか」

「今日はお前ばかりにかまってられないんでね。そのまま寝ねてくれりゃありがたかったんだが」

　好戦的な笑みを浮かべたギラと僕が対たい峙じする。【ストレージ】から剣けん銃じゆうブリュンヒルドを取り出し、ガンモードにして右手に握った。

「忙いそがしいのはこっちも同じなンだよ。ユラの野や郎ろうを早くぶちのめさなきゃならねェからなァ。……まさかとは思うが、トウヤ、テメェが匿かくまってンじゃねェだろうな？」

「……なに？」

　どういうことだ？　あのニート神とつるんでいたと思われる支配種……ユラ。あいつがなにかしたのか？

　いやそれよりも。

「……匿っているってのはどういうことだ？　まさかそのユラって支配種がすでにこっちの世界に来てるっていうのか？」

「……ホントに知らねェようだな。チッ、面めん倒どうくせェ。あの野郎、どこ行きやがった」

　顔をしかめてギラが舌打ちをする。察するにユラの行方ゆくえを捜さがしているのだろう。仲間としてなのか、敵としてなのかはわからないが。

　どっちにしろ、もしもそのユラって支配種がこちらの世界へ来ているというのなら大変なことになる。

『揺ゆり戻し』で次元の狭はざ間まに戻されたとしても、何回もそれを繰くり返かえされては、こちらに存在が定着してしまう。そうなったら……。

「……邪神の繭はどうなった。あの変異種はそこから生まれたものだろう？　あれはそのユラって奴の仕し業わざか」

「あ？『光る卵』のことか？　テメェ、あれがなにか知ってンのか？　ユラの野郎が残したモンだろうが、殴なぐっても斬きりつけても傷ひとつ付きゃしねェ。ありゃあ何だ？　ウチの兵隊どもを取り込ンで、気色悪りィ変なモンに作り変えやがる」

　ギラの話を聞きながら、安あん堵どの息を吐く。繭はまだ孵ふ化かしてないのか。そしてまだ次元の狭間にある。ユラと一いつ緒しよにこっちの世界に来てなくてよかった。

　つまりユラはギラたち他の支配種と袂たもとを分かったということか？　邪神の繭を放置して独自に動いているようだが、それがなんとも不気味さを感じる。邪神の繭を捨てたというわけではあるまい。くそっ、なにがどうなっているかさっぱりだ。

「まァ、野郎が何を企たくらんでいようと関係ねェ。俺おれ様の邪じや魔まをするならブチ殺すだけだ」

「……同じ支配種だろ？　仲間じゃないのか？」

「そんなもンを持った覚えはねェな。俺様の邪魔をする奴は誰だろうと敵だ。てめェと同じにな」

　ギラが右みぎ腕うでを水晶の槍やりのように変化させ、僕へ向かって突っ込んでくる。

「【スリップ】！」

「ガッ!?」

　転てん倒とう魔ま法ほうで足を滑すべらせたギラが顔面から地面にダイブする。倒れこんだヤツに向かって晶弾をぶち込もうとするが、それよりも早くギラはその場から逃れてしまった。

　槍になった右手の肘ひじから先をアンカーのように近くの岩に撃ち出し、食い込んだそれを引き寄せて【スリップ】の射程距きよ離りから身体ごと脱出したのだ。

「テメェ！　また妙な術を使いやがったな！」

　怒いかりに顔を歪ゆがませたギラがこちらを睨にらむ。失礼な。戦いにおける効果的な魔法だろうが。

「気に入ったんなら何回でも転ばせてやるぞ？」

「ケッ、面倒くせェが……要は地面に触ふれなきゃいいンだろうが！」

　ギラがそうつぶやくと両足の踵かかとのあたりから、小さな突とつ起きのようなモノが伸びた。すると、ヤツの身体がふわりと地面から僅わずかに浮いて静止する。おいおい、ズルくないかそれ!?

　しかし、よく考えれば飛行型フレイズもいるんだし、支配種が飛べてもおかしくはない。

「これでもう滑ることもネェ。それじゃあ仕切り直しといくぜ！」

　浮いているのにまるで大地を駆けるように、ギラが僕ぼく目め掛がけて突とつ進しんしてくる。

　ガンモードのブリュンヒルドを構え、ギラへ向けて晶弾を連射するが、その勢いは止まらない。顔面や胸部に弾だん丸がんを受けても平然と、こちらへ向けて穂ほ先さきとなった腕うでを繰り出してくる。

「ッ、【アクセル】！」

　水晶の槍が僕の胸に届く寸前に、加速魔法を使いギリギリで回かい避ひする。

　しかしギラはその動きを見て、浮いていた足で地面を勢いよく蹴けり、僕の方へ強ごう引いんに方向転てん換かんして突っ込んできた。

　ショルダータックルをかまされるような形になったその瞬間、ギラの肩かたから鋭えい利りな棘とげが数本伸びていることに気付く。マズい！　これは避よけられない！

「【シールド】ッ！」

　咄とつ嗟さに不可視の盾を展開し、棘が身体に刺ささるのだけは回避したが、タックルの勢いは殺せず、僕は無様に吹っ飛ばされて地面を転がった。

　体勢を整えるためにすぐさま立ち上がろうとすると、ギラの姿がない。見上げると、槍だった右手を元に戻もどしたギラが、空中でその拳こぶしを振ふりかぶり、こちらへと打ち下ろそうとしていた。

　横っ飛びにそれを躱かわすと、ゴガァッ！　という轟ごう音おんと共に地面を揺らすほどの大きな衝撃が襲ってきた。ギラが放った拳は大きく地面を抉えぐり、放たれたその破壊力をありありと示していた。なんてパワーだ。

「ちょこまかと避けるのだけはうまいじゃねェか」

　そう言ってギラは不敵な笑みを浮かべる。

　くっ、ここまで速い攻撃だと【テレポート】で避けるのは難しいな。アレは転移先を認にん識しきする必要があるから、その一瞬が命取りになりかねない。

　かと言って、【アクセル】の速さにもついてくるような奴だ。はじめの時のような不意打ちは二度とできまい。

　おまけにあの硬さ。ぶちかました晶弾が頭と胸にめり込んではいるが、二センチもいってないだろう。

　支配種もフレイズである以上、こいつにも核があるだろうと思われる。しかしそれがどこかわからない。

　通常のフレイズなら体が透すき通とおっているため核が見えるのだが、支配種の場合、身体から伸びた結晶部分は透けているものの、それ以外は不ふ透とう明めいだ。

　人間の器官で考えるなら、脳か心臓……頭部か胸部なんだが……。くそっ、こんなことならエンデが連れていた、同じ支配種のリセに聞いておくべきだった。

「手段を選んでいる場合じゃないな……」

　僕は身体の奥おくにある神力を増幅して全身に巡めぐらせる。【神しん威い解かい放ほう】による効果で爆ばく発はつ的てきな神気が放たれた。

「あ？　なんだそりゃ？」

　ギラが僕の変化に眉まゆを顰ひそめる。

　髪かみの色は変わったみたいだが、少ししか伸びてはいない。ある程度コントロールできるようになってきたのだろうか。

「虚こ仮け威おどしならもっとマシな姿に化けろってンだ、よッ！」

　一瞬で僕の懐ふところへ踏ふみ込んだギラが、大地を砕いたあの拳を放ってくる。僕には唸うなりを上げて迫せまるその拳がはっきりと見えた。

　神気をまとった左手でギラの拳をしっかりと受け止める。

「な、にィ？」

　目を見張るギラをよそに、そのまま掴つかんだ拳に力を入れていく。メキメキ、という軋む音が、やがてバキバキィッ、と変化して、ギラの拳は粉々に砕け散った。

「ッ！　この野郎ッ！」

　ギラが飛び退きながら、砕けていない左手をこちらへと向ける。次の瞬間、五本の指が猛もうスピードで僕を貫こうと伸びてきた。

　見える。僕はその指を神気で強化されたブリュンヒルドの刃やいばで全すべて叩たたき落おとす。五本の指はまたもバラバラに砕け散った。

「テメェ！　なにしやがったッ!?」

「ちょっとしたインチキだよ。余よ裕ゆうがないんでね、使わせてもらった」

　軽口を叩くが、実際に余裕がない。【神しん威い解かい放ほう】による神化での戦闘は身体に負担がかかる。今はまだいいが、この身体でこいつと戦って勝ったとしても、元の身体に戻ったときに気を失うなんてことになりかねない。

　早目に勝負を決めないと。フレイズだけならまだしも、変異種だって残っているんだからな。

「余裕かましてくれるじゃねェか、人間のくせによォ！　だったらこっちも容よう赦しやしねェ！　覚かく悟ごしやがれ！」

　バキバキとギラの砕けた右拳と左手の指が再生していく。しかし、変化はそれだけではなかった。

　ギラの身体の結晶部分がものすごい勢いで成長していく。額から胸、腹にかけて剥むき出しになっていた部分さえも覆われていき、両眼以外の全身が水晶の塊かたまりで埋うめ尽つくされていく。

　爪つめ部分が凶きよう悪あくな形に変化し、背中から何本も鋭い結晶が伸びる。額には一本角が、挙句に長い尻尾しつぽまで生えてきた。

　晶獣化とでも言うのか、例えるなら水晶の獣じゆう人じん。竜りゆう人じん族ぞくにフォルムは似ているが、その凶悪さは比べるべくもない。

　ひょっとしてこれが支配種の真の姿なのか。

「オラァッ！」

　振り下おろしたギラの爪から衝しよう撃げき波はのようなものが飛ばされる。神化した眼のおかげでそれを見み抜ぬいた僕は、間かん一いつ髪ぱつでなんとか躱すことができた。が、背後にいた複数のフレイズたちは無残にもバラバラに切り刻まれる。

　神気を纏まとわせた晶弾を連続でギラへ向けて撃ち放つ。ギラは腕をクロスさせ、その弾丸を防ごうとするが、神気でコーティングされた弾たまはその腕に深々とめり込んだ。

「なにィッ!?　【結晶武装】された俺様の腕を砕くだと!?」

　よし！　神気ならあの装そう甲こうも貫ける。しかしギラの腕にめり込んだ弾丸は、傷が再生すると同時に外に押おし出され、地面へと落ちてしまった。

　これではいくら切り刻んでも撃ち砕いても効果がないぞ。やはり核を砕かないとあいつは倒せないようだ。

「ふざけやがって……！　なめてンじゃねェぞ！　ぶち殺してやンよ、トウヤァァァァ!!」

　ギラが怒りの咆ほう哮こうを放つ。表情は装甲に覆われて見えないが、よほど頭にきたのだろう、全身が小刻みに震ふるえている。

　いや……なんだ？　小刻みに震えていたギラの身体がやがて大きく痙けい攣れんし始めた。それと同時にヤツの全身から光が溢あふれてくる。まさかこいつ……上級種が放った荷か電でん粒りゆう子し砲ほうみたいなモノをぶちかます気か!?

　光は渦うずを巻き、辺りを眩まばゆく染めていく。周りで戦っていたみんなも異変に気付き、その動きを止めた。

「マズい、このままじゃ……！」

　あいつは確実に僕を狙ねらってくるだろう。神化した今なら躱すことも可能かもしれないが、射線上で誰かがフレイズと戦っていた場合、巻き込まれてしまう。

　そんなことは関係無しにギラはさらに輝かがやきを増していく。

　ふと、ヤツの喉のど元もとに赤く光るビー玉のようなモノが見えた。アレは……もしかしてアレが支配種の核か！

　そういえば上級種も荷電粒子砲もどきを撃つ前は核が光っていた。間違いない。アレを砕けば……！

「こいつで終わりだ！　くらいやが、れッ!?」

　ギラの全身から巨きよ大だいな光の奔流が放たれようとしたその瞬間、凄すさまじい衝撃がヤツを襲った。

　どこからか飛んできた巨大な水晶の弾丸は、ギラに直ちよく撃げきしたことにより周りにキラキラとした破は片へんをばら撒まきながら粉々に砕け散った。

　ギラは吹っ飛ぶこともなく、二、三歩よろめいただけであったが、その隙すきを見み逃のがす僕ではなかった。

　神気を最大に纏わせたブリュンヒルドの弾丸を、ヤツの喉のど元もと目め掛がけて撃ち放つ。ガラスが砕け散るような音が月の無い夜空に大きく響き渡わたった。

「……ア？」

　間ま抜ぬけな声を漏もらして、ギラが自らの喉元に手をやる。ブリュンヒルドで撃ち抜かれた風穴は、核ごと首を貫いていた。

　ガラガラとギラの身体から水晶の装甲が剥はがれ落おちていく。同時に神気に耐たえられなかったのだろう、僕のブリュンヒルドもリボルバーの部分から砕け折れた。

「アり、え、ねェ……」

　生気を抜かれるように、ギラの全身が結晶化してゆく。そのまま水晶の塊となったギラが前のめりに倒れ始め、地面に倒れこんだ衝撃で木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散ってしまった。

　しばらく静観していたが、元に姿に再生する気配はない。倒せた、か。

　僕ぼくはゆっくりと最後のチャンスをくれた遠くの女め神がみの方へと視線を向けた。

　そこには構えていたスナイパーライフルを下ろす銀のフレームギア、ブリュンヒルデの姿が闇やみ夜よの中に浮かんでいた。さすがユミナだな。この距離で当てるとは……。助かった。

　息をひとつ吐はいて神化を解除する。次の瞬間、ものすごい疲ひ労ろう感と目眩めまいが起こり、まったく立っていられなくなった。

　膝ひざから力が抜けるようにくずおれて倒れ込むところだったのを、現れた誰だれかが横から支えてくれる。

「お疲つかれ様さまなのよ。あとは私たちに任せるのよ」

「なかなか見み応ごたえのある戦いだったよ。やるじゃないか」

　重くなった瞼まぶたを無理やり開くと、そこには見慣れた顔があった。安堵のためか思わず苦く笑しようが漏れる。

「毎回遅おそ過ぎない？　姉さんたちは……」

　変異種や僕の神気を感じて飛んできたのだろう。花か恋れん姉さんと諸もろ刃は姉さんが僕の腕を掴んで立たせてくれていた。

「まあ、そう言わんでくれ。今回はワシが君の成長を直に見たいと、手出しをせんように二人に言ったからなんじゃ」
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　目の前にこれまた見覚えのある人物が現れた。あれ？　世界神様まで来たの？　ってそりゃ来るか。今は地上に降りてるんだもんな。他の人、っていうか神様たちは来てないようだけど。

　耕こう助すけ叔父おじさんたちはわからないが、酔花は絶対酔よって寝てるからだとぼんやりしてきた意識の端はしっこで考える。くらりと眩暈めまいがして、周りがブラックアウトしてった。

「あ、やば。限界、かも」

「あとは大だい丈じよう夫ぶじゃ。アレらを片付けたら、他のみんなもワシが転移魔法で帰き還かんさせるからの。安心して休みなさい」

「そ、ですか……ん、じゃ、お言、葉に甘あまえ……て……」

　疲労感からくるものなのか、抗あらがいきれない睡すい魔まのようなものに打ちのめされ、僕はあっさりと意識を手放した。
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　気がついたらお祭りが終わってた。

　なにを言ってるのかと思われそうだが、つまりは二十四時間以上僕は寝てたってことだ。正確には三十六時間。

　思ったより神化状態での戦いは疲労が激しく、回復するのにそれだけかかったのだ。

　僕が気を失ったあのあと、ユミナたちと騎士団のみんな、それと諸刃姉さんで、残ったフレイズや変異種たちを片付けてくれたらしい。

　変異種は邪神の眷けん属ぞく。神気をまとってはいるが、薄っすらとしたものであるため、倒せない相手ではない。

　地上に影えい響きようを与あたえるようなことに神々は神力を振るえないが、それでも姉さんたちなら変異種ごときに後おくれはとらない。

　変異種を倒したその後、世界神様の【ゲート】でブリュンヒルドにみんなで戻ってきたんだそうだ。で、僕はベッドに直行。フローラの診しん察さつを受けて、ただの疲労と判明し、そのまま眠ねむり続けたというわけだ。……三十六時間も。

　僕が寝ている間、お祭り最終日の武術大会はつつがなく進行し、結果だけ言うと、決勝戦はレスティア騎士王と重じゆう太た郎ろうさんが激げき突とつ。僅かの差で重太郎さんが競せり勝かったという。

　観客席での家いえ泰やすさんらイーシェン勢の喜びようはすごかったらしい。ブリュンヒルドに住む人たちも一緒になって喜んでいたそうだ。よくよく考えたらこの国の住民もイーシェンからの移住者が多いからな。そりゃあ同郷の人の活かつ躍やくは嬉うれしいだろう。

　授賞式は僕がこんな状態なので、宰さい相しようの高坂さんが代わりにやってくれた。優勝は重太郎さん、準優勝はライ・ハルト（偽ぎ名めい）ことレスティア騎士王。そして第三位はなんと竜人族で冒ぼう険けん者しやのソニアさんだった。

　他にもレオン将軍とリオンさんの親子対決とか、ミスミド獣王と馬場の爺じいさんの激げき闘とうとか、面おも白しろそうな組み合わせもあったのに、見み損そこなうとか残念だった。

　結局、閉会式も高坂さんが執とり行おこない、その後、後夜祭ということで、夜通し城下町は大おお騒さわぎだったという。

　そして楽しい祭りは終わり、朝が来て皆みなさんもお帰りになり、昼前にやっと僕が目覚めた、と。

　僕の部屋には気を使ったのか九人の婚こん約やく者しや＋琥こ珀はくと瑠る璃り、ポーラだけが集まっていた。

「嘘うそん……」

　集まったユミナたちの説明を聞いて、ベッドの上で頭を抱かかえる。

　無いわー……。ゲストの皆さんを放って置いてずっと寝こけるとか無いわー……。

　事情はちゃんと話してあったから、気を悪くするどころか、ロードメアやフェルゼン、ハノック、ゼノアスなどのユーロン付近の王様たちからは感謝されたそうだ。だけどそれにしたって……。

　各国の王様たちやゲストの皆さんは、世界神様の開いた【ゲート】で朝早くそれぞれの国へ帰って行ったようだ。

　僕以外の【ゲート】が使える人物に王様たちは驚おどろいたようだが、ラミッシュ教皇猊げい下かが僕の祖父だと紹しよう介かいすると、みんな納なつ得とくしたという。

「情けない……」

「しっ、仕方ありませんわ！　あれだけの死し闘とうを演じたのですもの！　倒れて当然ですわ！」

　ルーが優やさしくフォローしてくれるが、それがまた心に痛い。

　神化した時点である程度のリスクは覚悟していたが、まさかこんなことになるとは。いろんな人に迷めい惑わくをかけちゃったなあ……。

　タイミングが悪かったと言えばそれまでだが……はあ。ギラの馬ば鹿か野や郎ろう。

「そこまで気を落とさなくてもいいでしょ。お祭り自体は大成功だったんだし」

　いや、エルゼの言う通りなんだけれども、ね。やっぱり最後まできちんと進行したかったなあって。

「来年は拙せつ者しやも武術大会に参加したいでござるなあ」

「私わたくしも。兄上も八や重えさんのお兄様と再戦を望んでいるでしょうし」

　八重とヒルダが笑い合いながら来年のことを話す。っていうか、やっぱり来年もやるのか。やるなら今度はもっと準備期間をとらないとなー。

「と、そういえば世界し……じいちゃんは？　もう帰った？」

「ええ、朝方に。転移魔ま法ほうでお帰りになられました」

　あちゃあ。いろいろお世話になっときながら何もお礼をできなかったなあ。あとでお詫わびの電話しとかないと。

　ともかくベッドから起き上がり、身体を動かしてみるがなんら不調はない。これなら普通に今日から動けるな、と思ったら、みんなに無理やりベッドの中へ押し込められた。

「どうせ今日の予定は全部キャンセルしてしまったのだから、今日一日はゆっくりしてなさいな。きっちり休むのも大切なことよ。それにあなたが休まないと下の者も休みにくいわ」

　リーンにそうまで言われると、反論することもできない。

　渋しぶ々しぶと僕がベッドに潜もぐり込むと、みんなは部屋を出ていき、琥珀と瑠璃だけが残った。どうやらお目付役らしい。

『さあ主、どうかお休み下さい』

「って言ってもさあ。三十時間以上も寝た後だし、正直眠くないんだよね……」

　逆に寝ね過すぎて身体が重い気がする。少し動かした方が絶対にいいんだけどな。

　ベッドから転移魔法でこっそり抜ぬけ出すのは難しくないけれど、あとでバレた時になに言われるかわからないし。

「そういや珊さん瑚ごと黒曜、紅玉は？」

『珊瑚たちは酔すい花か殿どのと酒場へ、紅玉は放っていた配下の者たちと城下町の様子を見に行っています』

「酒場って」

　琥珀の報告に思わず苦笑してしまう。珊瑚と黒曜は最近酒の味を覚えたのか、酔花とよくつるんでいるようだ。大酒飲みを蟒蛇うわばみとも言うし、なんとなく似合っているような気もするけど。

『まったく……。あいつらは主が寛かん容ようなのをいいことにつけあがりおって……』

『そんなことを君が言えるのか？　祭りが始まる前日まで、中庭で猫ねこのように惰だ眠みんを貪むさぼっていた君が？　珊瑚たちも君だけには言われたくあるまいに』

『なっ、なにを!?　そう言う貴様こそ厨ちゆう房ぼうでクレア殿どのからおやつをしょっちゅうもらっていただろうが！』

『……あれは味見だよ。主の好みに合わせて私がチェックしていたのだ』

『屁へ理り屈くつ言うな！』

　部屋の中でぎゃいぎゃいと口論を始めた仔こ虎とらと仔竜にうんざりしていると、窓の外から小さく燃える赤い羽が二つ飛んできて、二匹ひきの額に命中した。

『『熱あっつ!?』』

　額を床ゆかに擦こすり付つけるように悶もん絶ぜつする二匹をよそに、窓から紅玉がすいっ、と翼つばさをはためかせながら入ってきて、机の上にとまる。

『お休みになられている主の前で、なにを騒さわいでいるのです。もう少し気を遣つかいなさい』

『『しかし、こいつが！』』

『なんです？』

　反論しようとした二匹ふたりだが、紅玉にギロッとした視線を向けられて思わず黙り込む。おお、こわ。

　普ふ段だんは温おん厚こうな紅玉だが、怒おこると一番怖こわいのはこの子かもしれない。

「おかえり、紅玉。街の様子はどうだった？」

『はい。祭りの後片付けに皆みな忙いそがしそうでした。午前中はどの店も前の通りの掃そう除じをして、営業は午後からになるようです』

　うーん、ま、そうなるか。後夜祭での客が捨てたゴミやらを片付けないといけないだろうしな。そこらへんも次までの課題だなあ。ゴミ箱とかを町中に設置してみるか。大きな焼しよう却きやく炉ろとかあると便利かな。

『泊とまっていた宿しゆく泊はく客きやくもそれぞれ旅立ち始めたようです。数日で元の状態に戻るかと』

　宿屋『銀月』もやっと忙しさから解放されるか。ミカさん大丈夫だったかな。

　……そういやランツ君を手伝いに回したままだったな。祭りの間、騎士団の一員ではなく、食堂のウェイターとして働かせてしまった。後でポケットマネーで特別手当出だしとこう。ミカさんになにか買ってあげられるくらいの額をな。

「そういや祭りの間、逮たい捕ほした奴やつらってどうなった？」

『鉱山送りになるほどの者はいなかったので、それなりの刑けい罰ばつに処したのちに解放される予定です。大半が酔って騒ぎを起こした奴らですので』

　この世界じゃ武器を身につけているのは普ふ通つうだからね。酔った喧けん嘩かの果てに殺し合い、なんてのがザラにある。なんにしろ被ひ害がいが少なくてよかった。

「みんなご苦労さま。それじゃ今日はもう自由にしていいから、紅玉も琥珀たちも休んでくれ」

『……抜け出す気ですね？』

「ぐっ」

　鋭するどい。すすすっと紅玉から視線を逸そらす。仕方ないだろ。じっとしてるの苦手なんだよ。

『我々は主の僕しもべです。抜け出すというのなら従うまでですし、見て見ぬ振りも致いたしましょう。ですが、抜け出したことが奥おく方がた様たちに露ろ見けんした場合の覚悟はお有りで？』

「う」

　それを言われると～……何も言い返せなくなるのだが～……む、う……。

　最近ユミナたちは僕がどこにいてもわかるようなスキルを手に入れているからな……。抜け出したら確実にバレるよなあ……。

「大人しく寝てるしかないか～……」

『それが賢けん明めいかと』

　半分軟なん禁きん状態だよな、これ。はぁ。休みってのは寝ることだけじゃないはずなんだが。

　暇なんでベッドで横になりながらスマホで元の世界のネットニュースを流し見る。あの俳優さん亡なくなったのか……残念だな……。解散総選挙かあ。一回くらいは選挙行きたかったかなー。

　おっと、ついでにゲストの皆さんにお詫びのメールを送っておこう。後でちゃんと電話もするけど今は忙しいかもしれないしな。

　スマホを渡してない国の方々には……あとで『ゲートミラー』を使って手紙を送るしかないか。

　うーん、やっぱり面倒だなあ。さっさと同盟結んでスマホ渡しちゃうか。その方が他の国家間でもいろいろ便利だろ。

　そう考えると、この祭りの時がチャンスだったのにな……。つくづくもったいないことをした。僕以外の首脳陣じんは後夜祭でいろいろと会談をしたらしいので、有意義だったようだけど。

　少なくとも魔ま王おう国ゼノアスは同盟参加を表明したし、そこらへんもよく話し合わないといけないな。

　あまりにも暇なんで、【ストレージ】の中から裏世界で手に入れた本を取り出す。原本はバビロンの『図書館』に納めたので、これは『工房』で複製したものだが。きちんとアレント語も翻ほん訳やくしてある。

　そのうちの一冊、『レディア魔法解説書』を読み始める。

　要はレディアなんとかという人が書いた魔法の専門書だ。しかし内容はこっちの世界のと比べ、随分と大雑把なものだった。

　あちらの世界では魔法というものは素質のある者だけが使える珍めずらしい術、といった感じらしい。

　なぜ魔法がこれほど衰退している……いや、発展していないのかと言うと、やはりゴレムに原因があるようだ。

　そりゃあ、何年も修しゆ行ぎようして身につけたファイアボールよりも、古代機体レガシイのゴレムが放つファイアボールの方が威力があるならみんなそっちを選ぶ。

　修行も必要なく、誰でもそのゴレムを所有していれば魔法と同じ能力が使えるのだ。

　問題があるとしたら入手困難でかなり高価であるということと、その場に応じて魔法というか、その能力を使い分けられないってことか？　発火能力を持つゴレムはそれしかできないようだし。

　でもそれは火属性しか持たない魔法使いも同じことだしなあ。

　そんなことを考えながら本を読んでいると、『研究所』に籠っているバビロン博士から着信があった。

「はい、もしもし？」

『冬夜君か？　例の物がついに完成したよ。これで向こうの世界と行き来が可能になる！』

「お!?」

　例の物って……アレか、向こうの世界に設置する次元門か！

　バビロンに設置してある次元門だけでは自由に行き来ができない。行きっぱなしだ。帰りは毎回神界経由で帰ってこなければならない。

　こちらからあちらへ、あちらからこちらへと、行き来を可能にするには、向こうにも互たがいにリンクした次元門を設置する必要がある。それが完成したのだ。

　あとはそれを【ストレージ】に収納して向こうの世界へ持ち込み、安全な場所へ設置すればいい。

『ただ、相変わらず莫大な魔ま力りよくを必要とするから、冬夜君と一緒じゃないと転移できないがね』

「いやいや、変に誰でも使えるよりは安全だと思うけど」

『ま、そうなんだが……。それで早速だが起動実験をしたいんだけど、これからどうかな？』

「あー……ごめん、いま軟禁中」

『は？』

　かくかくしかじかと現在の状じよう況きようを説明し、実験は明日以降ということにしてもらった。

　どうやら明日からまた忙しくなりそうだ。







第三章　闇市場の惨劇







「これが次元門マーク２だ。といってもデザインとかは同じだがね」

　博士が指し示すその先、バビロンの『庭園』に設置された次元門。その隣となりにまったく同じ物がもうひとつあった。

　フランスの凱旋門を小さくしたようなアーチ形の白銀の『門』。マーク１？ と同じように、アーチ中央の上部に半月形のメーターもある。

「この二つの次元門は時空魔法でリンクしていて座標軸を異空間で固定……まあ、つながるようになっている。マーク２を向こうの世界へ設置すれば、行き来が可能になるはずだ」

「なるほど。あとは向こうで安全な場所に設置すればいいわけか」

　莫大な魔力を注ぎ込まなければ起動自体はしないので、向こうの世界からこちらへと誰かに渡られる心配はほぼ無い。しかし門自体を破は壊かいされるとそれはそれで困る。

　何処どこか人里離はなれた場所にでも魔法で結界を張り、完全に干かん渉しようされない場所を作るかな。

　あ、向こうでゴレムを手に入れて、そいつをそこの番人にしてもいいな。

「これで私たちも向こうの世界へ渡れるんですね」

　門を見上げながらそうつぶやくリンゼに、博士は申し訳なさそうに視線を逸らす。

「あー……そのことなんだが。実はまだ調整が完かん璧ぺきじゃなくてだね。今回冬とう夜や君と一緒に向こうへ渡ろうとすると、条件が限られるんだよ」

「限られる……って人数がでござるか？」

　八や重えが博士に尋たずねる。人数制限があるのか？　できればみんな連れて行きたいところだが。

「人数というか質量だね。まあ地上での重量に換算すると冬夜君以外は一人48kg以下……まあ安全を取れば45kgくらいまでなら問題無い」

　博士の無慈悲な言葉に数人がピシッと固まった。おい……どうすんだ、この空気。

　城の脱衣所には僕の作った正確な体重計が置いてあるので、みんな自分の体重はわかっているはずだけど。

　聞くまでもなく幼女ボディの博士とスゥは問題ないとして、小こ柄がらなユミナとリーン、そしてルーも多分大丈夫なのだろう、それほど焦ってはいなかった。

　無表情で首を捻っている桜を境目として、目を逸らし続ける、八重、ヒルダ、エルゼ、リンゼら年長組。

　いや、女の子の十五、六歳さいの平均体重なら50kg超えててもおかしくないんじゃないの？　よく知らんけど。

　こっちの世界の女の子も体重を気にするんだよな……。割と男子はあまり気にしてなかったりするんだが。

「というか、まずは僕があっちへ渡って安全な場所を見つけないとダメだろ。みんなでぞろぞろ行ってから、何か問題が起こって帰れない、ってなるのも怖いし」

　僕が根本的なことを述べると、沈しずんでいた年長組が息を吹ふき返すかのように、一いつ斉せいに話し始めた。

「そ、そうでござるよ！　まだ確実に安全とは言えないでござるし！」

「八重さんの言う通り！　時期尚早です！」

「そうよね！　急がなくても逃にげるわけじゃなし！」

「そ、それではみんなで行くのはまた今度ということで……」

　なんとなく彼かの女じよらの考えていることがわかるが、あえて口にはしない。男が踏み入ってはいけない領域というものは存在するのだ。

　ユミナたちも特別反論はしなかった。確かにまだ時期尚早な感は否いなめないからだろう。スゥだけはちょっとむくれていたが。

「ま、確かにその方が確実かな。設置してから細かい調整をした方が安全だし」

　軽く博士が頷うなずくが、だったら最初からそう言えっての。余計な緊きん張ちよう感かんを味わったじゃないか。

　ともかく【ストレージ】に次元門マーク２を収納し、マーク１を起動するために魔力を込めていく。こないだあれだけ注いだのに、一回の転移でほぼカラになっているな。

　この燃費の悪さも改良点かなとも思うが、この方が僕しか起動できないし、安全とも言えるか？

　半月板のメーターが完全に全開になると、門の中に揺らぎが生じた。どこかの荒地のような風景が見える。

【ストレージ】の中のマーク２はまだ設置してないので、おそらくまたランダムにつながったのだろう。

　ま、向こうに行けば聖王国アレントの聖都アレンに【ゲート】で転移できるから問題はない。

　前回は黒曜、珊瑚、紅玉だったので、今回のお供は琥珀と瑠璃だ。

『いいですか。主に恥をかかせぬよう、節度をもって事にあたるのですよ？』

『二人ともケンカしちゃだめよう？』

『やっぱり心配じゃな……』

『『子供扱あつかいするな！』』

「おおい、行くぞー」

　琥珀たちがなにやら揉めているが、大だい丈じよう夫ぶかいな。時間がないんだからさっさと行くぞ。

「じゃあ行ってくる。明日か明後日には帰るから」

　転移の際の時間のズレを考えると、一日くらいで設置できる場所が見つかればいいんだけど。ま、なんとかなるだろ。

「いつもみたいに無茶なことはしないでくださいね？」

　ユミナに釘を刺されてしまった。いや毎回初めから無茶をする気はないんだけど。結果、そうなってしまうといいますか……。

「冬夜殿は周りに流されてしまうところがあるでござるからなあ」

「その場の勢いで行動してしまうことも多々ありましたわ」

「なんかトラブルがあっても首を突っ込まないこと。いい？　わかった？」

「じゃ、じゃあ行ってきまーす！」

　ユミナに続いて、八重、ヒルダ、エルゼたちが追い打ちをかけるように迫ってきたので逃げるようにして次元門をくぐる。

　相変わらずのゴム膜を通とおり抜けるような不快感を味わいながらさらに一歩踏み出すと、そこは次元門から見えた荒地だった。

　岩だらけの向こうにはさらに高い岩場が見える。映画で見た西部開拓時代のアメリカみたいだな。向こうから騎兵隊とかがやってきそうだ。

『ここが別世界ですか……』

『見た目はあまり変わりませんね』

　琥珀と瑠璃がキョロキョロと辺りを見回す。町中じゃないし、僕らの世界とそこらへんはあまり変わらないからな。

「とりあえず場所を検けん索さくっと……うわ、またアレントから遠くに出たなあ」

　呼び出したマップを確かく認にんすると、裏世界の地図で東南……ひっくり返した僕らの世界の地図だと、ちょうどサンドラ地方の南方あたりだ。アレントはロードメアあたりだから、かなり遠い。

　まあ、遠くに出ようが【ゲート】をくぐればアレントには行けるのだけれど。

「さて、どうするかな。人ひと気けのないところに設置するなら別にここでもいいんだが……」

　見み渡わたす限りの荒地。人の影も形もない。道もないし、こんなところに来る人間はあまりいないんじゃなかろうか。条件としては悪くない。

『しかし主。このようなところに設置しては魔ま獣じゆうなどに壊されたりするかもしれません』

「だよなあ……」

　琥珀の言うことも一理ある。初めて来たときに出会った、あの双頭竜のようなヤツがウロチョロしていたのでは、門を破壊される可能性だってあるからな。

【シールド】で不可視の壁かべを作るだろ、そして【ミラージュ】で岩かなにかに偽ぎ装そうして……それで大丈夫とは思うんだけれど、さすがにここじゃ不安かなぁ……。

　一番いいのは一軒家でも建てて、その地下室とかに設置する……かな。偽装にもなるし、ある程度安全だし。

　贅沢をいえば誰か留守番をしてくれる人がほしいけど、そう都合よく見つからないよな。

　琥珀たちのような召しよう喚かん獣じゆうを呼び出してもいいんだが……僕があっちへ帰ったら消えちゃうし。しまった。こっちに設置する魔力タンクも作ってもらっとくんだった。

「……ここはやはり、ゴレムを手に入れる方向でいきますかな？」

　自分の中でなんだかんだと理由をつけて、ゴレムを手に入れることに決めてしまう。こちらの商人、サンチョさんに聞いた話だと、かなりお高いようだがお金さえあれば買えないことはないようだし。

　町中で見た用心棒みたいなゴレムなら申し分ないよな。売ってるのはひょっとしたら弱いのかもしれないけど、もしそうなら魔法で後から強化しよう。

「そうと決まれば資金調達と、情報収集か」

　なにせこちらの所持金は０だ。以前、金のインゴットをサンチョさんに買ってもらってお金を作ったが、それもカジノのギャンブルで全すべて使ってしまったからね。

　……そういや、義賊団『紅あか猫ねこ』にオリハルコンやアダマンタイトを渡したお金をまだもらってなかった。

　あの時は騎き士し団だんからの逃走に手を貸して、そのまま別れてしまったからな……。お金もないし、ちょうどいいや。もらってくるか。

「えっと、『紅猫』は～、っと」

　首領であるニアを検索する。場所は前にいた聖王国アレントの隣、ストレイン王国とかいう国の、カルネの町付近。

　町中じゃないな。義賊とはいえ、盗とう賊ぞく団には変わりないわけだし、あまり人目のつくところにはいたくないのかもしれない。

　場所を拡大してみたが、どうやら森の中らしい。まばらに石壁的なものがあるっぽいが……サンチョさんの地図を入力した表示には『ドゥース砦跡』とあるから、たぶん打ち捨てられた砦をアジトとして利用しているのだろう。このマップ検索では細かい設備まではわからないが。

　他の『紅猫』の団員も検索したが、全員で三十人もいない。ずいぶんと少ないな？　なにかの作戦中だろうか。

　ま、いいか。ニアはここにいるんだし、門前払ばらいされることもないだろう。とりあえず行ってみよう。

　一度も行ったことのない場所なので【ゲート】は使えない。【テレポート】なら行けないこともないが、遠すぎて細かい場所の調整ができない。下手すれば川の上とか、人家の中とかもあり得る。転移先に障害物があると転移自体ができないので、壁の中、とかに転移することはないけれど。

　そもそも、普通【テレポート】は長ちよう距きよ離り向きではない転移魔法なのだ。

　だけど転移先は森の中だし、ある程度大丈夫なんじゃないかな、と思う。検索してみたけれど、周りには『紅猫』の団員以外いないし、見られて困ることもない。もう『紅猫』の団員たちには、ほぼ転移魔法のことは知られているからな。ま、【テレポート】の練習がてらやってみるか。

　琥珀を抱え上げ、瑠璃を頭に乗せる。

　方向は……こっちか。距離は……この地図上だとこれくらい……。

「【テレポート】」

　一いつ瞬しゆんで周りの風景が荒地から森の中へと変化する。地面から十センチばかり上に転移したため、足がガクンとなったが、なんとか転ばずにすんだ。

「んー……やっぱり一発じゃダメだったか」

　マップを見ると、目的地から数キロ手前に出たようで、砦はまだこの先らしい。

　うまくいかないもんだ。感覚としては、数メートル先のゴミ箱に紙屑を投げ入れる感じに近い。慣れてくればピンポイントでできるようになるかもしれないけど、今は無理だな。

　ま、いいや。もう砦はすぐそこだし、次の【テレポート】で確実に砦内部へ転移できる。

　いきなり砦に転移して大丈夫だろうかとも思ったが、首領ニアの前に転移すれば問題はないだろ。マップで確認したら、ちょうど砦の中庭みたいな所に一人でいるみたいだし。ここなら大丈夫だ。

　大して深く考えずに、ニアの近くへと【テレポート】する。

　後から考えてみると、これが間ま違ちがいだった。転移魔法というものに慣れてしまったが故の怠慢とでも言おうか……。

「あれ？」

　転移した場所は砦の中庭ではなく、部屋の中だった。部屋といっても普通の部屋ではない。緑色の大きなテントの中だった。

　そして目の前には義賊団『紅猫』の首領である、ニアが立っていた。

「………………」

　彼女は大きく目を見開いてこちらを見ている。赤いツインテールの髪かみはほどかれ、ストレートに下ろされていた。

　シャツを捲り上げていた手は止まり、ショートパンツは足元に落ちている。下半身は小さな赤い布地の下着のみ。

　着き替がえの最中であったことは一目瞭然であり……。

「お前……っ……！」

「あ、いや、待って。誤解だ。これは事故なんだ」

　ゴゴゴゴゴ……という擬音が聞こえてきそうなほど、怒いかりと羞恥に真っ赤になったニアの眼めが険しくなっていく。

　どうやら中庭にテントが張ってあって、彼女はその中で着替えをしていたらしい。検索マップではテントまで表示されてなかったのである。

　近づいてくる顔を真っ赤にしたニアの凶きよう悪あくな笑え顔がおと、握にぎりしめられる右みぎ拳こぶしを見ながら、僕ぼくは覚かく悟ごを決めた。







[image: ]







「言い残すことはあるか……？　あん？」

「あ……」

「あ？」

「赤は派手なんじゃないかな……と」

　言った瞬しゆん間かん、ニアの見事な右ストレートが僕の顎を捉えていた。躱かわすこともできたが、これは甘んじて受けるのが男ってもんだ。脳震盪を起こしそうなほどの強烈なパンツ……いや、パンチを受けて、僕はその場に倒たおれた。







◇　◇　◇







「事情はわかった。けど、普通に歩いてくりゃいいだろうが」

「まことにもってその通り……」

　テントの中で正座させられた僕は、ニアの言うことにもっともだと反省する。

『あ、主。その、「どんまい」です』

　琥珀たちが励ましてくれるが、やめて。地味にきくから。

　なんでも楽しちゃいかんな……。でないとこういう落とし穴に落ちる羽目になる。

「副首領がいなくてよかったですねぇ。相手が副首領だったら冬夜さん、大変なことになっていましたよぉ」

「エストは人の弱みを握ったら容よう赦しやないからな。遠えん慮りよなくこき使われるぜ」

　ロングウェーブの髪を揺ゆらし、おっとりとした口調で琥珀をなでなでしていた紅猫幹部・ユーリの言葉にニアがうんうんと頷く。

　どうやら副首領のエストさんは留守らしい。もう一人、ポニテ娘むすめのユニもいないようだ。アレントの首都、聖都アレンへなにやら探りに行っているとのことだった。ある意味助かった。

「もちろん、あたしも簡単に許す気はないけどな」

　人の悪い笑えみを浮かべてニアが笑う。

　ですよねー。

「……なにをしろと？」

「前にも言ったろー？　魔法を教えてくれって。簡単なのでいいからさー」

「あぁ、私も教えてもらいたいですねぇ」

　ぬぬ。そうきたか。あまり魔法が発展してないこちらの世界で、魔法を教えるのはどうなんだろう？

　もともとあるものだとは認にん識しきされているし、魔法の指南本が売られているくらいだから、そこまで過か剰じように警戒しなくてもいいとは思うけど……。

　ふむ、簡単なものならいいか。

「……わかった。ただし、悪用するのはやめてくれよ？」

「それ、あたしらに言うか？」

「あー……善人が悲しむような悪用はしないでくれ」

　盗賊団に馬ば鹿かなことを言ったと思いつつ、【ストレージ】から魔ま石せきのかけらを取り出す。

　ランタンが置いてあるテント内のテーブルにそれらを並べた。

「なんだこれ？　キラキラしててキレーだな」

　やはりというか当然というか、こちらの世界には魔石はないらしい。まあ、だからこそ魔法があまり発展しなかったのだろうけど。適性があるかわからなければ、教える方も教えられる方も難しいだろう。

　そういやこの世界にある魔光石、あれは光属性魔石の変化系とも言えるな。他にも似たような物はあるのかもしれない。

「これは魔石のかけらだよ。これでどんな適性があるか判断するんだ。無くても恨うらまないでくれよ。無い人の方が多いんだから」

　特にこの世界じゃ、おそらくかなり低いんじゃないかと思われる。人々に魔力が無いわけじゃない。水道の蛇じや口ぐちに例えると、蛇口が固かったり、握りにくい形をしているのだと思う。

　それが何代も続けば蛇口は錆び付いてしまう。だけど、その錆び付いた蛇口だって、回せればちゃんと水は出るのだ。

　この世界で魔法と言うものは、一部の人間か、特とく殊しゆな教育機関でしか学べないものらしい。代わりにゴレムというものがあり、魔法も僕らの世界より退化しているので、そこまで重要視はされてないというが……。

　逆にニアがなぜここまで魔法に執着するのか、そっちの方が不思議だ。

　まあ、僕がいろいろ便利な魔法を見せたからかもしれんが。

「で、どうやんの？」

「魔石を持って呪文を唱えるんだ。適性があればなにかしら反応がある」

　懐なつかしいな。僕も『銀月』の裏庭でリンゼに適性を調べてもらったっけ。

　手本としてやってみせたいところだが、僕の魔力量では大変なことになるからな。

　呪文の断だん片ぺんだけ教えて適性検査をすると、ニアは火、ユーリは光の属性を持っていた。

　正直、これは意外だった。どっちかに適性があれば奇き跡せきだと思っていたのだが。と、同時にどっちにも適性が無かったら面めん倒どうなことにならないで済むなあ、と思ったのは秘密だ。

「魔力の流れってのはわかるか？」

「それはわかるぜ。ゴレムを操るときにも使っているからな。……そういやルージュのやつ遅おそいな。どこまで行ったんだ？」

『ルージュ』ってのは確か、ニアのゴレムだっけか。まだ見たことないけど。しかし単独行動してるのか。どうやら自律型のゴレムらしい。

　そいつの修理に必要だってんでオリハルコンとか渡わたしたんだよな。

　まあ、魔力を操れるなら話は早い。全くの初心者から始めると、まずそこが初めの難関で、けっこう時間がかかるんだ。……と、リンゼやリーンが言ってた。

　桜の時も魔法を使えるようになるまでそれなりにかかったからなあ。

「ま、とにかくその魔力を集中させて、頭の中にイメージを浮かべ、呪文を詠唱するんだ」

　これは実際に見せた方がイメージを捉えやすい。

「【光よ来たれ、小さき照明、ライト】」

　僕の立てた指先から野球ボールほどの光の球がテント内に現れる。

「おおおお、スッゲー！　光ってる！」

「ふぁあぁ……綺麗ですねぇ」

　テント内をあちらこちらに飛び回らせたあとに、指を鳴らして【ライト】を消す。

「それ、あたしもできるのか!?」

「できない」

「なんだよ、それっ!?」

「だから言ったろ？　属性ってもんがあるんだって。【ライト】は光属性の魔ま法ほう。ニアの適性は火だから火属性の魔法しか使えないんだよ」

　むくれるニアの横でユーリが手を挙げる。

「じゃあ、私なら……」

「使える。魔力を集中させて、光の球を思い浮かべ、さっき僕が言った通りに詠唱してみな。必ずできるって思い込むと成功しやすい」

「えっとぉ……【光よ来たれ、小さき照明、ライト】、わぁ！」

　ユーリのかざした指先に一円玉くらいの大きさの光の球が出現する。

　出現したことに驚おどろき、集中力を欠いたのかすぐさま消えてしまったが。ま、成功だな。初級も初級の魔法だからそんなに難しくないし、当たり前だけど。

　やっぱりこの世界の人間でも素質のある人は問題なく魔法は使えるようだ。

「消えちゃいましたぁ……」

「集中力が途切れたな。慣れてくると意識しないでも発動させておくことができるようになる。逆に瞬間的に集中すれば、目くらましのように使うこともできるよ」

　偉そうに語るが全部リンゼの受け売りだ。地味な【ライト】の魔法だって、使い方次し第だいでは強力な武器になる。

「でも、私にも魔法が使えましたぁ。これは嬉うれしいですねぇ」

「だぁーっ！　次、あたし！　火の魔法教えろよー！」

　暴れ出しそうなニアをなだめて、場所をテントの外に移す。ニアの場合、火属性の魔法なのでテントの中でやるわけにもいかないからな。

　とはいえ、砦の中庭だって周りが森である以上、あまり練習場所にはふさわしくないんだけど。

　もともと打ち捨てられた砦であるから、蔦の蔓延る崩れかけた城壁なんかがあちこちにある。そのうちの一角を練習場所に選んだ。

「【炎よ来たれ、赤の飛礫、イグニスファイア】」

　僕が呪文を唱えると、小石ほどの火の礫つぶてが指先から放たれた。崩れかけた城壁に当たり、その一部がぶわっと炎に包まれる。かなり威い力りよくは抑えたので、石を溶かすほどの熱量はない。壁の表面に生えた苔などを焼いて、少しの焦げ跡を残して炎は消える。

「おおお！　火が出た！」

「大した殺傷能力はないけど、それでもかなり役立つ魔法だよ。火属性の基本的な魔法だ」

　驚くニアに説明をする。それから彼女も同じように石壁に向かって、僕が教えた通りの呪文を唱え始めた。

「【炎よ来たれ、赤の飛礫、イグニスファイア】！」

　ニアの呪文に応えて、小さな炎が現れ、僕の時と同じように城壁へと飛んでいく。炎の礫つぶてが見事当たると壁が少し削れていた。お？　なかなかの威力じゃないか。

「できた！　ははは！　すっげー！」

　喜びながらニアが続けざまに炎の礫を何発も撃うち続ける。へえ、魔力量もけっこうあるみたいじゃないか。………………ちょっと待て。二発目以降、無詠唱で撃ってる!?

　いやいやいや、確かに体内の術式を魔力とつなげっぱなしにすれば可能なんだけれども、言うほど易しくないんだが。

　ニアはまだこの魔法しか知らないし、術式を切り替えたりする発想自体が無かったのはわかるけど……それにしたってけっこうな魔力のコントロールが必要なはずだ。よほど慣れてるとしか……。

「冬夜！　他になんかないか!?」

「え、他？」

　ないことはないが、火属性は攻こう撃げき呪文がほとんどだしな。【イグニスファイア】程度ならいいが、それ以上になると森を燃やしかねないし。えーっと、じゃあ……。

「【炎よ来たれ、火炎の防壁、ファイアウォール】」

「うおお！　炎の壁だー！」

　火属性では珍しい防御系の魔法を使ってみせる。ただこれは中級の火属性魔法なので、魔法を覚えたてのニアには、

「【炎よ来たれ、火炎の防壁、ファイアウォール】！」

　使えるのかよ！

　ニアが僕の真ま似ねをして【ファイアウォール】をいとも容易く発動させる。おいおい、なんだそれ？　才能あり過ぎだろ……。

　僕が初めて魔法を習ったとき、リンゼはこんな気持ちだったのかもしれない。僕の場合、神様のおかげというか、インチキ能力だからアレだけどさ。それとも裏世界こつち側の人間はみんなこうなのか？

　試ためしにユーリにも光属性の中級魔法を教えてみたが、発動できなかった。いい感じではあるので、練習すれば扱えるようになりそうだけど、ニアほどじゃない。

　……今日はあまり強力な魔法は教えない方がいいかもな。【メガエクスプロージョン】まであっさり使われたら、なにしでかすかわからないし。

　そこらへんは副団長のエストさんに相談しよう。










「そういえば冬夜さんわぁ、なにしにここへ？」

　休憩をとっているときにユーリが僕に話しかけてきた。え？　今ごろ？

「ちょっとゴレムを手に入れようと思ったんだけど、お金が無くて。こないだオリハルコンとか君たちに売っただろ？　それであのお金をもらいに来たんだよ」

「あーあーあー！　あれな！　忘れてた！」

　おい。

　踏ふみ倒すつもりはなかったんだろうけど、忘れんなよ。

「忘れてたけど、ちゃんと用意はしてあるぜ。ユーリ、金庫から冬夜に渡す金を持って来てくれ」

「はぁい」

　ユーリが砦の中へと駆かけていく。代金を用意して金庫にしまい、そのまま忘れてたってことかい。まあ、お祭りとかですぐ取りに来なかった僕も悪いけれども。

　ユーリが戻もどってくると、その手に持っていた小さな袋ふくろをそのまま手て渡わたされた。ジャラッとした感かん触しよくとずっしりとした重み。

「えーっと、確か王金貨で百五十枚入っているハズだぜ。足りないとか言うなよ？　これでも色付けた方なんだから」

　表世界あつちと貨幣価値が違うとは思うが、仮に向こうと同じだとしたら約十五億円か。

　っていうか、盗賊団がよくこんな大金を持ってるな……。いや、盗賊団だからこそ持っているのかもしれないが。

「これだけあればゴレムを買えるかな？」

「工場フアクトリー製のなら余よ裕ゆうだろ。古代機体レガシイはわからねえけどな。ピンからキリまであるし」

「そもそも古代機体レガシイが市場に売りに出だされるなんて、滅めつ多たにないですよぉ」

　そうなのか。どうせなら古代機体レガシイのほうがよかったけど、ま、工場フアクトリー製でもこの際かまわない。どうせ博士がパワーアップ改造とかしちゃうんだろうし。

「いや、古代機体レガシイが手に入らないこともないぜ。あそこなら」

「ああ、そうですねぇ。あそこがありましたねぇ」

「？」

　二人が頷き合うのを見ながら怪訝そうな顔をしていると、ユーリの方が説明をしてくれた。

「古代機体レガシイのゴレムは主に遺い跡せきとかから発見されるんですけどぉ、冒ぼう険けん者しやたちがそれを正規のルート以外で横流ししたり、他人から強奪など後ろめたい理由があって、おおっぴらに売ることのできない古代機体レガシイが売られる場所があるんですぅ」

「そんな場所があるのか。そこに行けば古代機体レガシイのゴレムも買える？」

「たぶんな。よかったら案内してやるぜ。かなり危険な場所だけど、冬夜なら問題ないだろ」

　なんだよ、物ぶつ騒そうだな。いったいどこなんだと尋ねると、ニアは不敵な笑みを浮かべて口を開いた。

「闇市場ブラツクマーケツトさ」

「闇市場ブラツクマーケツト？」

　なんだその不穏すぎる言葉は。だいたいどういうところか想像はつくが、そんなところに行って大だい丈じよう夫ぶなのか？

「ゴレムだけじゃない、様々な訳あり品や横流し、ご禁制の品々が並ぶ、裏取引の聖地さ。そこでなら大たい抵ていの物は手に入る」

「危険な場所ってのは、なにかヤバイ組織とかが絡んでいる……とか？」

「その通り。闇市場を仕切っているのは『黒蝶パピヨン』って犯罪組織でな。あたしらと違って金になることならなんでもやるってヤツらさ。いつか潰してやろうと思ってるんだが……そうか、冬夜がいれば潰せるな」

　しれっと物騒なことをニアがつぶやき始める。

「待て待て、ちょっとおかしい。善良な一市民を巻き込むな」

「善良な一市民が女の着替え中に飛び込んで来たりするか？」

　うっぐっ。それは関係ないだろ……。

「ま、それは置いといて。古代機体レガシイのゴレムを手に入れるなら闇市場ブラツクマーケツトが手っ取り早い。遺跡を探索しても見つかるかわからないしな」

　時間があるなら遺跡探検もアリなんだが……。今回は諦めるしかないか。

　それに闇市場ブラツクマーケツトってくらいだ。なにか珍めずらしい物が手に入るかもしれない。

「普ふ通つうに買う分には危険はありませんよぉ。『出で処どころを詮索しない』。コレだけ守れば大丈夫ですぅ」

　ユーリが追加で説明してくる。そりゃ盗品とかもあるんだし、探りを入れたりなんかしたら怪しまれるよな。最悪、その『黒蝶パピヨン』だかに目を付けられるかもしれない。

『どうします、主』

　うーん……。怪あやしい場所のようだけど、『虎こ穴けつに入らずんば虎子を得ず』とも言うしな。

「わかった。その場所に案内してくれ。言っとくがその組織を潰す気はないからな？」

「ちぇっ。まあいいや。あたしらもちょっと敵情視察しときたかったし。ルージュが戻ったら……っと、帰ってきたな」

　ニアが砦の方へ視線を向ける。向こうから小さな機体がこちらへと歩いてくるのが見えた。

　燃える炎のような真紅のボディ。全身鎧を身に着けた騎き士しにも見えるが、その大きさは子供くらいの背丈しかない。三頭身だ。なのにその肩かたに担いでいるものは、軽自動車ぐらいの大猪だった。

　見た目とは違い、かなりのパワーがあるのだろう。その小さなゴレムはドサッと地面に大猪を下ろした。

「お帰り。どこまで行ってたんだ、お前？」

『北側、森の奥おく。手間取っタ』

「喋るのか……」

　機械音声のようだったが、いま確かにこの赤いゴレムが喋った。以前会ったあの狼おおかみ型のゴレム……確かフェンリルと言ったか。あれやうちのバビロンシスターズみたいに流暢な喋りではなかったが。

「ルージュ、こいつは冬夜。お前の修理に必要なモノを譲ってくれたやつだ。んで、冬夜。こいつがあたしの相棒のルージュだ。正しくは『ブラッド・ルージュ』ってんだけど、長いからルージュって呼んでる」

『話聞いタ。感謝すル』

「ああ、いや……どういたしまして……」

　頭を軽く下げる赤いゴレム。なんか調子狂うな。妙みように人間臭いゴレムだ。副首領エストさんのゴレム……アカガネとか言ったか。あれはもっとこう『ロボ』って感じだったんだが。

　確かこいつはクラウンシリーズ、『王冠』と呼ばれるゴレムなんだっけ？

　ズバ抜ぬけた特殊能力を持つ古代機体レガシイで、この世界における最高峰のゴレムだとか……とてもそんな風には見えないけど。

「ルージュ、これから『闇市場ブラツクマーケツト』に行くぞ。ついて来い」

『了りよう解かいしタ、マスター』

　ニアの言葉にルージュが小さく頷く。なんとなく姉が弟に命令してるようにも見えるな。実質は弟君の方が遥はるかに歳上だろうが。

「で、場所はどこさ？」

　スマホを操作しながら空中にこちら側の世界地図を投とう影えいする。

「ここが現在地の砦。闇市場ブラツクマーケツトはここから南にあるゴルドスの都で行われる。ゴルドスはカジノシティと言われる町で……」

「ちょい待ち。そこってギンギラギンに光ってる都か？」

「知ってんのか？」

　あの都か。以前、ニアたちと別れて元の世界に帰る前に寄った、カジノの都。ゴルドスっていうのか。

　あそこで大負けしてスッカラカンになったんだよなあ……。

「その都を支配しているのが『黒蝶パピヨン』か？」

「いや、闇市場ブラツクマーケツトは月ごとに場所を替かえる。今回はゴルドスってだけで、別に黒蝶パピヨンがゴルドスを仕切っているわけじゃない。もっとも協力者はいるだろうけどな」

　月ごとに開かい催さい地を替えるってのは、国の目を欺くためなんだろうか。しかしよくそんなことを知ってるな。

「そこは蛇の道は蛇ですぅ。そういった情報を買えるルートもあるんですよぉ」

　そう言いながらユーリが口元に人差し指を立てる。『紅あか猫ねこ』も義賊ではあるが裏稼業には違いない。そういった情報は何よりも強力な武器となる。

　だから僕のような部外者に漏もらすようなことはしないと言いたいのだろう。ま、聞いたところでどうにもしないが。

「まあ、そのゴルドスって都なら行ったことがあるからすぐにでも行けるけど……本当にニアたちも来て大丈夫なのか？」

　仮にも盗賊団の首領が、人目につくところへ行ってもいいものなのか僕が逡巡していると、ニアがカラカラと笑いながら手を振ふる。

「あたしが『紅猫』の首領だなんて知ってる奴やつはそんなにいねーよ。それにルージュがいれば、大抵の危険からは守ってくれるしな」

『紅猫』は有名でも、その首領の正体まで知ってる者は限られるってことか。まあ、いざとなったら【ミラージュ】でカモフラージュするつもりだったけど、心配いらないみたいだな。

　それでも一応、砦の団員に行き先を告げておいて、いざという時の連れん絡らく用に、召しよう喚かん魔ま法ほうで呼び出したネズミを預けておく。

　なにか砦から連絡したいことがあれば、このネズミを通して僕に伝わるはずだ。

　召喚魔法を目の当たりにして、ニアがその魔法も教えろと迫せまってきたが、闇属性がないと覚えられないと知ると、がっかりと肩を落としていた。










　ゴルドスの都にあるカジノの外周区。煌びやかなこの都にも暗部はある。いわゆるスラム街と言われる場所だ。夢破れた者が辿り着く、敗者たちの住む終着駅。

　そこの裏路地に【ゲート】を開き、ゴルドスへと僕らは転移した。すぐさま表通りへ出て、しばらく歩くと中央区へ向かう通りへと出る。

　昼間なのでネオンがピカピカと光ってはいないが、太陽の下でも相変わらず派手な町だ。

　中央区へ向かう坂を登り、キンキラキンに光る門の前にいる門番に通行料を払う。

　前に来たときも思ったけど、なんかこれって遊園地に入る前に入場料を払っている感覚になるな。

「んで、中央区のどこにいけばいいんだ？」

　中央区にはいくつかのカジノドームがあって、それぞれオーナーが違うそうだ。さぞかし夜な夜な金の亡者どもが、鎬しのぎを削けずっているのだろう。

　ちょっとした運動場ほどもある建物が、そこかしこに見える。まだ日中でカジノは開いていないが、どこで闇市場ブラツクマーケツトなんか開かれるんだろう？

「場所はカジノ『ゴールドマン』。正確にはカジノ『だった』場所だけどな」

「だった？」

「数ヶ月前に、そこのオーナーは違法賭博やその他もろもろでしょっぴかれたんだよ。なんでも奴隷とゴレムを戦わせて、殺し合いをさせていたんだと。あたしたちが天誅を食らわせてやろうかと思ってたんだけど、先を越されてな」

　むすっとした顔でニアがそっぽを向く。その態度を不思議に思っていると、隣となりにいたユーリが口を挟はさんできた。

「そのオーナーを破滅に追いやったのは首領と同じ、黒の『王冠』持ちの人なんですよぅ。ライバルに獲物を横取りされて拗ねてるんですぅ」

「余計なこと言うな」

　ビシッ！　とユーリの額にニアがデコピンをかます。痛いですぅ、とユーリが額を押おさえて蹲うずくまった。随分といい音がしたな。
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　赤の王冠に黒の王冠ね。クラウンシリーズってのは、色の名前が付けられているのかな？

「ともかく、そのカジノドームを買い上げた新しいオーナーが、『黒蝶パピヨン』の協力者ってことだ」

　なるほど。マップを開き、この都の地図を見る。もうすでにカジノの名前を替えられていたら面倒だなと思っていたが、まだ『ゴールドマン』の名称で存在していた。

　歩いてそのカジノドームの前まで来ると、三メートルほどもある鋼色のゴレムが二体、門番のように立ちふさがっていた。デカいな。フレームギアほどではないが。ズングリとしていてレトロっぽい感じのゴレムだが、なかなか強そうだ。

　その手前にはガラの悪そうな冒険者くずれといった感じの男たちが数人立っている。

「客か」

　僕らを見てその中でも特に悪そうな顔をした男が、僕らを睨みつける。ここが一流のカジノだとしたらありえない態度だ。

「買いに来たなら一人金貨一枚だ。売りに来たならブツを見せな」

「……買いに来た。金貨三枚だな？」

　僕がそう尋たずねると、男は無言で頷うなずく。入りたきゃ金を払え、ってことなんだろうな。

　一人約十万円の入場料か。ゴレムは数に入らないようだけど。中央区に入るときはルージュの分まで取られたんだが。ちなみに琥珀と瑠璃のぶんは取られなかった。

　金貨を三枚取り出し男に手渡す。それを受け取ると、男は顎で行けとばかりに僕らを促した。

　大きな扉をくぐり、殺風景な小ホールを抜ける。このカジノドームの中は装飾品などが全て取り払われているようだ。

　廊下を歩き、やがて大きなホールに辿り着くと、そこはまるで先ほど見たスラム街のように雑多な場所であった。

　そこにはルーレットやポーカーをするテーブル、バーカウンター、大きなシャンデリアなど、そういったものは一切なく、広いドームの中に雑多な店舗がたくさん並んでいるだけ。

　小さいテント紛いの店舗はフリーマーケットのようでもあるが、怪しすぎる店主たちと、怪しすぎる客。一種の混沌とした世界がそこには広がっていた。

『かなり賑にぎわってますね』

「蚤の市か骨董市って感じだな……」

　よくわからないなにかのパーツや、宝石類、高そうな壺から、見たことのない動物まで、売られているものも様々だ。見ているだけでも面白く、思わずキョロキョロしてしまう。魔ま力りよくを帯びているものも多い。魔道具アーテイフアクトだろうか。

　おっと、目的を忘れちゃいかんな。

　だけど辺りを見回しても、ゴレムらしきものは見当たらない。どういうことだ？

「こういった闇市場では、ゴレムとか高額の品は別のところなんだよ。いまユーリが聞きにいってるから待ってろ」

　けっこう高価たかそうなものも置いてあると思うけど、これで安い方なのか。どれだけだよ。

　しばらくすると、ユーリがこちらへ戻ってきた。どうやらゴレムなどの高額商品は地下で取り引きされているらしい。

　重厚な黒い革張りの扉の前に、またしてもガラの悪い用心棒が待ち構えていた。そしてまた金を請求される。おい……。

　逆らっても仕方がない。言われるままに三人分の金を払はらい、地下へと向かうスロープに足を踏み入れた。

　緩やかなカーブを下ると、その先にはすり鉢状の会場があり、そこには様々なゴレムが並べられていた。大きいのから小さいの、人型から動物型、ゴレムなのかわからないような形状のものまである。

　ここまで並ぶと壮観だなあ。まるでなにかの商品展示会みたいだ。ま、似たようなもんか。

「いくぞ」

「あ、ああ」

　ニアたちに促されてすり鉢状の会場へと下りていく。様々なゴレムと客が並ぶ中を縫って歩き、目に付いた物をひとつひとつ確かく認にんしていく。

「どれが古代機体レガシイで、どれが工場フアクトリー製なのかさっぱりだけど……」

「慣れるとデザインとか使われているパーツでわかるんだけどな。とりあえずは値段を見ればいい。他よりはるかに高けりゃだいたい古代機体レガシイだ。ま、たまに『オーダーメイド』なんて超高級な現代品もあるけどな」

　遺跡から発はつ掘くつされた古代機体が『レガシィ』。

　工場フアクトリーで作られた量産機体が『レディメイド』。

　ゴレム技師によるお手製のワンオフ物が『オーダーメイド』、と。

　ここにいるルージュが『レガシィ』で、サンチョさんのところにあったカニバスが『レディメイド』なんだろう。

　確かに値段を見てみると、他よりも桁が違ちがうのがいくつかある。ただ、値段の下にほとんどが『能力なし』と書き込まれていた。

　やはり『ゴレムスキル』と呼ばれる能力持ちの機体はそう簡単にはないらしい。

『主、あれを』

「お」

　瑠る璃りが見つけた中に『能力なし』の記述がないものがあった。

　二メートルほどの大きさで腕うでが大きく長く、ゴリラのような形をした深緑のゴレムだ。背中にはなにかのタンクのようなものを背せ負おっている。

「すみません。この機体ゴレムは『能力持ち』なんですか？」

「いかにも。限られた範囲内だが、地形を変形させることができる」

　へえ。土木作業に役立ちそうだな。値段が五億とか信じられない額だが。こんなところに置いて、盗ぬすまれるんじゃないのか？　いや、闇市場ブラツクマーケツトにある以上、ひょっとしたらもともと盗んできたものかもしれんけど。

　そこらの安全管理は『黒蝶パピヨン』がしっかりとやっていると思うが、どうなんだろうな。

　言ったらなんだが、僕ならここにあるもの全部盗めるぞ。……盗まないけどな。

「おい、冬夜。こっちのはどうだ？」

「ん？　どれどれ？」

　ニアが指し示したのはゴレムというよりはパワードスーツといった感じの機械だった。足と腕、そして背中に取り付けるようなパーツで形成されている。これもゴレムに分類されるのか？

「こいつは装備型っていってな。これでもちゃんと意思があるんだぜ。契約者マスターの思う通りに動いて助けてくれる」

　確かに面白そうだが、僕が求めているのは自律型のタイプだからなあ。

「冬夜さん、これはどうですぅ？」

　ユーリに連れていかれた店の前には、頑丈そうなケースがいくつも立てられていた。そしてその中にちょこんとゴレムが展示されている。

　サイズは小さめ。ルージュと同じくらいで、子供の大きさだ。どことなく女の子のフォルムをした白いベースの機体だ。全部で三体あって、それぞれ蛍光色の赤、青、緑のパーツが体のいたるところに組み込まれている。頭部の蛍光パーツなんか髪かみ型がたにも見える。芸が細かいな。

「擬人型か？　珍しいな」

　ニアが三体の古代機体レガシイを見比べながらつぶやく。確かに鎧を着ているようなルージュや、さっきのゴリラ型の外骨格ゴレムと比べると、人間を模して作られているようにも見える。

　ただ、ウチには人間とほぼ変わらんロボ子たちがいるから、それほど驚きはしなかった。こっちのはまだ『人形』といった感じが残っている。

「こいつも『能力持ち』か？」

「能力持ち、保証するね。だけど、何の能力かわからないね。そもそも起動できないね」

　片かた言ことで話す店主に説明を聞くと、普通なら胸部にあるマスター登録をするための装置が作動しないんだそうだ。ゴレム技師にも見せたが匙を投げられ、こうして売られることになったらしい。

「だから安くしとくね。お客さん買って欲ほしいね」

　揉み手をしながら太った店主が僕ぼくに声をかけてくる。ううむ。安いったって、王金貨で七十枚、七億円だろ？　金額的におかしいと思うんだよなあ。

　さっきのゴリラ型が能力わかった上で五億だぞ。それよりも高いってどういうことだよ。あっちの方が強そうだし、頑丈そうなのに。

「それは仕方ないね。ホラ見るね。ここ」

　店主がケースの中のゴレムの胸を指差す。そこには小さく☆のマークとなにやら文字とナンバーが刻まれていた。

「星の紋章……『エトワール』シリーズか。どうりでな」

「なるほどですぅ」

　それを見たニアとユーリが納なつ得とくしたように頷く。わけのわからない僕にユーリが説明してくれたところによると、『エトワール』シリーズとは、この星のマークが刻まれたゴレムのことで、古代機体レガシイの中でも優すぐれた機体に付けられているものなんだそうだ。

　おそらくは同じ製作者のブランドマークのようなものなのだろう。

　後で知ったことだが、鎧部分に隠れて見えにくいけど、ルージュの首元にも王冠のマークが刻まれているそうだ。それこそが『クラウン』シリーズのブランドマークらしい。

「本物か？」

「闇市場ブラツクマーケツトで偽物出す馬ば鹿かいないね。出入り禁止になるし、悪けりゃ消されるね」

　なるほど。これが本物の『エトワール』シリーズなら、能力がわからなくてもそれだけの価値はあるってことか。動かないってのが問題だが。

「で、お客さんどうするね？　買うね？　買わないね？　本来なら『エトワール』こんなに安くないよ？」

「うーん……」

　本音を言えばもっとこうゴツい、いかにも門番ロボット、みたいなのがいい気もするんだが、これはこれでお留守番としては似合うような気がする。

　たぶん、ウチの博士がいろいろ分ぶん析せきするだろうから、起動させることは可能かもしれない。ダメだったとしても別の方法を考えるだろう。なら……これも有りか。

「よし。買った。だけどその前にこれを見てくれ」

【ストレージ】から大きめなアダマンタイトのインゴットを取り出し、怪しい言葉遣づかいの店主に見せる。店主はしばらくそれを眺ながめていたが、やがて目を見開き、こちらに顔を向けてきた。

「こ、これっ、金剛鉄アダマンタイトね!?　いったいどこで……!?」

「出処を尋ねるのはここじゃルール違反なんでしょ？　これと王金貨百枚で、あのゴレムを三つ全部売ってほしい」

「三つ全部ね!?　ぬ……う……。そ、その前に本物か確かめさせてほしいね」

　店主が手渡したアダマンタイトをサンチョさんの時と同じように特とく殊しゆな短い棒で軽く擦る。

「本物ね……。これと交換……むむむむ」

　店主がアダマンタイトを手に考え込む。本当は百五十枚あった王金貨も、入場料やらなんやらで減ってしまった。この金額で決めてくれると助かるんだが。全額分アダマンタイトで払ってもいいんだが、さすがにそれは怪しまれるからなあ。

『エトワール』シリーズとはいえ、起動しないゴレムと、こちらでも希少価値のある特殊金属。彼かれの頭の中では商売の天秤が揺れ動いていることだろう。

　やがて店主はニンマリとした笑えみを浮かべ、口を開いた。

「わかったね。この金剛鉄アダマンタイトと王金貨百枚で手を打つよ。全部売るね」

「商談成立だね」

　店主に王金貨百枚を手渡し、三体のゴレムを買い取った。三体買ったのは、なにかあったときの予備機体ということもあるのだが、こうも並んでいると姉妹のようで、引き離す気になれなかったってのもある。

【ストレージ】に三体ともケースごと収納すると、それを見た店主が固まっていたが、気にしないことにした。

「いくら『エトワール』だっていっても、三体もいるのか？」

「んー。わかんないけど、あるにこしたことはないかな、と。次、いつ手に入るかわからないし」

　ニアの言葉に適当に答えておく。なんにしろ、これで目的はひとつ達した。あとは次元門を設置できる場所探しか。どこかの小さな無人島でも開拓するか？

　そんなことを考えていたとき、どこからか叫び声がかすかに聞こえた。

「……今のは？」

「ん？　どうした？」

　急に立ち止まった僕にニアが声をかけてくる。

　まただ。叫び声がここの雑ざつ踏とうのざわめきに混じって、遠くから聞こえる。ひとつじゃない。いくつも聞こえてくる。

　ふと横を見ると、ルージュも同じように立ち止まり、じっと天井を見上げていた。上か！

　階上のフロアでなにかが起こっている。

「……～♪　～♪……」

　なんだ？　しばらくして叫び声がやんだと思ったら、今度は楽しそうな歌声が聞こえてきた。

　次の瞬しゆん間かん、地上へと続く厚い鉄に革張りの扉が真っ二つに切り裂かれ、床ゆかへゴトンッ！　と落ちた。

　その間を抜けて、通路の暗くら闇やみからさっきよりもはっきりとした歌が聞こえてくる。

「……キラキラお目々に突つき刺そう♪　銀のスプーンをくりっとね♪　青に緑に黒に赤、綺麗なお目々がこんにちはっ♪」

「この声は……ッ！」

　ニアが警戒を露わにし、切り裂かれた扉の奥を睨みつける。

　やがてその扉の残ざん骸がいを踏み越えて、一人の少女が現れた。

　フリルが付いた紫のゴシック服で、下は短めのティアードスカート。そしてこれまた紫の蛇じやの目傘を差している。リーンと服装は似ているが、どことなくこちらは前合わせや太い帯など和風なイメージがあった。

　少女はスリムな眼鏡めがねをかけていたが、その奥の深紫の瞳には光が宿っていないように思えた。にこやかに笑ってはいるがその纏う雰ふん囲い気きはどことなく不気味さを感じる。

　アメジストのような長い髪は切りそろえられ、市松人形のようである。一見すると可愛らしい印象を受けるが、それを全身に浴びた返り血が全すべてをぶち壊しにしていた。

　何よりも気になるのが、少女の傍そばに立つ、長い死神のような鎌を持つ紫色の小さなゴレムだ。その雰囲気や特とく徴ちようが、僕の横にいる赤いゴレムと酷似している。

「おい、まさかあれは……」

「あのゴレムは紫の『王冠』、【ファナティック・ヴィオラ】。そしてあいつは……！」

「ルナ・トリエステ……。『狂乱の淑女』ですぅ」

　狂乱……？　僕がその言葉を訝いぶかしんでいると、入口の前で少女が傘を回しながら自らも回り始めた。

「くっださいなっ♪　くっださいなっ♪　綺き麗れいに抉ってあげるから、あなたのお目々を下さいな♪　ついでにハートも下さいなっ♪」

　そんな歌を口ずさみながら、返り血に塗まみれた少女がくるくると回っていた。そして会場にいる僕たちの方を見て、微笑みながらさらに歌う。

「あなたの心臓ハートも下さいなっ♪」
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「ゴレムがたくさんあるねー。もったいないけどみんな壊すよ？　みんな殺すよ？　殺されたくない人はルナを殺してね？」

　返り血を浴びた笑え顔がおでルナと名乗った少女は傘を畳んだ。

「じゃあヴィオラ、お願いね？」

『ギ』

　紫の小さなゴレムがすり鉢状の会場に飛び降りる。着地と同時に機体に似合わぬ大鎌を振るうと、そこに展示してあった大型のゴレムが上下真っ二つに切り裂かれた。なんて切れ味だ。

「なっ……！」

　ゴレムを売っていた店主が驚おどろきに目を見張り、その場に立ち尽くす。紫のゴレムは大鎌を薙刀のように変形させると、そのまま店主の胸を、どすっ、と貫つらぬいた。

「え……？」

　ごぷっ、と胸から血を噴き出して店主が倒たおれる。同時に、周りの客からの悲鳴が会場中に響ひびき渡わたった。

　近くにいた女の人の悲鳴をきっかけに会場はパニックになり、逃にげ惑う人々でいっぱいになった。

「ルージュッ！」

『了解』

　ニアの号令に、赤の王冠が紫の王冠に向かっていく。繰り出されたルージュの拳こぶしを、ヴィオラと呼ばれたゴレムが鎌の柄で受け止めた。

「あれあれっ？　赤いのがいるよ？　どうしてえ？」

　僕らを見下ろしていたルナが小首をかしげる。

「テメェッ、紫のッ！　なんのつもりだッ！」

「あれあれっ？　やっぱりニアちんだ。ぐうぜーん、それとも運命の導き？」

　ルナという少女が大袈裟に驚いて見せる。その間もヴィオラとルージュの戦いは続いていた。

　しかし、薙刀状態の得物を持つヴィオラに対して、武器を持たぬルージュは圧倒的に不利だ。おまけにルージュは小型でリーチが短い。それはヴィオラも同じだが、だからこそ武器の有無は決定的な差になる。

　紫のゴレムが薙刀を振るうたび、会場に置かれている周りのゴレムや逃げ惑う客たちが斬きり刻まれる。ルージュはそれを捌きながら、なるべく人のいない方へと誘導しているようだった。

「琥こ珀はく、瑠璃！　今のうちに動けない人たちを安全なところへ運んでくれ！」

『御意！』

『仰おおせのままに』

　琥珀はいつもの大虎モードへ、瑠璃も同じくらいのサイズへと戻り、気絶した人や倒れた人たちの元へと向かう。

　その間にも得物を持つヴィオラが、周りの物をお構いなしに破は壊かいしながらルージュを追い詰つめていく。

「ヴィオラあいつを止めろ！　なんでこんなことをしやがる！」

「なんで？　なんでってなんで？　わかんないこと言うよね、ニアちんは。楽しそうな催しがあるから参加しに来ただけなのに」

　またしても小首をかしげるルナ。こいつ……さっきから言動がなんかおかしい。

「楽しいよ？　きれーなお目々を抉るとさ。人によって違うんだ。赤かったり青かったり。すぐ腐っちゃうのが残念だけど。うまく抉れたときは興奮しちゃうくらい」

「てめぇ……！」

　話が噛み合っていない。あの少女が本気で言っているのかもわからないが、とにかくマズい状じよう況きようなのは確かだ。そうしている間にも、その少女は傘をくるくると回しながらこちらへと下りてくる。

　とりあえずあのルナってのをなんとかしようと、僕が足を踏ふみ出したとき、地響きを立てて、少女の目の前へ巨きよ大だいなゴレムを連れた男たちがやってきた。あれは……このカジノの門のところにいたゴレムだな。するとあの男たちは『黒蝶パピヨン』の用心棒か。

「おい、テメェ！　今すぐにあのゴレムを止めろ！」

「嫌いやだって言ったらー？」

「っ、死ね！」

　男の命令に従い、鋼のゴレムが文字通りの鉄拳を少女に叩きつける。三メートルもある大きな機体から放たれたパンチを受けて、少女は盛大に壁かべに打ち付けられ、その華きや奢しやな身体がゴロゴロと床に転がった。即そく死しレベルの一いち撃げきだ。

「バカが……。おい、次はあの紫のゴレムだ！　さっさと片付けてこい！」

　地響きを上げながら、未いまだ戦っているヴィオラとルージュの元へ大型ゴレムが歩き出だす。

「……無む駄だなのに。ヴィオラは壊れないからヴィオラなんだよ？」

「なにっ!?」

　埃まみれになりながら、ルナが立ち上がる。腕がおかしな方向に曲がり、脛の部分も『く』の字に歪ゆがんでいる。

　確実に骨が折れているはずなのに、次の瞬間、彼かの女じよの身体から紫色の煙けむりが立ち上ったかと思うと、腕も足も瞬またたく間まに治ってしまっていた。

「なんだありゃあ……」

「紫の王冠の能力ちからですぅ。なんでも契約者マスターに不死身の身体を与あたえるとか……王冠本体も高い再生能力を持っているんですぅ」

　不死身って。ひょっとしてあの少女はアンデッドなのか？

　ユーリの説明に僕が驚いていると、紫の王冠と戦っていたルージュが、鎌の一撃を受けて吹ふっ飛とばされた。ニアの叫び声が響ひびく。

「ルージュッ！」

　ニアが吹っ飛ばされたルージュの方へと駆かけ出す。

　一方、吹っ飛ばしたヴィオラはその赤の主従を無視して、自分に突とつ撃げきしてきた大型ゴレムに向けて鎌を構え直していた。

　大振りな拳の一撃をするりと躱かわし、その胴どう体たいを手にした鎌であっさりと斬り裂いてしまう。ゴトンッ！　と真っ二つになったボディが床に無情に転がった。

「相手になんないねー。つまんないな。オジさんたちもルナを殺してくれなさそうだし」

「この……ッ！」

　一人の用心棒が手にした槍やりをルナの胸へと突き刺す。中ほどまでめり込んだ槍の穂ほ先さきが少女の背中から飛び出した。

「へ、へへ……お望み通り殺して……なッ!?」

「だからあ、つまんないって言ってるでしょお？」

　背中まで貫通した槍をなんでもないように胸の前で掴み、片手でへし折る。どこにあれほどのパワーがあるのか。

　いや、アンデッドになった魔ま物ものは身体のリミッターが外れて、生前にはありえないほどの力を得る。それと同じことが起こっているのかもしれない。

「んしょっと」

　背中から飛び出していた槍を少女は無造作に引き抜く。そしてその槍を、ガクガクと恐怖に震える元の持ち主の胸に力ちから一いつ杯ぱい突つき刺した。

「返すね」

　胸に槍を受けて後ろへ倒れる用心棒。少女は笑顔を浮かべながら、今度はその隣にいた仲間の用心棒目め掛がけて畳んだ傘を突き出した。

「ぐおえっ!?」

　傘がバキバキと壊れる音と共に、男の背中から傘の骨が飛び出した。

「あっ、壊れちゃった。お気に入りの傘だったのにな。んもう、オジさんのせいだねっ。お目々くり抜いちゃおう」

　絶望の涙を流す男の目に、無慈悲な少女の右手が伸のびる。

「【テレポート】」

　咄とつ嗟さに瞬間移動した僕は、その血に塗れた少女の手をがっしりと掴つかむ。くっ、なんて力だ。この華奢な身体のどこにこんな力が眠っているのか。

「あれあれっ？　いつの間に？」

　キョトンと不思議そうに眼鏡の奥から僕を見上げる紫の少女。掴んだ手と反対の手で周りの倒れている男たちに回復魔ま法ほうをかける。

「お兄さんは誰だれかな？　なんでルナの邪じや魔まをするのかな？」

「理由はわからないが、これ以上黙って見てられるか。力ずくでもやめさせるぞ」

「あははははっ！　おかしいね！　どうやって？」

「こうやってさ。【グラビティ】」

　掴んだ少女に加重魔法を発動する。増加した自分の重さに立ってられなくなった少女が、その場に倒れ、動かなくなる。

「あれあれっ？　なにこれ？　動けな……」

「今だ！　捕らえろ！」

　動けなくなった少女を拘こう束そくしようと用心棒たちが殺到する。しかし、それよりも早く飛び込んできた紫のゴレムが、大きく鎌を一閃した。

「くっ！」

　鎌の一撃を避よけるために、僕は大きく後ろへ飛び退のく。逃げ切れなかった用心棒たちが身体を刻まれて床に転がった。

『ギ』

　手にした鎌を再び薙刀状態に変形させて、紫のゴレムが斬りかかってくる。僕はそれを避けながら、腰のブリュンヒルドをブレードモードに切り替えて、その薙刀を横薙なぎに払った。

『ギギ？』

　柄の部分からスパッと切り落とされた自分の得物を見て、ヴィオラが一いつ瞬しゆん止まる。その隙すきを見逃さず、小さなゴレムの胴体を一気に斬り裂いた。

　上下真っ二つに分かれた紫色のゴレムは床をゴロゴロと転がり、動かなくなる。

「ふう……」

　大きく息を吐はき、辺りを見回す。何人もの犠牲者が出てしまった。まだ助けられる状態の人たちに、早いところ回復魔法を……。

「あははは！　ヴィオラが斬られた！　すごいね、お兄さん！」

　パチパチとした拍はく手しゆと共に聞こえてきた声。それに驚いて振り向むくと、そこにはさっきまで床に這はいつくばっていたルナの姿があった。

　バカな。僕は【グラビティ】を解除していないのに。なにをした？

「お名前を教えてくれるかな、お兄さん？」

「……冬夜。望もち月づき冬夜だ」

「とーや。とーやんだね。うん、素敵なお名前。とーやんならルナを殺してくれそう。だけど残念。今日はダメなんだ。だってどうせならもっと素敵なステージで殺してほしいし！」

「あいにくと僕には人を殺して喜ぶ趣味はないんでね」

「あれあれっ？　照れ屋さんだねっ。そこも魅力的？　ルナ、本気になりそう。ヴィオラはどう思う？」

　僕の背後に視線を向けたルナ。まさかと思い振り向くと、そこにはルナと同じように、完全修復されたヴィオラが立っていた。切断した鎌はそのままだったが。

「なっ……！」

　高い再生能力を持っているとは聞いたが、これほどとは……！　真っ二つにしても復活するって反則だろ。こりゃあ一筋縄じゃいかないようだぞ……。

「ヴィオラもとーやんを気に入ったみたい。くふふっ、こんなところでこんな出会いがあるなんてラッキーだねっ！」

「っざけんじゃねェッ！」

　突とつ然ぜん、ヴィオラに横から赤い拳が放たれる。燃え盛るその拳は、紫色のボディを歪ゆがませ、カジノの壁まで吹き飛ばした。

　大きく変形した両腕に赤い炎を纏まとわせて、赤の王冠、ブラッド・ルージュが吹き飛んだヴィオラを追撃する。

　その拳の一いち撃げき一いち撃げきが、カジノ全体を震わせるほどのパワーを放っていた。さっきまでのルージュとは別物だ。いったい何があった？

「紫の……こないだあたしをコケにしてくれた借りはきっちり返させてもらうぜ！」

「ぶうー、ニアちん、邪魔をしないでよー」

　唇を尖らせたルナの前に、ニアが姿を現す。そのニアの姿を見て、僕は思わず声を上げた。

「お前……！　どうしたんだその手!?」

　ニアの右手からはダラダラと血が流れていた。どうも手のひらを怪け我がしているらしい。けっこうな量で、右手が真っ赤だった。

「気にすんな。ルージュの能力を使うためにはあたしの血が必要なんだよ」

「気にすんなって……」

　むろん、気にしないでいられるわけもなく、痛々しい右手に回復魔法をかけてやる。傷自体はさほど深くなかったので、あっという間に傷口が塞がっていった。

「相変わらずすげーな、冬夜の魔法は……」

「言っとくけど傷口が塞がっただけで血は戻もどってないからな」

　それを見ていたルナが興奮したように顔を紅潮させて、僕を光の無い瞳で見つめてくる。

「魔法！　とーやんは魔法使いなんだね！　いいねいいね、ゾクゾクするね！　興奮してきた！　ハァハァ……漏れちゃいそう……。あっ……」

　あっ、てなんだ、あっ、て！　事後か!?

　自らの身体を抱だきしめて、内股になりながらモジモジする姿を、僕は苦虫を噛み潰したような表情で見るしかなかった。

　ウチのエロメイドのシェスカといい勝負かもしれない。

「この変態女が……」

「それがルナのチャームポイントだもーん。くふふっ、ドキドキするよ！　お目々をくり抜ぬくよりも興奮することがあるなんて……！」

　ニアの言葉にしれっと答えつつも、じっ、と、彼女の視線はこちらに向いたままだった。気のせいか向こうの呼吸が荒あらくなっているように思える。

「……食べちゃいたい……」

　ゾクッ、と僕は背筋に氷を突っ込まれたような感覚を味わった。いろんな意味で。アンデッドかもしれない少女のそのセリフは、僕の中であらゆるゾンビ映画を彷彿とさせたのである。

　その隙を突いて、ルナが僕との距きよ離りを一瞬で詰めてきた。信じられないスピードで反射的に一歩下がる僕を捕つかまえると、僕の右足を自らの足の間に挟はさんでくる。

　彼女の股間が僕の太ももの上に位置するような、ぴったりとくっついた状態で、ルナが耳元で小さく囁いた。

「次はルナを殺してね？」

　そのまま彼女は僕の頬ほおをペロリと舐めた。

「なっ、なっ、何やってんだ！　てめェッ！」

「きゃはは！　ニアちん、ジェラシー？」

　殴りかかってきたニアをひょいと躱し、ルナがあっという間に僕から離はなれる。

「ヴィオラ！　帰るよー！」

　ルージュと死し闘とうを繰り広げていたヴィオラが、ルナの元に馳せ参じ、彼女をその肩かたに乗せる。まるで子供に肩車をさせているみたいだ。

「今日は楽しかったよ！　じゃあまたねー！」

　上のルナが投げキッスをし、下のヴィオラが手首から何か紫色のガスを噴き出す。毒々しいその煙は、ひと目でヤバいものだと判断できた。
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「【水よ来たれ、螺旋の防壁、アクアシェル】！」

　咄嗟に水の防御壁を作り、紫の煙を封じ込める。そのまま水と煙を混ぜ合わせて、毒々しい色へと変化した水を、近くにあった花が生けてある高そうな壺の中へと移動させた。

　途と端たんに、壺に生けてあった花束があっという間に腐り落ちる。やっぱり猛もう毒どくだったか……。

　すでにルナたちの姿はない。逃げられた、か。とんでもない奴やつらだったな。

「ちっ！　あのクソ女！　また逃げやがって！」

　ニアが近くにあった闇やみ商品の残骸を蹴けりつける。気持ちはわかるけどな。

　おっと、こうしちゃいられない。早いとこ、まだ生きてる人たちに回復魔法をかけなければ。

　ん？

　歩き出そうとした時、妙みような感覚がしたので視線を下に向ける。

「……うああ」

　ズボン右足の太もものところに変な染みがあって濡れてるう。ちょっ、これって……。

　顔を歪ませて視線をニアに向けると、向こうもとても嫌そうな顔をしてこちらを見ていた。

　そして右手と左手の人差し指でバツを作り、僕へと向けてくる。

「えんがちょ切った」

　それ、異世界にもあるのかよ……。まったくなんて日だ。
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「【光よ来たれ、平等なる癒し、エリアヒール】」

　闇市場の怪我人全てにこっそりと広範囲回復魔法をかける。あまり目立ちたくないからな。もう手て遅おくれかもしれんけど。

　ルージュがヴィオラを抑え、琥珀たちが救助に回ったからか、死人は思ったほどいなかった。少なくともこの地下フロアは、だが。

　ユーリが確認してきたそうだが、上のフロアは地獄絵図の世界が広がっていたらしい。

　とりあえず僕は構わないが、ニアやルージュ、ユーリたち『紅あか猫ねこ』がいて目立つのはマズいし、目的を果たした以上留まる理由もないので、【ゲート】で『紅猫』の拠点アジトまで戻ってきた。

　砦のテントの中で、ユーリが淹れてくれたお茶を飲んで、やっと人心地がついたよ。

「それにしても……とんでもないゴレムだったな……」

　ユーリから再生機能があると聞いてはいたが、あれほどとは。てっきりフレームギアと同じく、キズや亀き裂れつが元に戻るくらいかと思ってた。

　上半身と下半身にぶった斬ったのに、あそこからも回復するとは……。回復というレベルのスピードじゃないよな……。発動したら瞬間再生に近いぞ、あれは。

「あれが『クラウン』シリーズの能力なのか……」

　僕のつぶやきを聞いたニアが、傍らのルージュを眺めながら口を開く。

「……『王冠』は絶大な力を持っているけど、契約者に大きなリスクを背負わせるんだよ。あんな不死身の能力が何の代償もなく使えると思うか？」

「代償？」

「例えばルージュは契約者の血を代償に絶大な破は壊かい力りよくと防御力、そして炎の力を得る。血を与えれば与えるほど、その力は大きくなっていくんだ。それこそ命を全て投げ出せば、この世に壊せない物はないって言われてる。先代の『紅猫』の首領、あたしの親父おやじはそれで死んだ」

　血を代償に!?　死んだって……全身の血をルージュに捧げたのか!?

　どうも保存した血液では効果は無く、生き血でなければならないらしい。人間の血液って確か全体の三分の一以上が失われると死ぬんだよな。その限界を超えてしまったのか……。

「じゃあ、紫の王冠の代償って……」

「本当かどうかはわからねえけどな……だんだんと精神がおかしくなっていくんだと。狂って狂って、最後は自分が誰かもわからなくなると、ヴィオラがその契約者の命を絶つんだそうだ。紫の契約者を殺せるのは紫の王冠だけってことなのかわかんねえけど……事実、歴代の紫の契約者は例外なくヴィオラが殺しているって聞いたしな。不死身の代償ってのはそういうことだ」

　だとしたら……あの狂ったような行動やおかしい言動も、すべて『王冠』の副作用だっていうのか？　まだ人間個人としての自我はあるようだけど……。

「基本的に契約者の寿命が一番短いのもおそらく紫だろうな。あたしや他の王冠の契約者は、注意していれば死ぬことはないけど、紫の場合は確実にその先には死が待っている」

　そんな不死身になんの意味があるというのだろう。僕は彼女をアンデッドかもしれない疑ったが、当たらずとも遠からず、生ける屍のようなものじゃないか。

　精神を病んで、自分が誰であるかもわからなくなるまで、狂い続けるなんて地獄でしかない。

　マップ検けん索さくでルナを捜さがしてみたが、反応はなかった。なにか魔ま力りよくを阻害する護ご符ふのようなものを持っているのだろうか。【サーチ】のような検索能力を持つゴレムもいるかもしれないし、持っていてもおかしくはない。

　ニアの話によると、やはり認にん識しきを阻害するようなアイテムを持っているらしく、『狂乱の淑女』と『紫の王冠』の姿をはっきりと覚えているものは少ないらしい。特に恐怖を覚えた者は記き憶おくを失うほどだとか。ただ恐怖のみがその心に残り、その名を聞いただけで錯乱するらしい。まさに死神だな。もっともその死神の鎌はルナ本人にも向けられているわけだが……。

『クラウン』シリーズってのは諸もろ刃はの剣つるぎようなモノなんだろう。まさか僕が買った『エトワール』シリーズもそんな代償が必要とか言わないよな？

「星エトワールにはそんな代償はねえよ。王冠クラウンが例外過ぎんだ。古代王国のクロム・ランシェスってゴレム技師が王冠を造ったって言われてるけど、かなりイカレた野や郎ろうだったらしいからな」

　なんだろう、妙な既視感が。この手の造り手は変人なのがテンプレなのか？　ウチの博士も研究以外は残念な存在だしなあ……。

　女湯に盗撮カメラを仕し掛かけるとかな……。それをおっさんみたいに、ぐふぐふ言いながら観みてるんだよ。さすがに拳骨の刑に処したけど。

　とりあえず【ストレージ】から買った三体の『エトワール』シリーズを呼び出す。【ストレージ】は生きているモノ……と言うか、意志があるものは収納できない。これは以前チビロボたちで試ためしたから確かだ。なので起動させてしまうと【ストレージ】に入れられなくなる可能性があるが、起動の仕方をニアたちに教わっておかないと困るしな。

　ケースから赤いクリアパーツのついた『エトワール』を取り出す。大きさは子供くらい。ルージュよりも少しだけ低いか。

　フォルムは女性……というかやっぱり女の子っぽいな。白が基調のボディカラーに大きな目。顔は耳や口、鼻といったものはない仮面のようなモノだが、不思議と愛嬌がある。のっぺりとしているわけじゃなく、人間の顔に近い起伏はあるしな。

「やっぱり擬人型ですかねぇ」

　ユーリがエトワールゴレムを見ながらそうつぶやく。

　擬人型ってのは人に近い形をしたゴレムで、戦せん闘とう向きの機体ではないそうだ。非力ではあるが、このタイプはかなり頭が良く、看護や介護といった人の世話をするためにそういった姿に造られたのではないかと言われているらしい。

　確かに人型といってもルージュやあのヴィオラのように鎧姿ってわけじゃないから、こっちの方が人に近いっちゃ近いか。

　どうもウチの『バビロン』シリーズと比べてしまうから、これが擬人型と聞いても『どこが？』と感じてしまうな。

「で、どうやって起動させんの、コレ？」

「胸のあたりに手を当てて、魔力を少し流しながら『オープン』って言ってみな」

　よくわからないが、言われた通りにしてみる。

「オープン」

　バシュッ、と小さく空気が抜ける音がして、胸部パーツが上に開いていく。機械で埋うめ尽つくされた胸の中に、ソフトボール大のガラスのような透けた器うつわがあり、その中に緑色の燐光を放つ、サイコロの形をした立方体が浮ういていた。

「それがゴレムの心臓部、Ｇキューブだ。そのままそれに手を突っ込んで取り出してみな」

　ガラスのような器に指が触ふれれると、簡単に手が入っていく。なんだこれ？　ジェルの塊かたまりに触っているみたいだ。ズブズブと指が入っていく。

　そのまま五センチほどの緑色に透き通る結けつ晶しようの立方体を取り出したが、別に手に何かついちゃいない。変な感覚だ。

「最悪、そのＧキューブさえ残っていれば、普ふ通つうのゴレムとして作り直すことができる。能力とか記憶とかは無くしちまうけどな。記憶とか能力は頭の『Ｑクリスタル』に蓄積されているから」

　頭脳であるＱクリスタル、心臓であるＧキューブ、そして古代王国で造られたボディが揃そろって初めて『古代機体レガシイ』と認定されるんだそうだ。

　逆にＱクリスタルだけが残れば、記憶や能力を受け継いだ機体を造ることも可能らしいが、オリジナルに比べるとやはり劣化するという。

　記憶自体は数百年稼働していないとリセットされるため、古代機体レガシイのほとんどが古代王国時代の記憶を持っていないらしいが……残念だ。

「で、これをどうするんだ？」

「マスター登録をするには、そのＧキューブにお前の情報を取り込ませる必要がある。髪かみでも爪つめでもなにか身体の一部分をその中に入れればいい。それで登録は終わりだ」

　前髪を抜いて、Ｇキューブに触れさせると、すうっと取り込まれていく。これで登録は終わりか。

　Ｇキューブを元の器に戻し、開いていた胸部装そう甲こうを閉めて、『ロック』する。

　ちなみに他人のゴレムを奪おうとすると、この登録を上書きしなければならない。それには完全に機能停止に追いこむ必要があるので、大変なんだそうだ。そりゃゴレムだって自分の記憶を消されたり、主人を無理矢理替かえられようとしたら、全力で抵てい抗こうするわな。

　相手のゴレムを奪ったとしても抵抗されまくってボロボロにし、使い物にならなくしたのでは奪う意味はない。

　もちろん、ゴレムは個人の所有物なので、それ自体が違法で窃盗罪に当たる。奪うばわれないための処置もいくつかあるらしいが、今はまあいい。

　Ｇキューブを戻された『エトワール』から、静かな駆動音が聞こえ始め、やがて赤いクリアパーツからほのかな光が放たれ始めた。が、それもつかの間でやがて光は消えてしまう。

「起動しねえな。普通ならこれで起動するんだが」

「店主の言ってた通り壊れているんですかねぇ」

　うーむ、一瞬起動はするんだが。なんだろうな、この感じ。壊れた古い電化製品のような。接触不良とか？　叩たたいたら直るってもんでもないだろうけど。

　ちょい診みてみるか。

「【アナライズ】」

　分ぶん析せき魔ま法ほうでこのゴレムの構造を把は握あくする。知識のない僕ぼくには当然ながら、ほとんどのパーツが何のためにあるのか意味がわからない。

　けれど魔力の流れなどはわかる。心臓部にあるＧキューブからの流れが、頭脳に当たるＱクリスタルまで届いていない。首のあたりで止まっているのだ。人間でいったら梗塞を起こしているようなもんか？　首の血管が詰まったらとんでもないことだが。

『エトワール』ゴレムの後ろに回り、首のあたりを調べる。と、そこに一センチ四方の赤いクリアパーツがあることに気付いた。

　押おしてみる。反応はない。そもそもスイッチではないようだ。もう一度この部分を【アナライズ】で確かく認にんしてみると、どうも小さな障壁がこの下に張られていて、それが魔力の流れを遮断しているらしい。

　おそらくこの部分が安全装置みたいな役割をしてるんじゃないだろうか。本来ならば、これを解除する起動キーとかがあったのでは。

　もし、そうだとしたらなんとかなるかもしれない。

「【クラッキング】」

　クリアパーツからわずか先の部分のみ、構造を作り変える。無属性魔法【クラッキング】は起動式に割り込み、その発動条件や設定を書き換えてしまう魔法だ。ゴレム全体を設定し直すのは無理だが、ごく一部だけならできなくはない。

　障壁を消し、魔力の流れを頭部まで行き渡らせる。Ｑクリスタルまで魔力が届いたのか、再び『エトワール』の各部クリアパーツが赤い光を放ち始めた。

「動いたですぅ」

「おい、やったな！」

　喜ぶ二人の声を遮るように、聞き慣れない音声が『エトワール』から紡がれた。

『初期化中……初期化終しゆう了りよう。型式番号ＥＴＡ－０１、個体名登録無シ、起動シマシタ。稼動状態問題無シ。マスター名ト個体名ヲ登録シテ下サイ』

　おお、喋った。いや、喋ったというより、録音された機械音声が再生されたという感じだったが。

「ええっと、マスター名は望月冬夜。個体名は……っと、そうだな……」

　星エトワールだからな、なにか星にちなんだ名前をつけたいところだけど。

　赤い星とかなら蠍座のアンタレスやオリオン座のベテルギウスが有名だけど、どうも女の子の名前っぽくない。

　別に星とかは関係なく、普通に色からでいいか。

「うん、個体名はルビーだ」

『登録シマシタ。マスター登録変へん更こう完かん了りよう。再起動シマス』

　琥珀たちも宝石の名前だし、ちょうどいいだろ。意味は紅玉と被るけどな。

　他の二体は言うまでもなくサファイアとエメラルドにする。ちょっと長いからサファとエメラとかでもいいか。

　一旦動きを止めたルビーが再び低い起動音と共に動き出した。首を回し、僕の方をじっと見てくる。

「僕がわかるか？」

『ピ』

　ルビーが小さく頷うなずく。あれ？　喋らないのかな、この子。さっきは喋ったのに。

「こいつは多分学習型だな。言葉も動きも今は最低限しかないんじゃねえの？　教えこめばある程度まで学習していくと思うけど」

　ニアがそう話す横で、ルージュも頷いていた。そうか、まだなにも知らない赤ちゃんみたいなものか。これからいろいろと覚えてもらわないとな。

　……そんな赤ちゃんのような存在を、あの博士に預けて大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……。教育に悪いことこの上ないのに。

「まあいいや、よろしくな、ルビー」

『ピ』

　ルビーが再び小さく頷く。これがそのうち喋れるようになるんだろうか。博士にちょちょいのちょいといじってもらえば、あっさり喋れるようになるかもしれないが、なんかそれはもったいない気もするな。

　続けて青いクリアパーツのサファイアことサファの登録をしようとすると、ひとつ注意事項を言い渡された。

　ゴレムと契約する場合、普通は一人一体なのだそうだ。それは複数のゴレムが契約されている場合、かなり高い確率で感応阻害ジヤミングが起こり、うまく作動しない恐れがあるからとか。

　早い話が、『Ａは右へ、Ｂは左へ』と命令した場合、両方とも右へ行ったり、両方とも左へ行ったり、最悪行動しないといったことが起こりうるらしい。

　確かに戦闘中とかにそんなことが起こったら命取りになるな。

　ただし同じ製作者、同じタイプの古代機体レガシイだとその可能性はかなり低くなるそうだ。この『エトワール』はどう見ても同じシリーズなので、おそらくは大丈夫とのことだが、可能性はゼロではないので、覚えておけ、と言われた。

　とりあえずサファ、エメラ、両方とも同じように『クラッキング』をして、登録を完かん了りようする。

「二人ともよろしくね」

『ポ』

『パ』

　今のところルビーは『ピ』、サファは『ポ』、エメラは『パ』としか反応しないな。

　一応、感応阻害ジヤミングを起こしてないか、動作確認をしておく。

「ルビーは右手、サファは左手、エメラは両手を上げて」

　僕がそう命じると、三体ともきちんと動いてくれた。問題無し、かな。

　しかしアレだな。この三体を見ていると誰かに似てるなーと思ってたら、アレだ、椿さんとこのくのいち三人娘むすめだ。猿さる飛とび焔ほむら、霧きり隠がくれ雫しずく、風ふう魔ま凪なぎ。

　この三体をあの三人に預けても面白そうだけど、向こうじゃゴレムは目立つしな。無理か。忍者ゴレムとかカッコイイと思ったんだけど。

　まあ、そもそもこの三体には次元門を守ってもらおうと買ったわけだし。

　……いや……今さらだけど守れるのかな……？

　擬人型、つまりは介護や看護用だってことは、戦闘力が無いってことだよな。うむむ、今になってそんなことに気づくとは。強力な武装とか魔ま法ほう付ふ与よをさせとけば大丈夫のような気もするけど。

　まあいい。それはあとで考えよう。目的のひとつは完了したわけだし、あとは次元門を設置する土地だな。やはりどこかの無人島とかがいいかなあ。

　表世界のドラゴネス島、竜りゆうの島みたいな人の寄り付かない島でもあればな。そこを開拓するのに。

　ダメもとで聞いてみる。すると意外な返答が。

「……あんの？」

「竜の島だろ？　ドラクリフって島があるけど。気性の荒い竜の巣が多くて誰も近寄らない場所だぞ」

　名前まで似てら。とりあえずマップで確認する。表世界で言うと、ハノック、ロードメア、ユーロン、レグルスに囲まれた内海のほぼ中心にある。大きさはブリュンヒルドより小さい。

　うん、竜のせいで誰も近寄らないなら好都合じゃないかな。足あし下もとにいる子竜状態の瑠る璃りに話しかける。

「こっちの竜も瑠璃の言うことを聞いてくれるかな？」

『精せい霊れい界かいまで行き来できる古竜エンシエントや老竜エルダーがいれば大丈夫……だとは思うのですが。若い竜だけだと私の存在を知らない可能性もあるので、門前払ばらいされるかもしれません。まあ、その場合は少し時間をいただければ、私が島中の竜を制圧しますのでご心配なく』

　強ごう引いんだなあ。まあ若い竜には喧けん嘩かっ早い奴らが多いからな。竜は長命種だから若い期間も長く、人間ならせいぜい十年程度の反抗期が何百年も続く。若く暴れん坊の竜ばかりだと、こっちが上だと実力を示さないといけないから面めん倒どうだ。古竜か老竜がいてくれると助かるけど。

　ま、この竜を味方につけることができれば門の番人にはうってつけだな。とにかく行ってみよう。

「よし、じゃあ行くか。二人ともありがとう。助かったよ」

「こっちこそ魔法を教えてくれてありがとな。それよりアレ、本当にもらっていいのか？」

　ニアがテーブルの上に置いた七つの魔石のかけらと、初級用の分厚い魔法書にちらりと視線を向ける。

「本は僕のお下がりだから気にしないでいいよ。文字が読めないだろうけど、このメガネをかければ読めるようになるから」

　翻ほん訳やくメガネをニアに手て渡わたす。あの本には六属性の初級魔法が網羅されているから、使えるようになればかなり便利になると思う。

「一応念を押すけど、教える相手は選べよ？　魔法は人の幸せを助けるもんで、不幸にするものじゃない、ってのが師匠の教えなんだ」

　まあ、師匠といっても、リンゼとリーン、どちらも婚こん約やく者しやですが。

「わかってるって。義賊団『紅猫』の名に懸けて、善人を泣かすような使い方はしねえよ。悪人は泣くかもしれねえけどな」

　にっ、と笑え顔がおで答えるニア。まあ、彼かの女じよなら間ま違ちがった使い方はすまい。というか副首領のエストさんがさせまい。

　テントから出る。瑠璃に乗って竜の島へと行きたいところだが、ここで元のサイズに戻ってもらうと目立ちすぎる。紅猫のアジトがここだとバレかねないからな。

　一旦【テレポート】で離れよう。

「じゃあ、僕らはこれで。縁があったらまた会おう」

「おう！」

　二人に向けて手を振ふりながら、僕らは【テレポート】で数百キロ先の山の中へと転移した。直接島へ【テレポート】してもよかったが、ニアの時みたくまた座標を間違えると海の上だしな。ここは慎重にいこう。

　瑠璃に元の巨竜状態に戻ってもらい、その背に琥こ珀はくやルビーたちとともに乗り込む。一応【インビジブル】で姿も消しとくか。

『では出発します』

　瑠璃が一気に大空へと飛び上がる。よし、このまま北上しよう。

　目指すはドラクリフ島。

　表世界と違って話のわかる竜たちがいるといいけど。







◇　◇　◇







「ゴガァアアァァァァァアアア！」

　目の前にいる赤しやく銅どう色いろの大きな竜が、砂浜に立つ僕らへ向けて耳がおかしくなるような怒号を浴びせる。

　聞かないでもなんとなくわかるが、一応聞いておこう。

「……なんて言ってるの？」

『まあ端たん的てきに言うと「邪魔をするな、殺すぞ」と』

　僕の肩に止まった子竜状態の瑠璃が呆れたような溜息をつく。

　僕らはドラクリフ島に渡る前に近くの漁村に寄った。

　島の情報を得ようと思ったのだが、話を聞こうと村へ歩き始めたら、どこからか飛来した赤銅色の竜がその村を襲おそい始めたのである。

　見かねた僕らが制止に入ると先ほどの怒号を浴びせてきたわけで。

「こいつ、なんか理由があって村を襲ってるの？　人間がなんか悪いことしたとか？」

『いえ、遊びの邪魔をするな、ということでしたので、完全に気まぐれかと』

　遊びかよ。前に会った黒竜もそうだったが、竜ってのはどうも他の種を見下す傾向にあるのかな。まあ、最強種と言われてるわけだし、わからないでもないんだが……。

「こいつ若いだろ？」

『はい。人間でいえば十六くらいでしょうか。力を持て余している時期ですね』

　だからといって理由もなく遊びで襲われちゃたまったもんじゃない。家が何なん軒けんか燃えてしまっているが、怪我人はいないようだ。

「おとなしく島に帰れって伝えてもらえるか？」

『無む駄だだと思いますが……』

　それでも瑠璃がギャアギャアと竜語で赤銅色の竜に語りかけると、先ほどよりも大音量での怒号が浜辺に響ひびき渡り、竜の口から炎が僕ら目め掛がけて吹ふき出だされた。

「【アブソーブ】」

　僕らに放たれた炎のブレスがその場で雲散霧消し、僕に吸収される。無属性魔ま法ほう【アブソーブ】は、魔法を吸収し、自らの魔力に変えてしまう魔法だ。

　竜のブレスは特とく殊しゆなものを除き、大たい抵ていは体内の魔素を変へん換かんし、魔法として吐き出している。で、あるならば【アブソーブ】で吸収もできるわけで。

「問答無用ってわけか。ならこっちが遠えん慮りよすることもないのかな？」

『主あるじ……こやつを切り裂いてもいいでしょうか。主に対して先さき程ほどからのこの態度、もはや我慢がなりませぬ』

　いかん。琥珀が爆ばく発はつ寸前だ。竜語わからないし、僕のことは別に何を言われても構わないんだけど、琥珀には腹に据えかねるものがあったようだ。

　今にも飛びかからんとしている琥珀に瑠璃が待ったをかける。

『待ちたまえ。ここは私がいくのが筋だろう？　君は引っ込んでいろ』

『……ふん。同族だからと手心を加えるなよ』

『馬ば鹿かにするな。君とは違う』

　瑠璃が僕の肩から飛び立ち、元のサイズに戻る。たちまちサファイアブルーに輝かがやく美しいドラゴンが砂浜に顕現した。

　突然現れた巨きよ大だいな青竜に、赤銅竜の足がわずかに引いた。

「ゴッ、ゴガァァァァァァァァァアアアッ！」

　さらに大音量で赤銅竜が威嚇するように咆ほう哮こうするが、瑠璃は涼しい顔でその咆哮を聞き流し……てるようにみえるけど、目のあたりがピクッとしてる。あれ、怒ってる？

　すうっ、と息を吸い込むと、赤銅竜の数倍はあろうかという炎のブレスが瑠璃の口から盛大に放たれた。

　赤銅竜は一いつ瞬しゆんにして消し炭になり、炭化した体がボロボロと崩くずれていく。おお、おっかない……。

「……やり過ぎじゃない？」

『さすがに腹に据えかねましたので。我わが主を愚弄するとは、身の程知らずにもほどがあります』

　ああ、さっきのはなんか僕の悪口だったのか。瑠璃は理知的で冷静な感じを装よそおってはいるが、かなりの激情家だ。でなければ、琥珀とあんなに喧嘩はしまい。

　僕の代わりに怒ってくれるのは嬉うれしいのだが、このあとのことを考えるとどうしたもんかと……。

　ま、悩なやんでいても仕方が無い。村を燃やされるところだったんだし、よしとしとこう。

「とりあえず島へ行こう。古竜エンシエントドラゴンか老竜エルダードラゴンがいればまともな話もできるだろ」

『そうですね。ここの全すべての竜がこうではないことを願います』

　大きくなった瑠璃の背に乗って、琥珀、エトワールの三体とともにドラクリフ島へと向かう。

　しばらく飛んでいると、遠くに島が見えてきた。あれがドラクリフ島か。

　って、なんかかなりの竜が飛んでいるけど……こっちに向かってきてない？

　ギャアギャアと耳障りな声を上げて、あっと言う間に囲まれてしまう。

「どう考えても友好的な雰ふん囲い気きじゃないよねえ……」

『威嚇しておりますね。先ほどの竜の仲間らしいです。どれも若造ばかりですし』

「この島の代表者がいるなら話がしたいと伝えてくれる？」

『御意』

　瑠璃が囲んでいる竜へ向けてひと鳴きすると、周りの竜がまたギャアギャア喚わめき始めた。あー、もううっさい！

『「長老竜に会わせるわけにはいかん、帰れ、よそ者め！」と、言っておりますね』

「ホント話のわからん奴らだな……」

　本来なら瑠璃は竜種の頂点に立つ存在である。しかし、この世界では長い間顕現してなかったせいで、その存在を忘れられているらしい。ただでさえ神しん獣じゆうが精霊界から顕現するのは珍めずらしい上に、この世界は魔法が発展していないから召しよう喚かんされることもなかったろうし。

　それでも老竜エルダーならその存在を知っているはずなんだが、その前にこういった若造たちに邪じや魔まされちゃあなあ。ま、僕も若造ですけれども。

『いかがいたしますか？』

「とりあえず島へ全速力。強引に会いに行こう」

『承知』

　再び飛び始めた瑠璃へ向かって、炎や火炎弾だん、氷塊に電撃など様々なブレスが飛んでくる。それを片かたっ端ぱしから僕が【アブソーブ】で無効化し、瑠璃は島へと上陸する。

　上陸して早々に、ティラノサウルスみたいな竜が数匹ひき群れになって僕らに襲いかかってきた。飛ばない竜、地竜ってやつだ。

『下がれ、下郎！』

　元の姿に戻もどった琥珀が、咆哮とともに衝しよう撃げき波はを放つ。かなり重そうな巨体の地竜が一発で数匹まとめて吹っ飛とんだ。

「ターゲットロック。【グラビティ】」

　倒たおれた地竜たち目掛けて、僕のスマホから加重魔法グラビテイが炸裂する。

「グギャァアアッ!?」

　まさに潰されたような声を上げて、地竜たちが地面に倒れこむ。殺すまでの重さは加えてはいない。しばらくそこでおとなしくしててくれ。

　僕らが地竜たちの相手をしていると、瑠璃の前に大きな竜が降り立った。全身が緑でその背中や肩、尻尾しつぽに至るまで、鋭するどい棘とげが生えている。あれは確か棘竜スパイクドラゴンだったか？　ギルドの閲覧室にある本で見たことがあるな。こっちにもいるんだ。

　しかしでかいな。瑠璃より大きい。

「グルオァアアアアアァァッ！」

「ガアァアアアアァァァァッ！」

　棘竜の咆哮に瑠璃も同じように返す。だから耳がキーンとするってのに……。

　棘竜が息を吸い込み始める。ドラゴンブレスだ。それを受けて立つように、瑠璃もブレスの体勢をとった。

　同時に灼熱のブレスが二匹から放たれる。二匹の中央で激げき突とつしたブレスは、一瞬だけ均きん衡こうを保ったが、すぐさま棘竜が押し負け、その身を瑠璃のブレスに灼やかれることになった。

　プスプスと煙けむりを上げて、棘竜もその場に崩れ落おちる。

「こいつ老竜エルダー？」

『いえ、先ほど消し炭にした奴より若いです。私たちを散々罵ってましたから』

　若竜かよ。見た目じゃ判断できないなあ。でかいから歳としをとってるってわけでもないんだな。

　ん？

　島の奥おく、中央の山からまた竜がこちらへやってくる。それを見て、空で喚いていた別の竜たちが騒ぐのをピタリとやめた。

「へえ……」

　だんだんとこちらへやってくる竜を見て、思わず声を漏もらしてしまう。間ま違ちがいなくあれは老竜エルダー、いやもしかしたら古竜エンシエントかもしれない。

　ふわりと優雅に僕らの前へ降り立ったその竜は、光り輝く銀色の竜だった。

『蒼そう帝てい様、それに白帝様におかれましては此度の顕現、大変嬉しく存じます』

　流暢な人間の言葉で銀竜がそう述べ、首こうべを垂れた。その姿を見るや、周りの竜りゆう達たちが一いつ斉せいに地面に降り立ち、その身を地に伏せる。

『我が名はすでに蒼帝にあらず。新しき名、瑠璃と呼ぶがいい。こちらの我が主、望月冬夜様に授けていただいた名である』

　その言葉を聞いて、銀竜の目が一瞬見開いたが、すぐに僕に対しても同じように首こうべを垂れた。

『此度の失礼、なにとぞお許し願いたく……』

『たわけが！　若造どもの手た綱づなくらい、むぐぐ……！』

　銀竜を怒鳴りつけようとした琥珀の口を押さえつける。ややこしくなるから君は黙ってなさい。

「や、まあいいけど。君がこの島を仕切っている竜？」

『はい。私がこの島を統治しております。若き竜の勝手を止められず、申し訳ありませぬ……』

　？　なんだろうな。この銀竜、元気が無い。琥珀に怒鳴られたから？

　いや、さっき飛んでくるときも随分とゆっくりだったし、どこか悪いんだろうか？　そのせいで島の竜たちをまとめられてないのかな。

　ふと、銀竜の尻尾を見ると、先せん端たん近くのところに傷があり、紫色に変色している。それどころか尻尾全体に紫の小さい斑点が見られた。

「その尻尾は？」

『……お恥はずかしい話ですが、二百年ほど前、機械人形を操る人間に付けられた傷が呪いとして残り、いまだに我が身を蝕んでおります。尻尾を食いちぎろうとも考えましたが、飛べぬ体になるよりは、と……』

　銀竜が首をさらに下げて、目を伏せる。飛べなくなるってのはどういうことだ？

「尻尾を切ると飛べなくなるのか？」

『飛行中のバランスをうまく取ることができなくなるのです。飛べない竜は地竜と同じ。地竜ならば、それを補う脚力がありますが、空を飛ぶ種にはそれがない。空も飛べず、地も駆かけられず。それはもう竜とは呼べませんから』

　首を傾かしげていた僕に瑠璃が教えてくれた。なるほど。しかし竜相手にこんなことをするとは……。機械人形ってのはゴレムだよな。竜を相手にできるゴレムって……。

「そのゴレム……機械人形って何色のやつだった？」

『紫ですが……それが？』

　紫か。紫の王冠【ファナティック・ヴィオラ】。あいつか？　二百年前っていうと、マスターはルナではないと思うが。

　いやいや、紫のゴレムなんて他にもいるだろ。『王冠』と決まったわけじゃないか。

「とりあえず治そう。動くなよ？」

『は？』

　尻尾の方へ回り、傷口を見る。多分これは毒の呪いだな。普通なら即そく死しモノだろうが、二百年も耐えたのは竜の生命力かね。とりあえず毒を消そう。

「【リカバリー】」

　僕が尻尾に触れ、魔法を発動すると、たちまち紫色の斑点が消え、美しい鱗うろこが銀色の輝きを取り戻した。

「【光よ来たれ、女め神がみの癒し、メガヒール】」

　回復魔法で尻尾の傷も完全に治す。

『おお……体中に力が……！　まるで若返ったような清々しい気分です！』

　銀竜が天へ向けて雄叫びのような咆哮を上げる。それに追従するように他の竜たちも次々と天へと向けて声を張り上げた。

　犬の遠吠えってのは聞いたことあるけど、竜のはちょっとスケールがデカすぎる。空気がビリビリと震ふるえているのを感じるほどだ。

「うるさ……！」

《主を讃えております。ご勘かん弁べんを》

　瑠璃の念話が聞こえてくる。そう言われちゃ口をつぐむしかないじゃんか。

　しばらく竜の遠吠えドラゴンハウリングを聞いていたが、やがて銀竜が僕の前に頭を下げてくる。

『望月冬夜様。此度のこと感謝してもしきれませぬ。我々になにかできることはございませぬでしょうか』

「別に気にしないでいいけど、ちょっとだけ頼みがあるんだ。この島の土地を少しだけ貸してほしい。家を一軒建てたいんだよ」

『それぐらいでしたらお安い御ご用ようでございます。この先の山の中腹などいかがでしょう。島全体が見渡せますが』

　うん、それはいいな。じゃあそこに案内してもらおう。

　先ほどとは違い、力強く羽ばたいて銀竜が空を飛ぶ。先導される形で僕らも瑠璃に乗り、山の中腹に辿り着いた。

　すると銀竜がまばゆい光を放ち、その姿をだんだんと変化させていった。そして光が収まると、そこには腰まで伸のびた銀髪の若い男が立っていたのである。

　頭からは短い角が後方に伸び、肌はだには鱗模様が少しあるので竜人族っぽいが。服は地味な灰色のズボンとシャツで、落ち着いたジャケットを着込んでいる。かなりのイケメンだ。くっ、悔しくなんかないぞっ。

「驚おどろいたな。人間になれるんだ……」

「はい。そもそも我ら銀竜は人間たちの世界を好むため、このような能力を有しております」

「瑠璃はできないの？」

『必要ありませんからね。銀竜種が変わり者なのです』

　そう言ってまた瑠璃はポンッ、と子竜の姿に変化した。これも変化の術のひとつなら、人間に変身できないのか、できるけどしないのか。

　どっちにしろ、瑠璃たちはこの姿に誇りを持っているようだから、必要ないのだろう。

　山の中腹から島を見み渡わたす。なかなかの絶景だ。

「確かにこの場所はいいね。島全体が見えるし、見晴らしもいい」

『ピ』

　ルビーが僕の真ま似ねをして辺りを見回す。それに続いてサファとエメラも同じように見回し始めた。気に入ったのかな？

「さて、じゃあまずは整地をするか」

　土魔法を使って斜面を平らに変形させ、地じ盤ばんを固めて土台をつくる。ここがしっかりしてないと山崩れとか怖こわいからな。

　十分に土地を整地したあと、【ストレージ】から、一軒の屋敷を出現させた。

「おお……」

『ピ』『ポ』『パ』

　銀竜が驚く横で、ルビーたちが突とつ然ぜん出現した屋敷に注目している。これは驚いているのだろうか。

　この屋敷は表世界で事前に買い求めておいたものだ。元々はレグルス帝てい国こく貴族の持ち物だったそうだが、手放すことになったというので、安く購入したのである。

　整地した地面に屋敷を設置し、再び【モデリング】でしっかりと土台と地盤を固める。庭が殺風景だが、そのうち芝生とかを植えることにして、今回はスルーしよう。

「この屋敷に転移を使って他の人間が出入りするのは大丈夫かな？　もちろん島の竜には迷めい惑わくをかけないつもりだけど」

「問題ありません。決してここの住人には手出しはしないよう言い聞かせておきましょう」

　そう銀竜は約束してくれたが、ま、一応ということで、屋敷の範囲に防護結界を張っておく。馬鹿な竜がいないとも限らないしな。

　庭の中央に【ストレージ】から取り出した次元門マーク２を設置する。本当は地下とかに設置しようと思ったが、この島なら人目もないし、問題ないだろ。

　……よくよく考えたら人目がないんだから、カモフラージュのための屋敷はいらなかったんじゃないか？　門だけ、ぽんと置いてもよかったような。

　……ま、くつろげる場所は必要だよな。

　あとはこの屋敷をルビーたちに管理させる……させられる、か？　まだ無理だよなあ。それに一旦は博士のところに連れて行かないといかんし。

「うーん、まさかライムさんをこっちの世界に連れて来るわけにもいかないしな……」

　ウチのスーパー執しつ事じなら問題なく管理してくれそうだけどな。それに表世界むこうで彼かれがいなくなるのは正直痛い。

『それならばこの銀竜に管理してもらえばいいと思いますが。こやつらは竜にしては珍しく、人間の世界に詳しいのでひと通りの知識はありますし』

「そうなの？」

「はい。時折りこうして人の姿となり、人間の生活を見学に街へ行くこともしばしば……」

　どうやら銀竜種というのは、よほど好奇心が強い種のようだ。人への変身も、そういった好奇心がもたらした能力なんだろう。ひょっとしてそんなことをしていたから、紫の王冠に呪われるハメになったんじゃ……。

「じゃあ頼たのめるかな。屋敷は好きに使っていいから。調度品とか食料とか、必要だと思ったものは揃えてもらえれば」

「はい、わかりました。一度このような人間の家に住んでみたいと思っていましたので、楽しみです」

【ストレージ】からまとまったお金を取り出し、銀竜へと渡す。これで家財道具やいろいろなものを買うように頼んでおく。移動用に魔法の絨毯も渡わたしておいた。竜の姿で町まで飛ぶわけにもいかないだろうし。

「あれ？　そういや、銀竜ってのは種族名だよね。名前はないの？」

「ありません。よろしければ瑠璃様や琥珀様のように、冬夜様からいただければこれに勝る喜びはないのですが……」

　銀竜……銀、ね。『シルバ』ってのは確かユミナが自分の召しよう喚かん獣じゆうであるシルバーウルフに付けてたな。

　竜が狼おおかみと同じ名前は気に入らないだろうなあ。

「白しろ銀がね……でいいかな？　昔、僕が使っていた名前だけど」

「そのような名をいただけるとは……！　ありがとうございます。以後、私のことは白銀とお呼びください」

　銀竜、もとい白銀が頭を下げる。銀の鬼武者の名は彼に譲ろう。

　よし、とりあえず裏世界での任務はこれで一段落かな。

「じゃあ一旦僕ぼくらは帰るよ。そのうちまた仲間を連れてくるから、そのときはよろしくね」

「はい。楽しみにしております」

　白銀が恭しく頭を下げる。動きが様になってるなあ。ホントに竜だったのか疑ってしまいそうになる。

　庭に設置した次元門マーク２を起動させるために魔ま力りよくを注ぐ。こっち用の魔力タンクも用意しないとな。

　パレリウス島のオリジナル次元門より、はるかに少ない量でメーターがいっぱいになる。

　瑠璃もルビーたちも五十キロは超えてないだろうから、通るのに問題はない。

　僕らは繋がった門を潜くぐり抜け、バビロンの空中庭園へと無事、帰り着いた。










「おおお！　これが噂うわさのゴレムだね！　なるほどなるほど、これは素す晴ばらしいね！」

　エトワールの三体を連れて『研究所』へ行くと、満面の笑えみを浮かべてバビロン博士が駆け寄よってきた。

「ほうほう、同型機か。女性型かな？　うえへへ、これは調べ甲斐があるねえ。お嬢ちゃんたち、痛くしないからねえ。少しだけお姉さんに体を開いて中を見せ、あ痛ッ！」

「やめんか、セクハラ的な発言は」

　変態幼女博士の頭頂部にズビシッ！　とチョップを入れる。博士の言動に心なしか三体とも怯えているように見えた。

「痛いなあ。ちょっとした好奇心の暴走だろう？　未知のものに惹かれる、それは魔工学者として当たり前のことじゃないか」

「わからんでもないけど、ゴレムには意思があるんだ。この三体は学習型らしいから、変なこと教えるな」

　頭をさする博士に釘を刺しておく。ルビーたちまで倒錯的な性格になったら困る。やはりキチンとした教育係は必要だな。

「ハァハァ……。このサイズならかわいい服が似合いそうでス。下着も必要でスね。博士！　もっとぷにぷにボディにしませんかッ!?」

　鼻息を荒あらくして、『研究所』の管理人、ティカがルビーたちを凝ぎよう視し、もとい視姦していた。こいつもいたか……。ロリコンめ、この子たちも許容範囲内なのか？

　大きく分ければバビロンナンバーズもゴレムも、同じ人工生命体というカテゴリーに入るのかもしれないけど。

　とりあえずこうしていても仕方がない。僕はエトワールの三体の機能を一旦停止させ、休眠状態にした。

　それからニアから聞いたゴレムの基本的知識を伝え、心臓部のＧキューブと頭脳のＱクリスタルだけは手を加えないでほしいと伝えた。

「【アナライズ】」

　博士が三体に解析魔法をかけて調べていく。僕ではわからなかった機能や、素材も博士なら理解できるだろう。

「ふ……む、幾つかわからない素材が使われているね。こちらの世界では存在しないものなのかもしれない。別なもので代用はできると思うけどね。この三体が君の言う『能力持ち』かどうかは、今はまだわからないな」

「向こうには『王冠』ってゴレムもあって、とんでもない能力を持ってた。ひょっとして、五千年前、こちらにやってきてパレリウス翁おうに接せつ触しよくしたゴレムが『王冠』だったのかもしれない」

「面おも白しろい説だが、まだ推論の域を出ないな。そのゴレムが『世界の結界』を修復したのだとしたら、そのゴレムはその後どうなったんだろうね？　まさかこちらの世界に未だ存在しているとか？」

　あり得なくはない……が、こっちでマップ検けん索さくしてみてもひっかからなかったしな。元の世界に戻ったのだろうか。

　世界を渡る、エンデと同じような『能力』を持つゴレムなのかもしれない。

「ま、とりあえず一通りこの子たちを解析してみよう。なにかわかるかもしれないし」

「わかった。くれぐれも余計なこと吹き込むなよ？　あと、変な改造すんな」

　二人に念押おしして、『研究所』をあとにする。

　あ、そういや今回はお土産みやげ買ってこなかったなあ。いろいろ面倒が重なったから忘れてた……。

　そんなことを考えながら、ブリュンヒルドの自室へと僕は【ゲート】を開いた。







第四章　日々に新なり







　それから数日して、久しぶりに各国の国王が集まる世界会議が開かれることになった。

　世界会議、とは言うが、要は集まって美味おいしいものを食べて遊んで、仲良く話そうってことだ。実質、ホームパーティーみたいな面があるのはもう否いなめない。どうしてこうなったんだろ……。まあ、ちゃんと国家間の問題を話し合いで解決するという目的は機能しているから問題ないっちゃ問題ないんだけれども。

　今回、東西同盟のメンツに加え、新たに魔ま王おう国ゼノアス、パルーフ王国、フェルゼン王国が加入することになった。これにより同盟の名称も『世界同盟』とした。




　ゼノアスからは魔王、ゼルガディ・フォン・ゼノアス。

　パルーフからは少年王、エルネスト・ディン・パルーフ。

　フェルゼンからは魔法王、ブランジェ・フロスト・フェルゼン。




　三人の国王が新たに会議に参加することになった。

　この次の会議では、エルフラウ王国、ハノック王国、ライル王国も加入してくれる予定だ。それまでになんとかイーシェンとパレリウスも引っ張りこみたいところなんだけど。パレリウスはちょうど明日行くことになっているから話をしてみるつもりだ。

『うわあ、ゆ、揺れがすごい！』

『なにやってるのよ、エル！　早く立って！』

『はっはっは！　もらったぞ！　悪く思うな、パルーフ王！』

　遊戯室のスクリーンに三体のフレームギアが映し出されていた。

　新たに同盟入りしたフェルゼン王とパルーフ王、そしてパルーフ王の婚約者レイチェルが、フレームユニットで遊んでいるのだ。もうすでにゲーム感覚だよなあ。

　部屋のあちこちで数名のグループが出来上がり、みんな思い思いに楽しんでいるようだった。もはや会議でもなんでもない。

　フェルゼン王の婚約者であるエリシアさんは、父親であるレグルス皇こう帝てい、妹であるルーの二人と近況を話しあっているし、ゼノアスの魔王は娘むすめである桜に、スマホの電話番号を（すでに各国の代表には量産型のスマホを渡している）教えてもらおうと頼み込んでいる。……拝み倒している。
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　周囲の目は気にした方がいいぞ、魔王様。護衛であるお付きのシリウスさんがなんともいえない顔をしているから。ま、いくら桜でもメールのアドレスくらいは教えてくれるだろ。……たぶん。

　向こうのテーブルではロードメアの全州総そう督とくとレスティア騎き士し王おうがなにやら真面目な顔で話し合っているし、バルコニーではリーニエ国王のクラウドと、パルーフ王の姉・リュシエンヌがいい感じになっていた。

　それをニヨニヨとうちの恋れん愛あい神と狩猟神が、ラミッシュの教皇猊げい下かと観察しているわけだが。

「よくよく考えるとすごいことになってるよな」

「ま、世界中の国王が集まるなんて、数年前には思いもしなかったから無理もない……と、リーチ」

　ミスミド国王がつぶやいた言葉に返事をしつつも、ベルファスト国王がリーチを宣言し、点棒を投げる。

「国家間の問題もいろいろと解決し、さらにこうして我らも楽しめる。最近じゃ毎月この日が楽しみで仕方がないわ」

　リーフリース皇王が安牌を切る。むむ。僕の番か。山からツモり、手牌に加える。来た！　緑リユー一イー色ソー役満！

　あとはこの捨て牌が通れば一発逆転……。でも、危険だなあ。いや、ここは勝負だ！

　タン。

「ロン。リーチ一発タンヤオイーペーコードラドラ、跳満」

　うぐうー！　ベルファスト国王の容よう赦しやない言葉に思わず雀卓に突っ伏す。

「おお、怖っ。冬とう夜や殿どのが突っ込んでくれて助かった」

　ミスミド国王が大袈裟に胸を撫なで下ろす。くそう。負けたー！　この人ら、あっという間に将しよう棋ぎも麻マー雀ジヤンも僕より強くなるからつまらん！

　結果、僕の最下位が決まった。うぬう……。

「いや、愉快愉快。ブリュンヒルド公王、ここは楽しいな！」

「お気に召してもらえたようで何より……」

　負けて腐っていた僕のところにフレームユニットでの対戦に勝ったフェルゼン国王がやってくる。子供相手に勝ったのか、このおっさん。少しは空気読め。

「ところでブリュンヒルド公王、例の物だが……」

「ああ、あれですか。間違いありません。うちのと同じものです」

「？　なんの話だ？」

　フェルゼン国王と僕の会話に、雀卓にいた王様たちが興味を示す。ついでだ、ここで説明してしまおう。

「この間、フェルゼン国王から相談を受けまして。フェルゼンの古代遺い跡せきにある地下から巨大なアーティファクトが見つかったそうです。えっと……これですね」

　僕は王様たちにスマホに映った物を見せる。この写真はフェルゼン国王から添付されてきたものだ。暗い地下にひっそりと長い物体が並んでいる。その大きさは横に立つ騎士と比べるとかなり大きい。

「これは……。スゥのフレームギアに合体するやつと同じ……」

「そうです。魔ま導どう列車。レールの上を走り、様々なものを輸送する古代文明の乗り物です」

　姪の乗るフレームギアとの類似点を見み抜ぬいたベルファスト国王陛下に、僕は小さく頷うなずいて答えた。

　正確にはスゥのオルトリンデと合体する弾だん丸がん装そう甲こう列車『レーヴァテイン』は線路を必要としないから同じものではないのだけれど。

「レールってアレだよな？　トロッコの下に引いてたやつ」

「おお、アレか。あれは面白かったな」

　ミスミドの獣じゆう王おうとリーフリース皇王が笑い合う。いやあんたらスピード出し過ぎて、吹っ飛んでましたやん……。

「えーっと、これが試験的に作ったミニチュア……模型なんですけど」

　僕は【ストレージ】から八十センチほどの一直線のレールと、フェルゼンで見つかったのに似た列車を取り出した。

　レールの上に列車を置いてセットする。

「その模型に魔力を流してみて下さい」

「こうか？　おっ!?」

　ベルファスト国王が軽く魔力を流すと、蒸気機関車の形をした模型がゆっくりとレールに沿って動き出した。

「魔導列車は魔力を増ぞう幅ふくし、動力に変えて走ります。この模型は少しの魔力で動きますが、実際のものはもっと大きい魔力が必要になってきます。フェルゼンで発はつ掘くつされたやつも数人がかりの魔力をいくつもの魔石で増幅させて走らせるタイプですね」

「写真を見ただけでよくわかるな。うちの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師したちもそう言ってた」

　フェルゼン国王が感心したように頷いているが、いや、その……実際にそれを造って乗ってたって人がうちにはいるからね。

　バビロン博士によると、写真のあれは古代王国パルテノで造られた魔導列車らしい。パルテノはフェルゼンがあるあの地域も支配下に置いていたから、そこで発見されてもおかしくはない。ひょっとして発見された古代遺跡って、地下鉄かなんかだったんじゃないだろうか。

　大都市の地下鉄の駅ってちょっとしたダンジョンだよね……。

「んで？　その見つかった魔導列車ってのは動くのかい？」

「いや、それが動かんのだ。だからブリュンヒルド公王に聞いてみたんだが……」

　ミスミド獣王陛下にフェルゼン国王陛下が答えた。魔法王国フェルゼンは魔力を使った魔道具を多数生産している。その技術力を以もつてしても動かすことができない古代の魔導列車。

　フェルゼンの研究者たちもお手上げか。まあ、そっちも博士に聞いて解決はしているが。

「結論から言いますと、フレームギアと同じで特殊な魔力媒体が必要なんですよ。ですから魔力だけでは動かないんです」

　エーテルリキッドと同じ性質の魔力媒体が必要なのだ。エーテルリキッドより不純物が多くても動くらしいので、作ること自体は難しくない。フレームギアと同じく正確に言うとこれは燃料ではなくて、人間でいうと血液のように循環させて使うものだ。数十年もすれば劣化して使い物にならなくなるんだけどね。

「ということはそれさえあれば動かせるんだな？　譲ってもらえるのか？」

「お金をもらえるならいいですよ。本当なら魔導列車はうちで造ろうかと考えてたんですけどね」

　単純に列車だけ生産するならフェルゼンに任す方がいいか。うちで造るとなると、いろんなものがストップしてしまうし、金がかかりすぎる。

　何個もの晶石フレイズのかけらを刻印魔ま法ほうで処理したあとにエーテルリキッドで満たして作る魔力バッテリー。それをそのまま売ろう。フェルゼンの技術力なら魔導列車を再生できるはずだ。

「それってうちらの国でも造れないのか？」

「造れると思いますよ。うちから心臓部になるものを買ってもらえれば」

「冬夜殿もちゃっかりしてきたのう」

　リーフリース皇王がそう言って苦く笑しようするが、うちだってお金はいるのだ。エーテルリキッドや魔力バッテリーの作り方まで教える必要はあるまい。

「うちから列車ごと買ってもらっても構わんが？」

「ふむ。参考のために一両は買わせてもらうかな。まだ再現できるかわからんしな」

「あっ、なんだよ抜けがけか？　リーフリースも一両買うぞ」

　まだ造ってもいないフェルゼン製の魔導列車が二両も売れたぞ。ミスミドとレグルスはとりあえず重臣たちと相談してから、ということになった。

　麻雀牌を片付けて、雀卓の上に簡単な地図を広げる。

「まずはリーフリースとベルファストを線路でつなぎ、次にミスミド、レグルスと路線を延ばしていけばいいんじゃないですかね。もちろん両国できちんと話し合った上で、ですけど。そこらへんは皆みなさんで」

　土属性の魔法使いが数十人いれば、さほど手間でもないだろうし。線路は簡単にできるだろうけど、問題はいろいろあるんだよな。線路を壊したり、そこで寝ねたりする人がいないように、ちゃんと御触れを出ださないといけない。うちみたいな小さい国なら広まるのはあっという間だけど、ベルファストやレグルスだとそれなりに時間がかかる。

「ふむ、こうなるとフェルゼンの技術者を何名か招いて、その技術を教えてほしいものだな」

「あるいは見所のある奴やつを留学させるか……」

　ベルファスト国王とリーフリース皇王がこれからのことについて話し始める。

　ミスミドの獣王は雀卓上の地図を見ながら頬ほお杖づえをついた。

「ミスミドうちはどうするかねえ。ベルファストとの間にはガウの大河があるからなー。橋をかけるわけにもいかねえし」

　チラッチラッとこちらに視線を向ける獣王陛下。

「……僕が橋をかけてもいいですけど」

「悪りぃなあ、催促したみたいで。ま、きちんと金は払はらうからさ」

　みたいじゃなく催促したろ……。

「それはそれとして冬夜殿。この魔導列車の模型なんだが、ヤマトのお土産に……」

「ああ、差し上げますよ。ちょっと待ってください。直線以外のレールも出しますんで」

　僕はベルファスト国王の申し出に頷いて、【ストレージ】からカーブやＳ字や分岐点などのレールを取り出す。

　そうだよな、これっておもちゃだよなあ。ヤマト王子、喜んでくれるといいけど。

　まだ結けつ婚こんしてないけど将来の義理の弟のためだ。お安い御用です。

　この列車模型自体は小さな魔石と簡単な刻印魔法で作られているから、オルバさんの伝手つてで量産できるかな？　レールとかだけじゃなく、ジオラマ的な物を作れば売れるかもしれないな。今度相談してみよう。







◇　◇　◇







　次の日、僕は一人でパレリウス島を訪れていた。開国してからの様子を確かく認にんするためである。

「ではだいぶ巨きよ獣じゆうの被ひ害がいは少なくなってきているんですね？」

「はい。以前のように頻繁に目撃されるようなことも減りました。少しずつではありますが、城じよう壁へきの外へ居住域を広げていっております」

　パレリウス島の中央部にある神殿の一室で、僕は島の代表者であるセントラル導師と向かい合っていた。彼かの女じよもいろいろと忙いそがしく動いているらしい。

「パルーフ王国とエルフラウ王国が、巨獣の素材を買い取って下さったので、そのお金でいろいろな物を輸入し始めています。南の都近くに港町を造る計画も持ち上がっているのですよ」

「なるほど。この島には船がちゃんと寄港する場所がありませんからね」

　閉ざされた島だったのだ。船の必要性なんかほとんどないわけで。今でもパルーフとかの船は沖に碇てい泊はくし、そこから小型艇ていで上陸しているようだしな。きちんとした港町は必要だろう。

　この島でしか取れない果物や作物は、大陸では珍めずらしいので、充じゆう分ぶん貿易が成り立つ。さらにこの島の職人は手先が器用で、素晴らしい細工物を作るのを得意としていた。

　細工物といえばドワーフだが、彼らは南のライル王国方面に多く住む。そこから買い付けるよりは、パレリウス島の方がパルーフにしてみれば、はるかに近い。

「結界を解いたことにより、どうなることかと思っていましたが、杞憂だったようです。巨獣に怯える暮らしが終わり、都の結界を越えて生活圏が広がれば、この島はもっと豊かになるでしょう。公王陛下には大変お世話になりました。ありがとうございます」

「いえいえ。こちらも巨獣相手にフレームギアの訓練をしたり、それなりに利用させてもらってますから。お互たがいさまですよ」

　お互いに笑い合い、僕たちはこれからの国交と、世界同盟参加の話をすることにした。










　パレリウス島から戻もどってくると、僕は冒ぼう険けん者しやギルドのギルドマスター、レリシャさんに電話を入れた。

　セントラル導師からパレリウス島における冒険者ギルド開設の許可をもらえたことを報告するためだ。これでパレリウス島にフレイズが現れても、なんとか対処できるんじゃないだろうか。

　パレリウス島は魔素溜まりの影えい響きようで、強力な魔ま獣じゆうが多い。巨獣にまでならなくても、普ふ通つうよりも大型の種がけっこう存在する。

　ベテラン冒険者にとっては、稼かせぎやすい地とも言えるから、うちのダンジョンみたいに、人が集まるんじゃないかな。渡航するのは大変そうだけど。

　電話を切り、今日はそのあとの予定がなかったので、ブリュンヒルドの城下町をぶらぶらと歩く。

　表通りは賑にぎわっていて、活気に溢あふれていた。オルバさんのストランド商会の店舗前にはカプセルトイの機械が幾つか並び、子供たちが小こ遣づかいを手にガチャガチャと回している。

　駄菓子屋前みたいだな、と思わず笑ってしまいそうになる。ふむ、こういうところで駄菓子を売り出すってのもありかなあ。

　オルバさんのストランド商会は、ブリュンヒルドにいくつかあって（確か三店舗だったと思うが）、ここはベーゴマとかフラフープとか基本的にそれほど高い物を扱あつかっていない、おもちゃ系のホビーショップだ。

　子供でも買えるものがメインで価格も比較的安くなっている。もちろん、大人でも買っていく者はいるが。

「冬夜様？」

　聞き慣れた声に思考を中断させて顔を上げると、そこにはヒルダが立っていた。騎き士し団だんとは違ちがう軽装鎧を身につけて、僕のあげた晶しよう剣けんを腰に下げている。ガントレットは外して、剣と同じく腰に下げていた。

「あれ？　どうしたのこんなところで？」

「八や重えさん、エルゼさんと三人でダンジョンに行ってきた帰りなんです。お二人は島の港の方で魚を食べてから帰るとかで別れたんですけど」

　またダンジョンに行ってたのか。まあ、彼女たちは潜っていても半日ほどだから下層まではいかない。

　比較的安全な層フロアで、なにかダンジョンでトラブルはないか見回りをしているようなものなのだけれど、なにがあるかわからないのがダンジョンだ。油断はして欲しくない。正直、あまり行ってほしくはないのだけれど。

「二人に付いて行かなかったのかい？」

「私わたくし生魚はどうも苦手で……」

　と、苦笑するヒルダ。ああ。そういうことか。

　仲のいい三人だが、実は意外なことに食に関しての好みはけっこう分かれる。エルゼや八重は庶しよ民みん派の料理を好み、ヒルダは宮きゆう廷ていなどでの洗練された料理を好む。

　これは生まれて食べてきた今までの食歴からくるもので、仕方のない部分もある。別に刺身などをヒルダが食べられないというわけではないのだが、進んで食べたりはしないということだ。

　エルゼやリンゼの出身であるリーフリースではイカやタコも食べるというしな。あの二人はそこらへんの味覚が近いのだろう。

「じゃあ、一いつ緒しよに帰ろうか」

「はい！」

　笑え顔がおを浮かべながらヒルダが僕の左側に寄り添そうように歩き出した。

　ヒルダはそわそわと自分の手を動かしながら、なにやらもじもじと僕に言いかけては、口をつぐむ。なんだ？

　……ああ。

「手をつなぐ？」

「あ、いえっ！　戦っていたので汚れてますし、汗あせばんでしまっているので……っ！」

　顔を真っ赤にさせて彼女はそう言ってくるが、構わず僕はその右手を握る。はわわ、と顔がさらに赤くなった。

「そんなの気にしないからさ。ヒルダはみんなより遠えん慮りよしがちだよ。もっとわがままを言ってもいいと思うけど」

「うあ、はは、はい。その、規律を守り、自己を戒めるのが騎士の教えでありまして……」

「僕といる時は忘れていいよ。僕が必要としているのは、騎士のヒルダじゃなくて、そのままのヒルダっていう一人の女の子なんだから」

「……はい」

　それきり赤くなって俯うつむいてしまう。お兄さんのレスティア騎士王から聞いた話だと、ヒルダは王女として生まれながら、騎士王国の倣いとして小さな頃ころから剣を握にぎり、騎士とはなにかという信念を叩き込まれた。

　国民を守り、弱き者の盾たてとなり剣となる、その高潔な心も。

　なので普通の女の子として扱われたことなどあまりなかったのではないかと思う。少し不憫に思えてしまうけど、それはヒルダに対して失礼だ。

　花か恋れん姉さんが言ってたけど、僕が初恋って言うんだからよっぽどだとは思うけど。

　たわいない話をしながら、城へと向かう丘おかを歩く。【ゲート】を使って帰ってもよかったが、こうした時間も悪くない。

「……あの、冬夜様に聞きたいことがあるんです、けど」

「ん？　なに？」

「そっ、その……わっ、私のこと、好きです、か……？」

　思わずフリーズしてしまう。歩みを止めた僕に、ヒルダは顔に少し悲しそうな作り笑顔を浮かべて、慌あわてて手を振ふった。

「あっ、わ、忘れてください！　変なことを聞いてすみません！」

「……どうしてそんなことを聞くの？」

「……私は、あまり女の子らしくもないし、戦うことしかできなくて……婚こん約やくして下さったのもレスティアのことがあったからかとか……ちょっとそんなことを考えてしまって……」

　そんなこと考えてたのか。

　あー……今さらだと思ってたけど、きちんと言葉にしないと伝わらないんだなあ。自分の馬ば鹿かさ加減が嫌いやになる。

　ヒルダときちんと向き合い、その両手をしっかりと握る。ここまで不安にさせたのは僕の怠慢だ。しっかりと伝えないと。
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「さっきも言ったけど、僕が必要としているのはレスティアの姫ひめじゃなく、君自身だ。君を大切にしたいと思ってるし、守りたいと思ってる。みんなと同じく幸せにしたいと思ってるよ」

「あ……」

「僕は君を好きだ。それは嘘うそじゃない。だからそんな風に思わないでくれ」

「はい……。ご、ごめん、なさい……う、う～……」

　顔を歪ゆがめ、ぽろぽろと涙をこぼし始めたヒルダをしっかりと抱き寄せる。

　情けない。好きな子を泣かせてなにが婚こん約やく者しやだ。こんなんじゃ、これからも迷惑をかけそうだな。

「チャンスなのよ。そこで優やさしくキスなのよ！」

「うわあっ!?」

「きゃっ!?」

　いつの間にか背後に忍しのび寄っていた花恋姉さんの声に、ヒルダを抱いたまま思わず振り返る。相変わらず出現が唐とう突とつすぎる！

「びっくりした！　だからそういうのやめろって！　なんでここにいんの!?」

「お姉ちゃんの恋愛レーダーが『冬夜君が女の子とイチャイチャしてる』と告げたのよ。重要イベントを見み逃のがすわけにはいかないのよ」

　やなレーダーだな！　普通こういう場合、温かく見守るとかだろ！　恋愛の神様なのにまったく気の利かない……！

「あ、あの……、冬夜様、苦しい、です……」

「え？　あっ、ごめん！」

　僕はずっとヒルダを抱だきしめていたことに初めて気付き、パッと手を離す。

「いぇ……嫌ではありませんから」

　顔を真っ赤にさせて、ヒルダが小さく頷く。それを見てなぜか僕も顔が熱くなるのを感じた。なんだこれ？

「ひゅうひゅう、熱い熱い、なのよ。まあ、そういったドキドキは今でしか味わえないものだから、たっぷりと楽しむといいのよ」

「今でしかってどういうことさ？」

　なんとなくバカにされた気がしてつい強く言い返してしまった。なんか僕らの気持ちがそのうち冷める、みたいなことを言われているような気がして。

「恋と愛は別物なのよ。恋は何もしないでも芽生え、愛は努力しなければ育たない。どちらも素晴らしく、切り離せないものだけど、それは違うものなのよ」

　むむう……。言わんとしてることはわからんでもないが、この人に言われるとなんか納なつ得とくできんなあ。

「今はわからなくてもいいのよ。大人になればわかるのよ」

「ちぇっ」

　どうせ子供ですよ。……と、拗ねるのも子供なんだろうな。

「あれ？　冬夜たちじゃない。何やってんの？」

　僕らのいる丘の方へエルゼと八重がやってくる。二人とも手には魚を入れたバケツを持っていた。買ってきたのか、それ。

「ヒルダ殿も。……って、ヒルダ殿、泣いてたでござるか？」

「ちょっと、冬夜!?　ヒルダになにしたの!?」

　目ざとくヒルダの涙のあとに気付いた二人が僕へと詰つめ寄る。この三人は特に仲がいいから、心配する気持ちもわからないでもないけど。

「なにもしてないって！　ねえ、ヒルダ！」

「は、はい。お二人が心配するようなことはなにも……！」

　ヒルダと二人、弁解するように言葉を並べる。が、それを聞く二人の目がますますジト目になっていく。

　別にやましいことをしてたわけじゃないし、こんなに焦ることもないんだが、妙みように恥ずかしさを感じる。ある意味、泣かせたのは事実だし。

「なんか怪あやしい……」

「で、ござるな……」

「さっきまで冬夜君がヒルダちゃんとイチャイチャしてたのよ。熱々なのよ」

「うおぉい！　なに言ってんの、お姉さまぁ!?」

　さらりと馬鹿姉が余計なことを言ってくれた。いや、周りから見たらそう見えたかもしれんけど！

「確保！」

「がってん承知！」

　がしっ！　と両りよう腕うでをエルゼと八重にキメられ、城の方へと連行される。いたたたた！　腕が！　そっちには曲がんないから！

「あっ、あの、花恋お姉様!?　冬夜様が……」

「冬夜君は他のみんなとも平等に愛を育てなければいけないのよ？　あなたもそれを受け入れたのなら信じて見守る。それも愛なのよ」

「は、はい。そうですねっ！」

　ヒルダ、騙されちゃダメだ！　そいつ、楽しんでいるだけだから！　ほら、いまニヤニヤ笑ってるからあ！

「みんなの前でなにがあったか細かく聞くでござるよ」

「そうねー。ま、ヒルダに聞けば、すぐ教えてくれるだろうけど。あたしたちこういうことで隠かくし事しないって決めてるし」

　マジですか？　初耳なんスけど、それ……。誰だれとなにをしたかってバレまくりってこと？

　いや、別に後ろめたいことはないんですけど、なんだろう、このやるせなさ……。

　団結した女の前には、男なんて無力なものなのだなあ。




　――――男とは耐える生き物である。




　その夜、赤面して床ゆかをゴロゴロ転がりたくなるほど、九人みんなそれぞれに、僕ぼくがどれだけ好きかを一人一人告白することになった。

　実際、自室ここに戻ってから転がったけどな！　ああ、そうさ、琥こ珀はくたちに変な目で見られたさ！　うあああああ、絶対リーンとかスマホで録音してたよ、あれ！　スゥにまであんなセリフを言うことになるとは……うああああ！

　嘘偽りなく言った言葉は本心だけど、恥ずかしさとは別物だ。

　思い出すとまた転がりたくなるので、もう寝る！

　………………くうぅぅぅ！

　ごろごろごろ！　ごろごろごろ！







◇　◇　◇







「……なにしてんの、レネ？」

　廊下でばったり会った、うちの少女メイドさんに思わず声をかけてしまった。

　だって頭の上に本を載のせて歩いているんだもの。そりゃ声もかけるさ。

「あっ、冬夜兄ちゃ……っと、公王陛下おはようございますっ、あっ！」

　ドサドサと数冊の本が廊下の赤絨毯の上に落ちる。その状態でぺこりと挨あい拶さつすれば落ちるに決まってる。

「ああ～、また失敗したぁ……」

　悔しそうに本を集めるレネ。

「だからなにしてたの？　本なんか載せて」

「試験の特訓してたんだ……してたんです、メイドギルドの」

「ここには僕とレネしかいないから、いつもの口調でかまわないよ。……しかし、試験？」

　レネはベルファスト王国にいた時にスリをやっていた子で、僕がうちのメイド見習いとして雇った。その後、レグルス貴族の血を引いているとわかったのだが、母の実家に戻ることなく、そのままブリュンヒルドでメイドとして働いてくれている。

　一応小さい国とはいえ、城に仕える以上、本当ならばメイドとしてそれなりの技術、礼れい儀ぎ作法、状じよう況きよう判断力などが求められる。が、まだ見習いのレネは基本的には僕らの身の回りの世話と、他のメイドさんたちの手伝いを仕事にしていた。

　だけどやはり思うところがあるようで、弱じやつ冠かん九歳さいにしてメイドギルドに登録し、一流のメイドとなるべく、日々努力を重ねているらしい。

「セシルさんから教えてもらったんだ。これで普通に歩けるようになれば、バランス感覚も鍛えられて、姿勢も良くなるんだって。ギルドの昇格試験には優雅さもポイントとして入るから、やっておけって」

「へえ。大変なんだなあ……。でも無理しないでもいいんだよ？　別に一流メイドの資格を持ってなくたって、追い出したりしないし」

「ううん、きちんと資格は取る。一流のメイドになって、ブリュンヒルドのために働きたい。目標はメイド長だからさ」

　おお、少女が大志を抱いておる。メイド長とはうちのメイドのトップ、ラピスさんのことだ。あれを越えるのは大変だぞ。戦せん闘とう能力もかなり高いからなあ。

「ちゃんと護衛術も習ってるし。諸もろ刃は姉ちゃんから」

「いや、それはどうなんだろう……」

　初耳なんですけど。おいおい、なんか変な剣術習ってないよね？　確かセシルさんから投擲術も習ってなかったか？　そういやリーンも魔法を教えてたような……。ひょっとしたら僕の知らないうちに、最強メイドが育成されていたのかもしれない。

「勉強もきちんと学校に行ってやってるよ？　一流のメイドは頭も良くないとダメなんだ」

　桜の母親であるフィアナさんが校長を務める学校に、レネも通っている。午前九時から午後二時の間で、そこから帰って来ると、またメイドの手伝いなのだが。

　さすがに子供をそこまで働かせるのはどうかと思ったので、自由時間や休日を増やそうと言ったのだが、レネは頑として受け入れなかった。

　働かされている、という認にん識しきではなく、目標のために学んでいる、という認識なのだろうが……。

「たまには休んでもいいんじゃないか？」

「ううん、毎日ちゃんと食べて寝てるから大だい丈じよう夫ぶ。冬夜兄ちゃんこそちゃんと休んでよ。みんな心配してんだぞ？」

　逆に叱られてしまった。うむむ。そんなにワーカホリックに見えるんだろうか。けっこう高坂さんに丸投げして、サボってると思うけど。

「じゃあ、頑がん張ばってるレネになにかプレゼントするよ。なにか欲ほしいものはない？」

「え？　っと……いいの？」

「もちろん。これは頑張っているメイドさんへのボーナスだ。遠慮しないで言ってごらん」

「ぼうなす？」

　いかん、通じなかったか。たまにこちらの世界の言葉に訳されない言葉があるよな。

「じゃ、じゃあ……。あの、スゥ姉ちゃんたちが持ってる魔道具が欲しい……んだけど……」

　スゥが？　ああ、量産型のスマホか。そういやラピスさんとセシルさんには渡わたしたけど、レネにはやってなかったな。

　うーん、子供にスマホなんて……と思ったが、スゥにもあげてるし今さらか。スマホにあるメモアプリとか、こちらの世界対応の辞書アプリとかは試験にも役立つだろうし。ご褒美なんだからこれくらいはいいか。

　僕は【ストレージ】から白い量産型スマホを取り出して、レネに手て渡わたす。それと一緒に最近作ったマニュアル用の冊子も渡しておいた。これを読めば一通りは操作できるはずだ。

「あっ、ありがとう、冬夜兄ちゃん！」

「一応、学校に持っていくのは禁止な。もし無くしたり盗ぬすまれたりしたらすぐ僕に言うんだぞ。怒ったりしないから」

「うん！」

　笑顔でスマホを受け取り、喜んでいるレネの頭を撫でる。

　学校とかに持っていくと、珍しさとか羨ましさで盗まれたりしないとも限らないしな。レネに限ってそんなイジメなんて受けてないとは思うけど、余計なトラブルは避さけられるなら避けた方がいい。

　まあ、うちの子イジメたら子供だろうと必ず反省させてやるけどなぁ……。

　とりあえず、他国の王様以外の番号を登録しておく。これで僕やスゥとかとも電話できるからな。

「じゃあ試験頑張れ。でも無理はするなよ」

「うん！　これ、ありがとう！　大切にするね！」

　タタタ、と廊下を走り出したレネだったが、途と中ちゆうでまた本を頭に載せてしずしずと歩き出した。

　おっと、僕も今日は人と会うんだっけ。廊下を歩いていったレネとは反対の方向へと僕は歩き出した。










「やあやあ、お待たせしちゃって申し訳ない」

「いや、忙しい中、時間を割いてくれて感謝している」

　そう言って、城の大訓練場にやってきていた集団のリーダーと思わしき人物が頭を下げた。

　言葉遣いはぶっきらぼうだし、髭ひげに覆おおわれた顔も厳つい。その身体に纏う筋肉はまさに巌のようで、種族特性がこれでもかと滲み出ていた。

　背丈は皆、総じて一メートル二十から三十といったところか。全員男性……だと思うが、女性も髭を生やしているという噂うわさだし、判別は難しそうだ。

　ドワーフ。山岳地帯にすむ、頑健な種族。戦士にして鉱夫、細工師にして鍛冶職人。

　そのドワーフの集団が、ライル王国国王の紹しよう介かい状を携えて、この城にやってきたのだ。

　ライル王国の国王、バルストラ・ドゥルガ・ライル四世は、ドワーフの血を引いているらしく、その縁かライル王国には多くのドワーフの集落があった。この人たちもそこの集落の者たちなのだろう。

「それで、僕に見せたいものってのはこれですか？」

「うむ。まずは見てもらった方が早いな。おい」

　ドワーフたちの後方にある、でかい台車の上に鎮座した高さ四メートルほどの物体が、その『見せたいもの』なのだろう。覆い隠すようにかけられていた薄うす汚よごれた布を他のドワーフたちが一いつ斉せいに外し、『それ』を太陽の下に晒し始めた。

「これは……！」

　布の下から現れたモノ。ズングリとしたフォルムに大きな腕、短い足。首から上が無く、背中に当たる部分に操縦席があり、剥むき出しになっていた。

　かつてユーロンの残党を取り込み、フェルゼンに侵しん攻こうしようとした秘密組織『黄金結社ゴルデイアス』が作り上げた機械仕じ掛かけの兵士、鉄機兵。

　一いつ瞬しゆん、それかと思ったのだが、だいぶ違う。なんていったらいいのか、鉄機兵よりもっと雑な作りだった。

　その形をわかりやすく言うと、軽自動車を真ん中からぶった切り、運転席のある前面部分を胴どう体たいにして、でっかい手足をつけたような……。なんというか無骨な機械だった。

　しかし、これは紛れも無く『ロボット』だ。しかも人が乗るタイプの。裏世界で同じようなゴレムが歩いていたが、あれは人間を乗せているだけで、勝手に動いていた。こちらは操縦するタイプのようだ。

「『ドヴェルグ』と名付けた。土木作業、鉱石運搬用に試験的に使っている。まだどこにも流す気はないがな」

『ドヴェルグ』ね。ドワーフの由来になった言葉だっけか？　確かにズングリとしていて無骨なところはドワーフに似ているな。

　しかし、よくもまあこんなのを独自に造ったもんだ。ドワーフの技術恐るべし。

「でもなんだってこれを僕に？」

「あんたは巨人兵を持っているんだろう？　ワシたちが作ったこのドヴェルグと比べてみたくてな」

　はあ。比べ……られるかな。自信を無くさないといいんだが。

　今さらだけど、こうなってみると鉄騎兵を作ったボーマン博士ってのは、それなりに天才だったのかもなあ。自己中の馬鹿だったけど。まあ、うちの博士も自己中の馬鹿ってところは負けてない気がするが……。

　空中に【ゲート】を開き、重騎士シユバリエを一機、バビロンの『格納庫』から呼び出す。

　ズシンッ！　と、大地に両足を下ろし、重騎士シユバリエが着地する。それを目撃したドワーフの皆さんが、カパッ、と口を開けっ放しにしていた。よほど驚おどろいたらしい。

「量産型フレームギア、重騎士シユバリエです。これが一番扱いやすい機体ですね。これは新型の方ですが」

　僕の言葉が耳に入っているのかいないのか、ドワーフたちは黙ったまま（というか口を開けっ放しにしたまま）で、重騎士シユバリエを見上げていた。

　まあ、無理もない。ドヴェルグは約四メートル、フレームギアは十五メートル以上ある。大人と子供以上に違うのだ。

「こ、れは、古代遺い跡せきで見つかったモノなのか？」

「最初の数体は。これを含めそれ以降はうちで作った新品の機体だよ。さらにそこから発展させた新型機も何体か作っている」

　ドワーフたちの言葉に感化されたのか、敬語を使うのを忘れた。ま、この方が彼かれらとは意思疎通しやすそうだし別にいいか。

「……頼みがある。その新型機とやらを作った御仁に会わせてくれ。こんなものを見せられたのでは、一目なりともその作り手に会わないと帰るに帰れぬ」

「え？　あー……まあ、会わせるのはいいんだけど……」

　いいんだけど、ね。










「こっ、この子供があれを作ったのか!?」

「おやおや、ずいぶんなご挨拶だね。ま、ドワーフってのは得てしてそういうものだから、気にする方が間違いか」

　だぶだぶの白衣を着たバビロン博士を見て、ドワーフがまたしても驚きの表情を浮うかべる。

　そりゃそうだろう。出てきた製作者が十歳にも満たない少女なのだから。

　そのうちドワーフのリーダーがハッとして博士に向けて口を開く。

「ひょっとして、長命種なのか？」

「まあ、当たらずとも遠からずってやつだね。それより察するに、その後ろのヤツは君らが作ったモノかな？」

　だぶだぶした白衣のポケットに手を突っ込んだまま、博士がドヴェルグを見上げるように眺ながめている。

「ふんふん。かなり荒削りだが、ボクのフレームギアをそのままコピーした劣化品の鉄機兵より、職人気質が出ていて好感が持てるね。心臓部は……へえ、魔ま煌こう炉ろか。大気中の魔素だけじゃ無く、かなり圧縮した魔石を触しよく媒ばいにして……なるほど」

「見ただけでわかるのか……!?」

　ドワーフたちがどよめくが、騙されんな。そいつ今こっそり解析魔ま法ほうの【アナライズ】使ったから。

「しかしせっかく抽出した魔ま力りよく媒体が細部にまで行き渡ってない。各関節部から大気中に漏れてしまっている状態だ。燃費は悪かろうね」

「くっ……、だが、指先まで魔力を巡めぐらせるにはそれなりの出力が必要だ。多少漏れたとしても仕方がない。それとも他に方法があるのか？」

「簡単さ。基本フレーム自体に刻印魔法で魔力の通り道エーテルラインを刻むのさ。そしてフレームにはアダマンタイトを使う」

「っ、そうか！　その手があったか……ッ！」

　なにやら専門的なお話を始めてしまい、僕だけ置いてけぼりになる。

　ちょっと思いついて懐ふところのスマホを取り出だし、バビロンうえにいる人物へと電話をかけた。

「あー、ロゼッタ？　いま地上したで面おも白しろい話が聞けるから、よかったら来なよ。うん、ああ博士もこっちにいる」

　うちの整備主任も仲間に入れてやらんとな。

　しばらくしてやって来た、もう一人のツナギを着たちびっ子が参加すると、ドワーフたちがドヴェルグの改良点を喧けん々けん囂ごう々ごうと話し始めた。

　挙句の果てには訓練場の片かた隅すみを占拠して、その場でドヴェルグをいじり始める始末。ライル王国に帰ってからやれって。

　ドワーフたちとロゼッタがパーツを取り外しながら、なにやら言い争あらそっているのを眺めてると、博士がこちらへとやって来た。

「いやいや、なかなか面白いものを見せてもらったよ。コンセプトは同じでも、作り手が変われば全く違うものができるって見本だね」

「あれって鉄機兵とはやっぱり違うのか？」

「違うといえば違うし、同じといえば同じだね。間ま違ちがいなくフレームギアに通じる技術も使われているが、ドワーフ独自の技術の方が多く使われている。ま、そのままマネしたものではないし、別物と見ていいんじゃないかな？」

　なるほど。鉄機兵やフレームギアの情報だけで、独自に作り上げたわけか。ドワーフが魔工学にも優すぐれているとは知らなかったが、考えてみれはドワーフもエルフほどじゃないが長命種だ。古代文明のノウハウを、ある程度受け継いでいても不思議はない。

　そういやフェルゼンで開発されている魔道具の技術者にも、何人かのドワーフがいるとかいう話だったな。

「……危険はないのか？」

「君の言う『危険』がどう言うことを指しているかなんとなくわかるが、それを言い出したら文明の発展、魔学の進歩なんかあり得ないよ。それとも彼らの作り出したアレを取り上げて、ドワーフを根絶やしにするかい？」

　意地悪い笑えみを浮かべ、博士が僕を覗のぞき込んでくる。もちろんそんなことできやしないし、する気もない。

「ま、いずれは作られるものだったろうし。というか、五千年前にもう同じようなものが作られているんだから、今さらだ。鉄機兵という前例もあるしね」

「それもそうか……」

「技術の復活ってやつかな。今はまだ乗り物の域を出ないし、魔法一発で壊れそうな機体だけどねえ」

　確かに。労働力としては申し分なさそうではあるが、兵器としてはいささか頼たよりない。

　まあいずれはこれもフレームギアのようになっていくのかもしれないが。

　裏世界にあるゴレムと比べても、まだまだレベルが低いよな。あれならサンチョさんとこのカニバスの方がよほど技術力が高い。

　あれだよなあ。表世界と裏世界の技術者が手を組んだら、かなり便利なものが生み出せそうなんだけどな。そう簡単な話じゃないんだろうけど。

　馬鹿な考えを頭から追い払はらい、僕はドワーフの元へ向かった。

「せっかくだからこいつが動くところを見たいんだけど。僕にも動かせるかな？」

「歩かせるくらいなら素人しろうとでも簡単だ。やってみるか？」

　背中にせり出している操縦席に座すわり、簡単な歩かせ方を教えてもらう。フレームギアのように操縦者の意思を読み込んでくれるわけではないので、完全にこちら任せだ。たまにはこういうのも面白い。

「よし。じゃあ操縦桿の横にある魔石に魔力を流して、ドヴェルグの魔煌炉を起動させろ。そしたらゆっくりと歩かせるんだ」

「了りよう解かいっと。まず魔力を流して――――」

「あっ、待つでありまス！　マスターの魔力量だと……！」

　ロゼッタがなにやら言ってたが、気付かずに僕は『普通に』魔力を流してしまった。

　次の瞬しゆん間かん、ドヴェルグが異様な回転音を放ち始め、一瞬にして腹部にあった装そう甲こうが爆ばく発はつとともに吹ふっ飛とんだ。

「「「うぉあぁあぁあぁ――――――――――ッ!?」」」

「え？」

　ガララァンッ！　と吹っ飛んだ装甲が地面に落ち、腹部からはもうもうと黒こく煙えんが立ち上っている。

　慌ててドヴェルグから降りると、ドワーフたちがなんとも言えない表情で、口をパクパクさせていた。

　え、これ僕のせい？

「あー……マスターの魔力出力だと、よほど絞らないとこの魔煌炉では耐たえられないんでありまスよ。蝋燭に【ファイアボール】で火を付けるようなものでありまス」

「限界点をあっさり超えて魔力が飽和状態になり、行き場を失って爆発したわけだね」

「先に言ってくれよ……」

　真っ青になって呆然としているドワーフたちに、なんと声をかけたらいいやら途方に暮れる。悪気はなかったんだ。それだけは信じてもらいたい。

　未いまだ黒煙を上げるドヴェルグから一向に視線を外さないドワーフたちの背中を見て、僕はなんとも言えない罪悪感を感じていた。

　さ、酒さか樽だる何本で許してくれるかねぇ……。







◇　◇　◇







　どこの国にもあるが、ブリュンヒルドにも施せ療りよう院いんという施し設せつがある。まあ、平たく言えば病院のようなものだ。怪け我がをした人、病気になった人が訪れて治療を受ける施設である。

　地球と比べると医学が大おお幅はばに遅おくれているこの世界だが、地球にはない『回復魔法』というものがある。その『回復魔法』による治療も行っている施設だ。

『回復魔法』と一言で言ってもその種類は多岐にわたり、怪我を治すものから、毒を取り除くもの、失った体力を回復させるもの、呪いを払うものなど色々だ。中には『復活魔法』という死者を蘇そ生せいさせる、奇き跡せきとしかいえないものも存在する。

　もちろん、簡単に生き返るわけではない。様々な条件をクリアして、さらに施す術者の生命さえも懸かけねばならないのだ。

　故に、大概は家族や恋人、親族などでもなければ『復活魔法』は行われない。しかもこの魔法は確実に生き返るというものでもないのだ。下手をすれば術者も死に、さらに死者を増やすことにもなりかねない魔法なのだ。

　おっと、話を元に戻そう。

　とにかく、ブリュンヒルドにも施療院がある。回復師と医師が常じよう駐ちゆうし、ほか何人かの看護人が働く場所だ。他と比べるとまだまだ小さい町といった規模のブリュンヒルドの王都（？）だが、それでも施療院がいくつかあり、日夜怪我人の治療に当たっている。

　そして今日、その施療院に僕はお邪じや魔ましていた。

　別に視察というわけではない。いや、ある意味視察なのかもしれないが。

「【光よ来たれ、安らかなる癒し、キュアヒール】」

　スゥの手のひらから放たれた柔らかな光が、腕に怪我をした子供の患部に吸い込まれていく。ざっくりと大きく切れていた傷口がたちまちのうちに塞がり、あっという間に元通りに皮ひ膚ふが再生された。

「痛みはないか？」

「もう痛くない……」

「うむ。よいか、今度からは一人で森などに入ってはならん。母親をあまり心配させるものではないぞ？」

　さっきまでぎゃんぎゃん泣いていた子供がスゥの言葉に素直に頷うなずく。連れて来た母親がしきりに頭を下げて診しん察さつ室しつから出ていった。

　回復魔法があるといっても、誰もがみんな使えるわけではないし、魔法には魔力を必要とする。一人の回復師が一日に回復魔法を施せる数は決まっているのだ。

　そのため、本来ならよほどのことでなければ魔法は使わない。高い治療費を取るのもそのためだ。軽い怪我で気軽にホイホイと来られてはうちの回復師がぶっ倒たおれる。それでも他の国に比べたら治療費はかなり安い部類に入ると思うが。

「お疲れさん。なかなか板についていたね」

「まだまだじゃ。冬夜のように【エリアヒール】を使えればもっと大人数を治せるのにのう」

　いやいや。それ使えるの光属性の魔法をかなり修行した一部の人たちだからね。僕の場合は神様パワーのおかげであって、自分の力じゃないから。

　スゥはたまに施療院に来て、手伝いをしている。もちろんお付きのレイムさんも一いつ緒しよにだ。

　光属性の適性があるスゥは、さっきのような子供の患者を相手にしていた。

　病気や事故に加え、魔ま獣じゆう、魔ま物ものの蔓延るこの世界、子供の死亡率はけっこう高い。

　先ほどの子供も森の奥おくへと一人で入り、一角兎という魔獣に襲われて大怪我をしたのだ。町で育った子供たちにはあまり魔獣に触れる機会がない。その恐ろしさを体験していないので、警戒心が薄いのだ。

　ここに町を造るにあたって、周囲の魔獣たちを狩かりまくったはずだが、またチョロチョロと増え始めているようだ。スマホの範囲指定で一網打尽にしようとも思ったが、ギルドマスターのレリシャさんに止められた。

　赤ランク以上の魔獣ならともかく、それ以上の魔獣を狩り尽くしては冒ぼう険けん者しやたちがますます離はなれていってしまう。それは本意ではないので、町の周辺に結界を張ることで対処している。

　この結界、魔獣の侵入は阻むが、当然ながら人間の出入りを防ぐ効果はない。さっきの子供も一人で森へと行ってしまい、ケガをしてしまった。

　たまたま森に冒険者がいたから助かったものの、下手をしたら死んでいたかもしれない。学校の校長である桜のお母さん、フィアナさんにあらためて子供たちに注意してもらうことにしよう。

「冬夜、すまんが魔力を補ほ充じゆうしてもらえぬか？　指輪の魔力が尽きそうなのじゃ」

「もうか？　ずいぶんと働いたんだなあ」

　スゥたちに渡してある婚こん約やく指輪には魔力譲渡魔法【トランスファー】が付ふ与よされており、彼かの女じよたちはそこから魔力を引っ張ってこられる。これによりスゥたちは他の者よりもはるかに多くの魔法を使ったりできるわけだ。指輪の魔力タンクはかなりの量が蓄積できるが、その魔力量にも限度はある。

　その魔力タンクが空になるまで、スゥは魔法を使ったということで……。施療院での回復魔法だけではなく、魔法の訓練にも使っているのだろう。でなければこんな早く無くなったりはしないはずだ。

　あまり無茶な特訓はしないでほしいんだが……。スゥの左手を手に取り、指輪に魔力を注ぐ。

「あまり無茶な特訓はするなよ？　リーンも言ってたけどスゥはいま成長期だから、ここで無理をすると魔力量の成長が阻害されることもあるんだから」

「わかっておる。わかっておる。相変わらず冬夜は心配性じゃのう」

「そりゃ心配するだろ。スゥは僕の婚こん約やく者しやなんだからさ」

　特にスゥの場合、真まっ直すぐすぎて暴走しそうな怖さがあるからなあ。この子は思い込んだら一直線、脇目も振らずに目的へと邁進する。それはいいのだが、その他のことが頭からすっぽりと抜ぬけてしまうことが多い。

　熱中しやすいというか、夢中になり過ぎるというか。集中力があることはいいことなのだけれど、ね。

「冬夜だってわらわたちによく心配をかけているじゃろ。お互たがい様じゃ。向こうの世界に行ったきりになったとき、わらわたちがどれだけ心配したかわかっておるのか？」

「いや、すみません……」

　それはもう勘かん弁べんして。みんなにしこたま言われたからさ。

　裏世界に行ってしまい、この世界から消えてしまったわけだからな。心配レベルはマックスだっただろう。いや、申し訳ない。こんな小さな子にそこまで心配させたのは情けない限りだ。

「そういえば冬夜。ちょっと母上のことで相談なんじゃが……」

「エレンさんの？」

「うむ。母上は長く目が見えんかったじゃろ？　外は危険だし、ほとんど外出することはなかったのじゃ。冬夜のおかげで目は治ったが、今度はお腹なかに子供がいるので無理はできぬ。出かけなくてもなにか気分転てん換かんになるようなことはないかのう」

　エレンさんは後遺症で長く目が見えない状態が続いていた。やっと目が見える状態になったと思ったら、今度は妊娠したため、身体のことを考えるとあまり無理はできない、と。

　確かにずっと家にいたら気が滅入ってしまうよなあ。

「エレンさんの趣味とか好きなことは？」

「演劇とか観みるのが好きかのう。前に父上が家に劇団を呼ぼうとしたが、母上が止めたのじゃ。他の観客の迷めい惑わくになるし、自分一人のためだけに呼ぶのは申し訳ないとな」

　劇団を家に呼ぶってのは公こう爵しやく殿でん下かもまた豪快だな。それを止めたエレンさんもある意味すごいが。

　家に劇団を呼べばエレンさんは外に出なくてもいいが、エレンさんの性格だと気を使ってしまって、気分転換にはならないんじゃないかね。

「ま、それならなんとかなるか」

「なるのか!?　さすがわらわの旦那様じゃ！　頼りになるのう！」

「あ、いや、僕の力じゃなくて博士の魔道具アーテイフアクトを借りればって話なんだけど」

　キラキラとした目を向けてくるスゥに僕は乾いた笑いしか返せない。情けないけどさ。

　なんだかんだ言っても『蔵くら』に収められている魔道具の数々は便利だからね。凄すぎて一いつ般ぱん的に使うことができないものも多いけど……。

「よし。じゃあいろいろと準備をするか。今夜スゥの家にお邪魔してもいいかい？」

「うむ。父上も母上もいるはずじゃ。楽しみにしておるぞ！」

　スゥとの約束を取り付け、施療院を出る。ベルファストやリーフリース、レグルスあたりの劇場を王様たちに紹介してもらおう。大きな劇場は基本的に国営だったりするから大丈夫だと思う。

　どちらかというと問題は王様たちの方だよなあ。絶対に自分たちにもその魔道具を、ってなるのは目に見えている。『工房』でいくつか生産しないといけないか。

　僕は夜に向けて準備するため、【テレポート】でバビロンへと跳んだ。













「じゃあここの水すい晶しよう球きゆうに魔力を流してみて下さい」

「これですか？　あっ!?」

　エレンさんが僕が持ってきた野球ボールほどの水晶球に魔力を流す。すると照明を落とした薄暗い部屋の中に立体映像ホログラフが浮かび上がり、舞ぶ台たいの上で演技をする演者たちが映し出された。

「おおっ！　演劇がやっておる！　声も聞こえるぞ！」

「すごいな……！　これはスマホの録画機能とは違ちがうのかい？」

　映し出された映像を見て、はしゃぐスゥと感心するオルトリンデ公こう爵しやく。エレンさんも目を輝かせて、劇に見入っている。

「録画とは違いますね。これはリアルタイム……あー、今現在、演劇をやっている舞台を遠くでも観られる魔道具です。ほら、フレームギアのカメラと同じですよ。目は舞台の方にあり、コックピットの映像盤ばんはこちらにあるという感じかな」

　アーティファクト『遠見の水晶球』。もともとは監かん視し警戒用の道具だ。バビロンにもいくつか使われている。

　各国の王様たちに協力を取り付けた僕は、いくつかの劇場を訪れて回った。そこの劇場で一番よく舞台が見える位置に、水晶球の目となる女め神がみ像の置物を設置してきたわけである。

　これにより、遠く離れたところからでも舞台が観られるようになったのだ。

　こちらの水晶球は台座に六つ取り付けてあり、それぞれ別の舞台が観られるようになっている。切り替えれば別の舞台が観られる。テレビのチャンネルと同じってわけだ。

　ソファーの隣となりに座るエレンさんの腕うでに、スゥがぎゅっと抱だきついた。

「母上、これなら家にいても演劇が観られるぞ。よかったのう」

「スゥ……。嬉うれしいわ、ありがとう。公王陛下もこのようなものを私わたくしのために……ありがとうございます」

「いえいえ。僕ぼくは大したことはしてないので……」

　水晶球はバビロン博士の発明だし、劇場の方は王様たちの伝手だしな。僕がしたことといえばと王様たちと交渉したことくらいだ。

　まあ、劇場に水晶球の『目』を置かせてもらう代わりに、王様たちにも『遠見の水晶球』を渡すことになったが。今ごろ向こうも王妃様たちと同じ演目を観ているかもしれないな。

　演劇を楽しむ母娘おやこから離れ、オルトリンデ公爵にこそっと紙切れを渡す。

「これは？」

「それぞれの劇場における主だった演目の予定表です。何日何時に始まるというのを知っていれば、初めから観られるでしょう？　話はつけておいたので、毎月頭にこの表を送ってもらえるようにしておきました」

「なるほど……。これはありがたいな。わざわざ一国の王が我わが妻のために……申し訳ないね」

「スゥのお願いですから。これくらいなんでもないですよ」

　それに僕にとっても義母になる人のためだしね。ただあまり愛憎劇とか復讐劇とかの、刺激が強い演目は胎教的に悪いんじゃないかとも考えてしまうが。

「赤ちゃんが生まれたらまたみんなで一緒に観るのじゃ。その時はお姉ちゃんが抱っこしてあげるからの。安心して生まれてくるがよいぞ」

　まださほど大きくはないエレンさんのお腹に向けてスゥが語りかける。生まれてくるその子は僕の義弟か義妹になるんだな。スゥのように元気に育ってほしい。

　エレンさんはあまりひどくはないようだが、つわりなどで苦しまないよう、お粥のレシピとイーシェンの米に梅干し、レモンやオレンジなどの柑橘類を公爵殿下に差し入れておいた。おそらくつわりは身体異常ではないので回復魔法も【リカバリー】も効かないだろうからなあ。

　ベルファストのヤマト王子が生まれる時も感じたが、男親ってのは無力なもんだからな……。せめて奥さんの助けになるように、全力でサポートしないと。

　いずれ僕も経験するのだから、他人ひと事じゃないし。何人か同時に……って可能性もある。子育て大変そうだなあ……。でも賑やかで楽しそうだ。
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　まだ来ぬ未来へ思いを馳せ、僕はオルトリンデ公爵家を後にした。
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あとがき。







『異世界はスマートフォンとともに。』第13巻をお届け致しました。お楽しみいただけたでしょうか。







　今巻はいろいろ詰め込むことが多過ぎて、幕間劇が一話、しかも物語の冒頭に持って来るしかありませんでした。

　なろうの方だとアエルさんがブリュンヒルドに店を構えるのはもう少し後のことなのですが、このような経緯もあり、若干早めました。他に大まかなストーリーは変えていませんが、後半スゥの短めのエピソードなどちょこちょこと細かい部分を足したりしております。







　実はこの原稿作業中、私は体調を崩して人生初の入院を体験しました。いや、健康って大事。これから夏に突入しますが、皆さんもお身体にお気をつけ下さいますよう。すでに退院しましたが、自分も再入院とならないように気をつけます。







　今巻ではブリュンヒルドのお祭りがメインとなっておりますが、皆さん、お祭りには行きますでしょうか。

　我が仙台でも青葉祭り、七夕祭り、定禅寺ストリートジャズフェスティバル、みちのくＹＯＳＡＫＯＩ祭りと大きな祭りがいろいろとあります。仙台に住んで長いですが、実はどれも行ったことがありません……。

　ものすごく近くでやっているので、『いつでも行ける』という気持ちがあり、足を運ぶ機会がなく……。まあ、夏の暑さ＆人込みが苦手ということもあるのですが。間違いなく体調崩すので。

　町内の小さな祭りならちょこちょこ行って、りんご飴とかクレープとか買ってるんですけども。

　今年は行ってみようかな……と思ってたところに今回の入院があったので、今年も無理っぽいです。

　本当に夏は苦手です……。自分のペンネームや主人公の名前に『冬』の字が入っているのはそういう理由からなのです、実は。







　それでは今回も謝辞を。

　イラスト担当の兎塚エイジ様。今巻の表紙イラスト、素晴らしいです。めっちゃ好きです。次巻もよろしくお願いいたします。

　メカデザ担当の小笠原智史様。【王冠】のデザインありがとうございました。他の【王冠】も今から楽しみです。

　担当Ｋ様。いつもご迷惑をおかけしまして申し訳ございません。これからもよろしくお願いいたします。

　そしてホビージャパン編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、いつもありがとうございます。

　そして『小説家になろう』と本書、ここまで読んで下さった全ての読者の方々に感謝の念を。
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